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本
紙
﹁
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
︵
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
︶
に
所
蔵
さ
れ

て
お
り
、
利
用
者
の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学

の
本
郷
と
駒
場
の
両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

　
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
／
作
曲
家
の

川
井
郁
子
が
率
い
る
和
楽
器
と
西

洋
楽
器
の
混
合
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

﹁
響
︵
ひ
び
き
︶﹂
に
よ
る
初
の
海

外
公
演
﹁
イ
ー
ス
ト
・
ミ
ー
ツ
・

ウ
エ
ス
ト
﹂
が
、９
月
９
日
︵
土
︶

午
後
７
時
か
ら
、
コ
ロ
ン
バ
ス
サ

ー
ク
ル
に
あ
る
ジ
ャ
ズ
・
ア
ッ
ト
・

リ
ン
カ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
ロ
ー
ズ

ホ
ー
ル
︵
59
丁
目
と
ブ
ロ
ー
ド
ウ

エ
ー
の
角
︶
で
開
催
さ
れ
る
。
北

斎
の
浮
世
絵
や
桜
、
能
な
ど
、

最
新
の
映
像
技
術
︵
ホ
ロ
グ
ラ

ム
︶を
駆
使
し
た
演
出
に
よ
り
、

音
楽
と
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
立
体

映
像
が
壮
大
な
ロ
マ
ン
を
演
出

す
る
コ
ン
サ
ー
ト
。

　
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
響
は
、
川
井

が
自
身
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で
あ

る
越
境
を
体
現
す
る
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
と
し
て
設
立
し
た
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
。
日
本
を
代
表
す
る
若

手
和
楽
器
演
奏
家
た
ち
と
現
地

の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
よ
る
越
境

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

り
、
音
楽
が
持
つ
新
し
い
可
能

性
を
広
げ
る
新
た
な
存
在
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
ア
ジ
ア

各
国
か
ら
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
渡

っ
て
日
本
に
伝
わ
っ
た
和
楽
器

は
、
雅
楽
や
能
・
歌
舞
伎
な
ど

の
文
化
と
共
に
発
展
し
、
独
自

の
響
を
追
求
し
な
が
ら
発
展
を

遂
げ
て
き
た
。
川
井
の
オ
リ
ジ

ナ
リ
テ
ィ
溢
れ
る
音
楽
性
は
、

日
本
人
の
根
底
に
流
れ
る
和
楽

器
の
音
色
と
世
界
的
に
広
く
馴

染
み
の
あ
る
西
洋
楽
器
の
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
を
融
合
さ
せ
、
国
境

や
ジ
ャ
ン
ル
と
い
っ
た
あ
ら
ゆ

る
垣
根
を
越
境
す
る
。

　
出
演
は
川
井
郁
子
︵
バ
イ
オ

リ
ン
、
作
曲
、
編
曲
、
プ
ロ
デ

ュ
ー
ス
︶
の
ほ
か
、和
楽
器
︵
篠

笛
、
尺
八
、
琴
、
琵
琶
、
小
鼓
、

笙
、
ひ
ち
り
き
、
和
太
鼓
︶、

Ｎ
Ｙ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
オ
ー
ケ

ス

ト

ラ
、T

he U
krainian 

C
horus D

um
ka of N

ew
 

Y
ork

を
迎
え
、
国
境
を
越
え

た
平
和
の
響
き
で
祈
り
を
捧
げ

る
。
舞
台
映
像
は
、
日
本
で
歌

舞
伎
や
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
な
ど
の

映
像
を
手
が
け
る
ア
ー
ト
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
の
タ
キ
・
ウ
エ
ダ
。

　
入
場
料
は
40
ド
ル
〜
１
５
０

ド
ル
。
チ
ケ
ッ
ト
・
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://2023.

ja
z

z
.o

rg
/

v
is

itin
g

-
presenters

を
参
照
す
る
。

　
　
　
　︵
関
連
記
事
９
面
に
︶

響

 

川
井
郁
子
初
の
海
外
公
演

９
月
９
日

リンカーンセンター・ローズホール

 演奏と立体映像で壮大に

　
８
日
に
発
生
し
た
ハ
ワ
イ
・

マ
ウ
イ
島
の
山
火
事
で
１
０
６

人
の
死
亡
が
15
日
ま
で
に
確
認

さ
れ
た
。
ほ
ぼ
鎮
火
さ
れ
焼
け

跡
の
捜
索
に
移
っ
て
い
る
が
、

安
否
の
確
認
が
取
れ
て
い
な
い

人
が
１
３
０
０
人
ほ
ど
お
り
死

者
は
今
後
も
増
え
る
見
込
み
。

２
０
１
８
年
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
で
発
生
し
た
キ
ャ
ン
プ
フ

ァ
イ
ア
に
よ
る
火
災
の
死
者
85

人
を
超
え
、
米
国
の
火
災
と
し

て
は
過
去
１
０
０
年
で
最
悪
の

事
態
と
な
っ
た
。
在
ホ
ノ
ル
ル

日
本
総
領
事
館
に
よ
る
と
、
14

日
時
点
で
日
本
人
が
犠
牲
に
な

っ
た
と
の
情
報
は
な
い
。

　
も
っ
と
も
被
害
が
出
た
の
は

マ
ウ
イ
島
最
大
の
街
・
ラ
ハ
イ

ナ
で
、
焼
失
や
破
損
し
た
建
物

は
２
２
０
０
棟
以
上
に
の
ぼ
っ

た
。
明
治
時
代
に
日
本
か
ら
移

民
し
て
き
た
人
た
ち
が
建
て

た
ラ
ハ
イ
ナ
浄
土
院
も
被
害

を
受
け
本
堂
が
焼
け
落
ち
た
。

移
民
１
０
０
年
を
祈
念
し
て

１
９
６
８
年
に
建
て
ら
れ
た
三

重
の
塔
︵
納
骨
堂
︶
も
焼
失
し

た
。

　
バ
イ
デ
ン
大
統
領
は
10
日
に

ハ
ワ
イ
州
に
対
し
大
規
模
災
害

宣
言
を
発
出
し
、
12
日
に
は
米

連
邦
緊
急
事
態
管
理
庁
︵
Ｆ
Ｅ

Ｍ
Ａ
＝
フ
ィ
ー
マ
︶
が
都
市
捜

索
救
助
チ
ー
ム
と
犬
捜
索
チ
ー

ム
を
含
む
１
５
０
人
以
上
が
派

遣
さ
れ
た
。
順
次
、
増
員
さ
れ

る
予
定
。
ま
た
沿
岸
警
備
隊
な

ど
10
を
超
え
る
組
織
が
救
援
活

動
を
続
け
て
い
る
。
１
４
０
０

人
ほ
ど
が
６
か
所
に
分
か
れ
て

避
難
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ

る
支
援
も
行
わ
れ
て
い
る
が
物

資
は
不
足
し
て
い
る
と
い
う
。

　
雨
が
ほ
と
ん
ど
降
ら
ず
空
気

が
ひ
ど
く
乾
燥
し
て
い
た
時
期

に
、
近
海
を
通
過
し
た
ハ
リ
ケ

ー
ン
・
ド
ー
ラ
に
よ
る
強
風
で

山
火
事
が
拡
大
、
海
岸
沿
い
の

ラ
ハ
イ
ナ
の
街
に
延
焼
し
た
。

火
災
の
原
因
は
特
定
さ
れ
て
い

な
い
が
、
専
門
家
ら
は
可
能
性

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
強
風
で
活

電
線
が
落
ち
山
に
引
火
し
た
の

で
は
な
い
か
と
の
見
方
を
示
し

て
い
る
。

　
８
日
の
火
災
発
生
時
に
80
基

あ
る
警
報
の
サ
イ
レ
ン
が
作
動

し
て
お
ら
ず
、
逃
げ
遅
れ
た
人

が
出
た
と
見
ら
れ
て
い
る
。
作

動
し
な
か
っ
た
原
因
は
明
ら
か

に
な
っ
て
お
ら
ず
調
査
中
。
地

元
当
局
は
携
帯
電
話
や
テ
レ

ビ
、
ラ
ジ
オ
を
通
じ
て
緊
急
警

報
を
流
し
た
と
説
明
し
て
い

る
。
ハ
ワ
イ
州
の
ジ
ョ
シ
ュ
・

グ
リ
ー
ン
知
事
は
、
被
害
額
は

推
定
で
60
億
ド
ル
近
く
に
な
る

と
述
べ
た
。
ラ
ハ
イ
ナ
は
人
口

約
１
万
３
０
０
０
人
で
日
本

人
・
日
系
人
も
多
く
住
む
。
か

つ
て
は
カ
メ
ハ
メ
ハ
王
朝
時
代

の
王
都
だ
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
日
系
人
会︵
佐
藤
貢
司
会
長
︶

が
支
援
に
乗
り
出
す
。

　
　
　
　︵
関
連
記
事
４
面
に
︶

ハ
ワ
イ
マ
ウ
イ
島
火
災

ラ
ハ
イ
ナ
浄
土
院
全
焼
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井口咲楽さん

室橋スミレさん

小島　涼さん

加藤有純さん

富士野美幸さん

小林咲月さん

松田夏穂さん

渡邉夏央さん

杉山誇和さん

桑原つぼみさん

福田名菜さん

笠原　結さん

原澤桃花さん

髙野七実さん

笠原八尋さん

野澤樹季さん

齋喜璃音さん

　
新
潟
県
南
魚
沼
市
の
中
学
生

と
高
校
生
合
わ
せ
て
19
人
が
ワ

シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
を
訪
問
し
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

な
ど
も
含
め
８
月
１
日
か
ら
７

日
ま
で
来
米
し
た
。
一
行
に
は

林
茂
男
南
魚
沼
市
長
、
岡
村
秀

康
南
魚
沼
市
教
育
長
は
じ
め
、

市
役
所
職
員
が
同
行
し
、
ワ
シ

ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
で
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ

ス
や
リ
ン
カ
ー
ン
記
念
堂
、
ア

ー
リ
ン
ト
ン
墓
地
、
ス
ミ
ソ
ニ

ア
ン
国
立
自
然
博
物
館
な
ど
を

見
学
し
た
。
生
徒
た
ち
は
、
ア

メ
リ
カ
ン
大
学
を
訪
問
し
て
学

校
生
活
な
ど
を
日
本
人
留
学
生

か
ら
話
を
聞
い
た
。

  

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
国
連
を

見
学
し
、
石
兼
国
連
大
使
を
表

敬
訪
問
し
た
ほ
か
、
Ｎ
Ｙ
総
領

事
の
森
大
使
が
一
行
の
歓
迎
会

を
開
催
し
た
。

　
ツ
ア
ー
後
半
の
週
末
は
、
自

由
の
女
神
島
上
陸
や
メ
ト
ロ
ポ

リ
タ
ン
美
術
館
見
学
、
最
終
日

は
分
散
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
新

潟
県
人
会
が
迎
え
る
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
宅
に
宿
泊
す
る
な
ど

盛
り
だ
く
さ
ん
の
１
週
間
の
滞

在
と
な
っ
た
。
主
催
は
南
魚
沼

市
で
、
選
抜
は
中
学
生
は
24
人

の
中
学
３
年
生
が
作
文
を
提
出

し
、
審
査
に
よ
り
12
人
を
え
ら

ん
だ
。
高
校
生
は
19
人
の
高
校

生
が
作
文
を
提
出
し
、
審
査
に

よ
り
８
人
を
選
考
し
た
。

　
こ
の
新
潟
県
の
生
徒
た
ち
を

ア
メ
リ
カ
に
招
く
き
っ
か
け
と

な
っ
た
の
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

新
潟
県
人
会
の
会
長
で
南
魚
沼

市
出
身
の
大
坪
賢
次
さ
ん
︵
不

動
産
会
社
社
長
︶
の
発
案
か
ら

だ
。
昨
年
亡
く
な
っ
た
大
坪
会

長
の
妻
、
理
恵
さ
ん
が
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
前
か
ら
﹁
故
郷
が
発
展

す
る
に
は
人
材
の
育
成
が
大
切

で
、
そ
れ
に
は
ま
だ
進
路
を
決

め
て
い
な
い
中
学
生
の
時
が
良

い
と
思
う
﹂
と
か
ね
が
ね
言
っ

て
い
た
亡
き
妻
の
夢
を
叶
え
た

い
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
故
郷

新
潟
に
何
度
も
足
を
運
ん
で
実

現
に
漕
ぎ
着
け
た
も
の
だ
。

　
そ
う
い
う
事
情
で
﹁
南
魚
沼

市
中
学
生
海
外
派
遣
事
業
﹂
と

銘
打
っ
た
市
の
事
業
は
、
今
回

は
中
学
生
だ
け
で
は
な
く
、
数

年
前
に
中
学
生
だ
っ
た
時
に
選

ば
れ
て
い
た
が
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

で
来
れ
な
い
ま
ま
高
校
生
に
な

っ
た
生
徒
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
４
日
午

前
、
日
本
政
府
国
連
代
表
部
に

石
兼
公
博
大
使
を
表
敬
訪
問
し

た
。
石
兼
大
使
は
、
国
連
の
役

割
を
説
明
す
る
中
で
、
新
潟
か

ら
の
拉
致
被
害
者
の
問
題
や
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と

ロ
シ
ア
、
マ
リ
、
中
東
ア
フ
リ

カ
の
問
題
な
ど
世
界
中
で
起
こ

っ
て
い
る
問
題
が
単
体
で
存
在

し
て
発
生
し
て
い
る
の
で
は
な

く
、
開
発
、
教
育
、
平
和
維
持
、

保
健
、
気
候
変
動
な
ど
が
複
雑

に
絡
み
あ
っ
て
全
て
が
繋
が
っ

て
起
こ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

を
述
べ
た
。
生
徒
を
代
表
し
て

 

皆
様
こ
ん
に
ち
は
、
南
魚
沼

市
長
の
林
茂
男
と
申
し
ま
す
。

南
魚
沼
市
は
新
潟
県
の
南
部
に

位
置
し
、
冬
は
市
内
一
面
が
雪

に
覆
わ
れ
る
風
光
明
媚
の
地

で
、
特
産
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
や
日

本
酒
が
育
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
私
は
こ
の
度
、
南
魚
沼
市
中

学
生
海
外
派
遣
事
業
で
若
者
と

と
も
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
訪
問

い
た
し
ま
し
た
。こ
の
事
業
は
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
新
潟
県
人
会
大

坪
賢
次
会
長
の
多
大
な
お
力
添

え
に
よ
り
実
現
し
た
も
の
で

す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
衷

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
派
遣
生
徒
に
は
、
見
聞
し
た

貴
重
な
体
験
を
基
に
見
識
を
高

め
、
国
際
感
覚
あ
ふ
れ
る
有
為

な
人
間
に
成
長
し
て
く
れ
る
も

の
と
心
か
ら
期
待
し
て
い
ま

す
。

南
魚
沼
市
長
　
林
茂
男
　
　

国
際
感
覚
あ
ふ
れ
る
人
間
に

　
こ
の
た
び
、
南
魚
沼
市
か
ら

中
高
生
19
名
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

を
訪
問
し
ま
し
た
。
こ
の
訪
問

は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
新
潟
県
人
会

長 

大
坪
賢
次
様
の
ご
尽
力
と

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の
多
く
の

皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
実
現
で

き
た
も
の
と
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
中
高
生
に
と
っ
て
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
活
躍
す
る
方
々
と
の

出
会
い
は
鮮
烈
だ
っ
た
よ
う

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
に
大
き

な
影
響
を
与
え
る
素
晴
ら
し
い

経
験
に
な
っ
た
と
確
信
し
て
い

ま
す
。

　
今
回
の
訪
問
に
参
加
し
た
中

高
生
の
人
間
性
豊
か
な
成
長
を

期
待
す
る
と
と
も
に
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
新
潟
県
人
会
の
今
後
ま

す
ま
す
の
ご
発
展
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

岡
村
秀
康 

南
魚
沼
市
教
育
長

人
生
に
大
き
な
影
響

井
口
咲
楽
さ
ん
︵
国
際
情
報
高

校
２
年
︶
が
﹁
高
校
生
の
私
に

と
っ
て
と
て
も
貴
重
な
機
会
を

い
た
だ
き
、
と
て
も
感
謝
し
て

い
ま
す
。
私
も
海
外
の
人
た
ち

か
ら
信
頼
を
得
ら
れ
る
よ
う
な

日
本
の
代
表
と
い
う
気
持
ち
で

努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
﹂
と

お
礼
の
挨
拶
を
し
た
。

　
一
行
は
午
後
か
ら
Ｎ
Ｙ
総
領

事
の
森
美
樹
夫
大
使
主
催
の
歓

迎
意
見
交
換
会
に
出
席
す
る
た

め
、
総
領
事
公
邸
を
訪
れ
た
。

森
大
使
は
﹁
今
回
の
海
外
で
の

体
験
は
、
将
来
い
ろ
い
ろ
な
分

野
で
活
躍
す
る
上
で
必
要
な
広

い
視
野
を
与
え
て
く
れ
る
で
し

ょ
う
。
そ
の
広
い
視
野
を
持
っ

て
ど
う
や
っ
て
自
分
が
世
の
中

に
貢
献
で
き
る
か
考
え
て
成
長

し
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
﹂
と
激

励
し
た
。
生
徒
を
代
表
し
て
小

島
涼
さ
ん
︵
六
日
町
高
校
３

年
︶
が
﹁
私
が
今
回
の
事
業
に

参
加
し
よ
う
と
思
っ
た
の
は
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
芸
術
な
ど
世

界
の
文
化
の
中
心
地
な
の
で
、

将
来
は
芸
術
交
流
の
仕
事
に
進

む
た
め
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
が
で

き
る
よ
う
自
分
の
見
聞
を
広
め

た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
将

来
は
日
本
の
よ
さ

を
海
外
に
広
め
る

活
動
に
関
わ
っ
て

行
け
た
ら
い
い
な

と
思
い
ま
し
た
﹂

と
挨
拶
し
た
。
ツ

ア
ー
後
半
の
週
末

は
、
自
由
の
女
神

島
上
陸
や
メ
ト
ロ

ポ
リ
タ
ン
美
術
館

見
学
、
最
終
日
は

分
散
し
て
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
新
潟
県
人

会
が
迎
え
る
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
宅

に
宿
泊
し
し
た
。

参
加
者
は
井
口
咲

楽
、
加
藤
有
純
、

笠
原
結
、
笠
原
八

尋
、
桑
原
つ
ぼ
み
、

髙
野
七
実
、
室
橋

ス
ミ
レ
、
小
島
涼
、

小
林
咲
月
、
松
田

夏
穂
、
杉
山
誇
和
、

渡
邉
夏
央
、
富
士

野
美
幸
、
福
田
名

菜
、
原
澤
桃
花
、

野
澤
樹
季
、
齋
喜
璃
音
、
白
井

紗
那
、
井
上
陽
南
︵
敬
称
略
︶

以
上
19
人
。

　
林
茂
男
南
魚
沼
市
長
の
熱
い

志
の
下
、
祈
潟
県
南
魚
沼
市
の

中
学
・
高
校
生
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
に
派
遣
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
実
現
し
、
皆
様
を
お
迎
え
す

る
事
が
出
来
ま
し
て
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
新
潟
県
人
会
を
代
表
し

て
心
よ
り
歓
迎
致
し
ま
す
。

　
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
当
初
の
予

定
よ
り
遅
れ
ま
し
た
が
、
今
回

よ
う
や
く
実
現
す
る
事
が
出
来

て
、
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　
今
回
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
訪
問

で
受
け
た
で
あ
ろ
う
大
き
な
刺

激
を
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
活

か
し
て
、
故
郷
の
み
な
ら
ず
日

本
の
発
展
に
大
い
に
貢
献
出
来

る
国
際
人
に
な
っ
て
欲
し
い
と

念
願
し
て
い
ま
す
。
石
兼
公
博

国
連
大
使
、
並
び
に
森
美
樹
夫

大
使
に
深
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

Ｎ
Ｙ
新
潟
県
人
会
会
長
大
坪
賢
次

故
郷
と
日
本
の
発
展
に
貢
献
を

未
来
が
見
え
た

Ｎ
Ｙ
新
潟
県
人
会
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
歓
迎
会
︵
８

月
５
日
、
写
真
・
野
口
正
博
︶

新潟県南魚沼市から中高生 19 人来米

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
を
見
学
す
る
生
徒
た
ち
︵
８
月
５
日
、
撮
影
・
三
浦
良
一
︶

日本政府国連代表部に石兼公博国連大使を表敬訪問（８月４日）

NY 総領事の森美樹夫大使の歓迎会に出席（８月４日）

ワシントン DC と NY を訪問

故
郷
と
日
本
に
貢
献
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真
夏
の
日
曜
日
の
朝
七
時

頃
、
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
を
集

団
で
走
る
人
た
ち
が
い
た
。
週

末
は
こ
こ
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
マ

ラ
ソ
ン
大
会
に
参
加
す
る
人

が
、
一
緒
に
練
習
し
て
い
る
。

資
金
集
め
の
た
め
に
走
る
人
も

い
る
。
そ
の
日
の
参
加
者
は
二
、

三
千
人
だ
と
い
う
。

　
そ
れ
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る

団
体
が
﹁N

ew
 Y

ork R
oad 

R
unners

﹂
だ
。

　
自
分
た
ち
も
ラ
ン
ナ
ー
で
あ

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
た
ち

が
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
立
ち
、

拍
手
し
な
が
ら
声
を
か
け
る
。

　K
eep those legs m

ov-
ing. G

ood job.

　
足
を
動
か
し
続
け
て
。
そ
う

そ
う
。

　N
icely

 don
e. N

icely 
done. Y

ou got it.

　
い
い
よ
、
い
い
よ
。
そ
ん
な

感
じ
だ
。

　W
ay to go. W

ay to go. 
Y

ou’
re alm

ost there.

　
そ
の
調
子
、
そ
の
調
子
。
ゴ

ー
ル
は
目
の
前
だ
よ
。

　
ひ
と
り
じ
ゃ
辛
く
て
も
、
み

ん
な
で
走
れ
ば
が
ん
ば
れ
る
で

し
ょ
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
女
の
人
が

言
う
。

　
し
ば
ら
く
そ
こ
に
た
た
ず
ん

で
、
励
ま
し
の
声
に
耳
を
傾
け

て
い
た
。

　
さ
っ
き
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

女
性
が
、
私
に
声
を
か
け
る
。

　
ね
ぇ
、
あ
な
た
も
こ
こ
に
立

っ
て
る
ん
な
ら
、
一
緒
に
応
援

し
て
あ
げ
て
よ
。

セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
で
励
ま
す
人

エッセイ連載 40

岡
田 

光
世

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法

Title illustration Tadahiro Uesugi

　
だ
か
ら
私
も
、
一
緒
に
応
援

す
る
。

　Y
ou’

re getting there. 
G

reat job.

　
も
う
少
し
。
最
高
よ
。

　N
icely

 don
e. W

ay
 to 

go.　
い
い
わ
よ
。
そ
の
調
子
。

　
人
生
も
そ
う
だ
。
励
ま
し
続

け
て
く
れ
る
人
が
い
た
ら
、
が

ん
ば
れ
る
。

　
も
し
身
近
に
そ
う
い
う
人
が

い
な
く
て
も
、自
分
を
い
つ
も
、

励
ま
し
続
け
て
や
り
た
い
。

　W
ay

 to
 g

o
, M

itsy
. 

Y
ou’

re alm
ost there.

　
そ
の
調
子
だ
、
ミ
ッ
ツ
ィ
。

ゴ
ー
ル
は
目
の
前
よ
。

こ
の
エ
ッ
セ
イ
は
、
シ
リ
ー
ズ

第
９
弾
﹃
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
魔

法
は
終
わ
ら
な
い
﹄
に
収
録
さ

れ
て
い
ま
す
。

h
ttps://w

w
w

.am
azon

.
co.jp/dp/4167717220

　
昨
年
設
立
50
周
年
を
迎
え
た

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
美
術
家

協
会
︵
Ｊ
Ａ
Ａ
Ｎ
Ｙ
、
松
田
常

葉
会
長
︶
は
今
月
31
日
︵
木
︶

か
ら
９
月
14
日
︵
木
︶
ま
で
天

理
文
化
協
会
ギ
ャ
ラ
リ
ー
︵
西

13
丁
目
43
Ａ
番
地
︶
で
第
51
回

年
次
展
覧
会
を
開
催
す
る
。

　
出
品
作
家
は
、
阿
井
次
郎
、

青
柳
愛
子
、
藤
原
未
佳
子
、
古

川
文
香
レ
オ
ナ
ー
ト
、
佳
奈
ヘ

ン
デ
ル
、
林
幸
江
、
平
之
内
美

穂
、
石
田
純
一
郎
、
柏
木
文

子
、
越
光
桂
子
、
松
田
常
葉
、

三
浦
良
一
、
長
倉
一
美
、
小
野

田
昌
子
、
ロ
ス
郁
子
、
竹
下
宏
、

山
本
か
り
ん
、Y

U
K

A
K

O

、

遊
真
あ
つ
こ
の
現
会
員
と

２
０
２
０
年
に
亡
く
な
っ
た
名

誉
会
長
の 

飯
塚
国
雄
の
20
人
。

　
会
場
で
は
１
点
２
０
０
ド
ル

以
下
の
小
作
品
展
示
コ
ー
ナ
ー

も
設
け
る
。
収
益
金
︵
作
品
価

格
の
50
％
︶
は
、
東
日
本
大
震

災
被
災
者
支
援
の
基
金
に
寄
付

さ
れ
る
。
ま
た
、
優
秀
作
品
２

点
に
は
﹁
マ
ッ
ク
ス
・
ブ
レ
ッ

チ
ャ
ー
Ｊ
Ｒ
賞
﹂
と
﹁
末
村
敬

三
賞
﹂
の
２
賞
が
贈
ら
れ
る
。

　
入
場
無
料
。
開
廊
時
間
は
月

〜
木
曜
が
正
午
か
ら
午
後
６

時
、
土
曜
は
午
後
３
時
ま
で
。

金
・
日
・
レ
イ
バ
ー
デ
ー
は
休

廊
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
レ
セ
プ
シ

ョ
ン
は
９
月
１
日
︵
金
︶
午
後

６
時
か
ら
８
時
。
予
約
不
要
。

一
般
来
場
者
歓
迎
。
連
絡
先
は

Ｅ
メ
ー
ル JA

A
N

Y
office@

gm
ail.com

ま
で
。

51
回
年
次
展
覧
会

　
ソ
プ
ラ
ノ
の
中
川
直
子
と
市

川
純
子
︵
ピ
ア
ノ
︶
に
よ
る
﹁
ア

ー
ト
ソ
ン
グ
・
コ
ン
サ
ー
ト
﹂

が
９
月
10
日
︵
日
︶
午
後
２
時

か
ら
、
ク
リ
ア
ー
ラ
イ
ト
・
パ

フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
・
ス
ペ
ー
ス︵
東

46
丁
目
２
２
２
番
地
、
２
番
街

と
３
番
街
の
間
︶
に
て
開
催
さ

れ
る
。﹁
秋
と
月
﹂
の
歌
を
集

め
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
芸
大
の

美
術
科
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
・
コ
ン
サ
ー
ト
と
な
る
。
休

憩
時
間
に
は
﹃
墨
な
が
し
﹄
体

験
を
予
定
し
て
い
る
。

　
入
場
料
は
大
人
30
ド
ル
、
フ

ァ
ミ
リ
ー︵
大
人
２
人
と
子
供
︶

50
ド
ル
、
学
生
20
ド
ル
、
12
歳

以
下
は
無
料
。
問
い
合
わ
せ
は

Ｅ
メ
ー
ルthebricksnyc@

gm
ail.om

ま
で
。

中
川
直
子
と
市
川
純
子

ア
ー
ト
ソ
ン
グ
・
コ
ン
サ
ー
ト

　
レ
イ
バ
ー
デ
イ
・
ウ
ィ
ー

ク
エ
ン
ド
︵
９
月
１
日
〜
３

日
︶
に
バ
ー
ジ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
︵B

argem
usic 1W

ater 
Street, B

rooklyn

︶
に
て
開

催
さ
れ
る
現
代
音
楽
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
に
て
、
箏
・
三
味
線
奏

者
の
木
村
伶
香
能
が
、
一
柳

慧
作
曲
﹁
秋
の
連
歌
﹂︵
箏
・

歌
︶
を
演
奏
す
る
。
２
０
２
２

年
に
逝
去
し
た
作
曲
家
の
一
柳

慧
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
て
ジ

ョ
ン
・
ケ
ー
ジ
の
元
で
作
曲
を

学
ん
だ
後
、
欧
米
の
現
代
作
品

を
日
本
に
紹
介
、
日
本
の
現
代

音
楽
界
を
長
年
に
渡
り
リ
ー
ド

し
、
音
楽
文
化
の
普
及
に
努
め

た
。
こ
の
現
代
音
楽
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
は
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
橋

の
た
も
と
に
停
泊
し
た
船
が
コ

ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
に
な
っ
て
い

る
バ
ー
ジ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
に
て

開
催
さ
れ
、
プ
レ
ミ
ア
作
品
の

み
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
ロ
ウ

ワ
ー
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
を
眺
め
な

が
ら
音
楽
を
楽
し
め
る
船
上
コ

ン
サ
ー
ト
。
木
村
の
出
演
は
２

日
︵
土
︶
午
後
６
時
、３
日
︵
日
︶

午
後
４
時
か
ら
。

　

入

場

料

は

35

ド

ル
。

チ

ケ

ッ

ト
・

詳

細

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

トhttps://w
w

w
.

bargem
usic.org

を
参
照
。

木村伶香能
バージミュージック
９月 2 日と３日出演

今
月
31
日
か
ら
天
理
文
化
協
会
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催

来場者で賑わうオープニングレセプション（昨年）

Ｎ
Ｙ
日
本
人
美
術
家
協
会

https://www.waseda-ac.co.jp/abroad/school/newyork.html
https://www.bozubrooklyn.com/
https://www.amazon.co.jp/dp/4167717220
https://www.bargemusic.org
mailto:thebricksnyc@gmail.com
mailto:JAANYoffice@gmail.com
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
警
︵
Ｎ
Ｙ

Ｐ
Ｄ
︶
は
８
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
地
下
鉄
Ｆ
線
車
内
で
今
月

４
日
、
ネ
バ
ダ
州
か
ら
来
た
韓

国
系
ア
ジ
ア
系
４
人
家
族
に
暴

言
を
吐
き
、
暴
力
を
振
る
っ
た

16
歳
の
女
性
を
逮
捕
し
た
と
発

表
し
、
写
真
を
公
開
し
た
。
人

種
差
別
を
取
り
締
ま
る
Ｎ
Ｙ
Ｐ

Ｄ
憎
悪
犯
罪
班
が
取
り
調
べ
を

行
っ
て
い
る
。

　
目
撃
者
に
よ
る
と
、
今
月
３

日
午
後
８
時
頃
、
電
車
が
西
4

丁
目
駅
に
近
付
い
た
時
、
ア
ジ

ア
系
の
家
族
の
向
か
い
側
に
座

っ
て
い
た
10
代
の
少
女
３
人
が

彼
ら
に
向
か
っ
て
指
差
し
な
が

ら
暴
言
を
吐
き
、
そ
の
う
ち
の

１
人
が
51
歳
の
母
親
の
髪
を
引

っ
張
っ
た
り
、
繰
り
返
し
殴
っ

た
り
、
差
別
的
な
言
葉
を
浴
び

せ
た
。
ア
ジ
ア
系
夫
婦
に
は
11

歳
の
双
子
の
娘
が
同
行
し
て
い

た
が
、 

荒
い
表
現
が
続
く
と
、

夫
は
﹁
も
う
少
し
良
い
表
現
を

使
っ
て
く
れ
な
い
か
﹂
と
自
制

を
求
め
た
が
、
少
女
た
ち
は
む

地
下
鉄
で
ア
ジ
ア
系
に
暴
行

黒
人
の
女
性
容
疑
者
を
逮
捕

し
ろ
攻
撃
的
な
態
度
で
脅
し
を

か
け
た
。
逮
捕
さ
れ
た
16
歳
の

女
性
は
、
そ
の
様
子
を
携
帯
電

話
で
撮
影
し
て
い
た
乗
客
の
ジ

ョ
ア
ン
ナ
・
リ
ン
さ
ん
に
も
殴

る
蹴
る
な
ど
の
暴
行
を
加
え
て

負
傷
さ
せ
た
。
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

ー
が
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
を
襲
っ

た
最
近
の
ト
レ
ン
ド
の
一
例
と

も
取
れ
る
。

　
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
は
誰
が
誰
を
襲
う
の
か
に
関

す
る
詳
細
も
発
表
し
て
い
る

が
、
ア
ジ
ア
系
を
襲
う
の
は
誰

か
の
年
間
統
計
を
見
る
と
、
コ

ロ
ナ
禍
の
２
０
２
０
年
か
ら
急

激
に
２
桁
の
増
加
率
が
見
ら

れ
、
さ
ら
に
同
年
以
降
は
白
人

よ
り
も
黒
人
や
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク

系
に
よ
る
反
ア
ジ
ア
系
憎
悪
犯

罪
が
急
増
し
て
い
る
。
︵
ワ
イ

ン
ス
タ
イ
ン
今
井
絹
江
︶

  

大
麻
由
来
の
カ
ン
ナ
ビ
ジ
オ

ー
ル
︵
Ｃ
Ｂ
Ｄ
︶
製
品
や
健
康

に
関
す
る
最
新
情
報
を
提
供
す

る
カ
ン
ナ
ビ
ジ
オ
ー
ル
・
メ
デ

ィ
カ
ル
・
ニ
ュ
ー
ス
︵
Ｃ
Ｆ

Ａ
Ｈ
︶
は
こ
の
ほ
ど
、
世
界

１
４
０
都
市
の
大
麻
の
平
均
価

格
を
比
較
し
た
﹁
２
０
２
３
年

度
カ
ン
ナ
ビ
ス
・
プ
ラ
イ
ス
・

イ
ン
デ
ッ
ク
ス
﹂
を
公
表
し
、

Ｎ
Ｙ
市
は
大
麻
消
費
量
が
最
も

多
い
都
市
で
あ
る
と
伝
え
た
。 

　
Ｎ
Ｙ
州
は
21
年
に
、
マ
リ
フ

ァ
ナ
は
３
オ
ン
ス
ま
で
、
液
状

の
チ
ン
キ
や
オ
イ
ル
な
ど
に
使

わ
れ
る
濃
縮
物
の
場
合
は
24
グ

ラ
ム
ま
で
、
21
歳
以
上
の
大
麻

所
持
、
使
用
、
購
入
、
輸
送
を

合
法
化
し
た
。
ま
た
同
州
は
今

春
、
Ｎ
Ｙ
市
内
で
は
53
件
以
上

の
嗜
好
用
大
麻
の
販
売
許
可
申

請
を
認
可
し
た
。
同
調
査
結

果
の
年
間
平
均
消
費
量
ラ
ン

キ
ン
グ
で
は
、
１
位
の
Ｎ
Ｙ

市
は
62
・
3
メ
ー
ト
ル
ト
ン

︵
６
万
２
３
０
０
キ
ロ
︶
で
、

国
内
2
位
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
35

メ
ー
ト
ル
ト
ン
の
倍
近
く
に
相

当
す
る
。
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
で
は

合
法
・
非
合
法
も
含
め
堂
々
と

看
板
を
出
し
て
大
麻
を
販
売
し

て
い
る
。

　
総
合
ラ
ン
キ
ン
グ
上
位
10
位

は
２
位
シ
ド
ニ
ー
︵
違
法
︶、

３
位
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
︵
合
法
︶、

４
位
シ
カ
ゴ
︵
合
法
︶、
５
位

ロ
ー
マ
︵
違
法
︶、
６
位
ヒ
ュ

ー
ス
ト
ン
︵
一
部
合
法
︶、
７

位
ト
ロ
ン
ト
︵
合
法
︶、
８
位

東
京︵
違
法
︶、９
位
プ
ラ
ハ︵
違

法
︶、10
位
ウ
ィ
ー
ン︵
違
法
︶。 

　
価
格
に
関
し
て
は
違
法
の
東

京
が
最
も
高
く
、
１
グ
ラ
ム
当

た
り
33
・
８
ド
ル
、
次
い
で
２

位
ダ
ブ
リ
ン
︵
違
法
︶、
３
位

エ
ス
ト
ニ
ア
首
都
タ
リ
ン
︵
合

法
︶、
４
位
イ
ス
ラ
エ
ル
の
リ

シ
ョ
ン
・
レ
ジ
オ
ン
︵
合
法
︶、

５
位
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
ス
タ
バ
ン

ゲ
ル
と
な
っ
て
い
る
。
米
国
内

で
最
も
高
い
の
は
ワ
シ
ン
ト
ン

Ｄ
Ｃ
の
19
・
1
ド
ル
で
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
市
は
12
・
5
ド
ル
で

４
位
だ
っ
た
。

大
麻
ま
ん
延

消
費
量
急
増

Ｎ
Ｙ
市
合
法
化
で
世
界
一

価格比較
違法の東京１位

■ ハ ワ イ・ コ ミ ュ ニ テ ィ ー 財 団（Hawaii Community 
Foundation）ハワイ州のグリーン知事室が設立した基
金。災害への備え、対応、復興資源を提供する。www.ha-
waiicommunityfoundation.org/maui-strong
■ハワイ赤十字社（American Red Cross of Hawaii）山
火事の避難民が情報を得たり、温かい食事を食べたり、携帯
電話を充電したり、救援物資を受け取ったり、医療サービス
を受けたりできる安全な避難所を見つけるのを支援。www.
redcross.org/local/hawaii
■米国赤十字社（American Red Cross）マウイ島で火災の
被害を受けた人々を救援中。redcross.org にアクセスするか

（Get Help から Disaster Relief & Recovery Services に入
る）、1-800-RED-CROSS (800-733-2767) に電話するか、
90999 に REDCROSS という文字をテキスト メッセージで
送信して、10 ドルの寄付ができる。www.redcross.org
■アロハ・ユナイテッド・ウェイ（Aloha United Way）ア
ロハ・ユナイテッド・ウェイの本部はホノルルにある。被災
者に寄付を直接届けるために Maui Fire Relief Fund を立ち
上げた。www.auw.org
■ピースウィンズ・アメリカ（Peace Winds America）/
■ピースウィンズ・ジャパン（Peace Winds Japan）世界
中の自然災害や人為的危機に対応する日本と米国の専門知識
を持つ国際ＮＧＯ。日本での寄付は readyfor.jp まで。
peacewindsamerica.org
■アメリケアズ（Americares）マウイ島の山火事に対する
寄付を受け付けている。www.americares.org
■フィーディング・アメリカ（Feeding America）食料支
援で知られる団体。ハワイ山火事災害救援の寄付活動も行
なっている。give.feedingamerica.org/a/hawaii-wildfires
■救世軍（The Salvation Army）ハワイ・太平洋支部が寄
付受付中。hawaii.salvationarmy.org
■マウイ・フード・バンク（The Maui Food Bank）１ドル
を寄付するごとに避難地域住民に４食分の食事を提供できる
と述べている。　mauifoodbank.org/donate。
■ワールドセントラルキッチン（World Central Kitchen）
マウイ島の地元パートナーと協力し避難者や救急隊員に切望
されている食事を届けている。wck.org
■マウイ動物愛護協会（Maui Humane Society）避難した
犬や猫などのペットの治療、餌やり、世話。www.mauihu-
manesociety.org
　

岸
田
首
相
と
林
外
務
大
臣

米
国
に
お
見
舞
い
電
報

　
岸
田
首
相
は
12
日
、
ハ
ワ
イ

州
が
山
火
事
に
よ
り
甚
大
な
被

害
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
を
受

け
、
バ
イ
デ
ン
大
統
領
に
対
し

お
見
舞
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送

っ
た
。
ま
た
林
外
務
大
臣
も
ブ

リ
ン
ケ
ン
国
務
長
官
と
ジ
ョ
ッ

シ
ュ
・
グ
リ
ー
ン
・
ハ
ワ
イ
州

知
事
に
お
見
舞
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
送
っ
た
。

　
岸
田
首
相
の
バ
イ
デ
ン
大
統

領
に
宛
て
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
次

の
通
り
。﹁
今
般
、
山
火
事
が

ハ
ワ
イ
に
も
た
ら
し
た
甚
大
な

被
害
に
関
し
、
米
国
国
民
及
び

米
国
政
府
に
対
し
て
心
か
ら
お

見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
一

刻
も
早
く
火
災
が
収
ま
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。
犠
牲
に
な

ら
れ
た
方
々
の
御
冥
福
と
被
災

地
の
一
日
も
早
い
復
興
を
心
か

ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
﹂︵
外

務
省
12
日
︶

ラハイナ浄土院の釣鐘堂も焼失

無
許
可
の
大
麻
販
売
店
が
並
ぶ
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

Ｎ
Ｙ
日
系
社
会
も
相
次
ぎ

ハ
ワ
イ
支
援
に
乗
り
出
す

ハワイ・マウイ島火災の主な支援・寄付先
　
ハ
ワ
イ
の
火
災
被
害
を
受
け

て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
日
本
人
・

日
系
社
会
も
動
き
始
め
た
。
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
進
出
す
る
日
系

企
業
２
８
６
社
で
構
成
す
る
Ｎ

Ｙ
日
本
商
工
会
議
所
︵
Ｊ
Ｃ
Ｃ

Ｉ
、
和
田
知
徳
会
頭
／
米
州
住

友
商
事
会
社
社
長
・
Ｃ
Ｅ
Ｏ
︶、

Ｊ
Ｃ
Ｃ
フ
ァ
ン
ド
︵
上
野
佐
有

理
事
長
／
米
国
三
井
物
産 

株

式
会
社
社
長
︶、
日
本
ク
ラ
ブ

︵
河
手 

哲
雄
会
長
／
北
米
三
菱

商
事
会
社
社
長
︶
の
３
団
体
の

代
表
が 

15
日
協
議
し
、
会
員

各
社
に
呼
び
か
け
て
、
ま
と
ま

っ
た
金
額
を
赤
十
字
経
由
で
被

災
地
へ
届
け
る
こ
と
を
決
め

た
。

　
今
回
は
実
際
の
お
金
の
受
け

渡
し
は
５
０
１
・
ｃ
・
３
の
チ

ャ
リ
タ
ブ
ル
な
団
体
で
あ
る
Ｊ

Ｃ
Ｃ
フ
ァ
ン
ド
を
通
じ
て
行

う
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
日
系
企

業
を
中
心
と
す
る
団
体
が
団
結

し
て
寄
付
支
援
活
動
を
す
る
の

は
、
昨
年
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
市
民

団
へ
の
支
援
以
来
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会

︵
Ｊ
Ａ
Ａ
、
佐
藤
貢
司
会
長
︶

も
15
日
、
ス
ー
ザ
ン
・
大
沼
元

日
系
人
会
会
長
と
協
議
し
、
募

金
活
動
を
始
め
る
こ
と
を
決
め

た
。
寄
付
先
は
現
在
調
査
を
進

め
て
い
る
と
こr

で
、
正
式
に

は
来
週
中
に
発
表
す
る
見
通
し

と
な
っ
た
。

　
Ｊ
Ａ
Ａ
の
野
田
美
知
代
事
務

局
長
は
﹁
１
８
６
８
年
に
初
め

て
ハ
ワ
イ
に
移
民
し
た
方
々
を

G
A

N
M

E
N

N
M

O
N

O

︵
元
年

者
︶
と
言
い
ま
す
が
、
そ
の
方

た
ち
が
建
て
た
お
寺
が
、
焼
け

て
い
る
の
を
見
て
、
悲
し
く
な

り
ま
し
た
﹂
と
話
し
て
い
る
。

楽しい

 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版

 www.nyseikatsu.com

http://www.919usa.com
mailto:kisotanaka@kisotanaka.com
mailto:info@bcnetwork.org
http://www.Jhelp.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.ha-waiicommunityfoundation.org/maui-strong
http://www.ha-waiicommunityfoundation.org/maui-strong
http://www.ha-waiicommunityfoundation.org/maui-strong
http://www.redcross.org/local/hawaii
http://www.redcross.org/local/hawaii
http://www.redcross.org
http://www.auw.org
http://www.americares.org
http://www.mauihu-manesociety.org
http://www.mauihu-manesociety.org
http://www.mauihu-manesociety.org
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
hawaii.salvationarmy.org
mauifoodbank.org/donate
peacewindsamerica.org
give.feedingamerica.org/a/hawaii-wildfires
wck.org


(5)　　 ［社　会］　　 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU 2023 年（令和 5 年）8 月19 日（土）

Ｎ
Ｙ
の
大
西
洋
沿
岸

遊
泳
者
の
被
害
相
次
ぐ

サメで夏の海危険

　
市
内
ク
イ
ー
ン
ズ
区
に
あ
る

ロ
ッ
カ
ウ
ェ
イ
ビ
ー
チ
で
７
日

午
後
、
ひ
と
り
で
泳
い
で
い
た

65
歳
の
女
性
が
サ
メ
に
襲
わ
れ

る
事
故
が
あ
っ
た
。タ
チ
ア
ナ
・

コ
ル
ト
ゥ
ニ
ュ
ク
さ
ん︵
65
歳
︶

は
当
日
午
後
６
時
前
、
ビ
ー
チ

近
く
の
海
岸
を
泳
い
で
い
た
際

に
サ
メ
に
襲
わ
れ
、
左
足
の
膝

か
ら
上
を
噛
ま
れ
た
。
水
中
で

助
け
を
求
め
て
叫
ん
で
い
る
コ

ル
ト
ゥ
ニ
ュ
ク
さ
ん
に
ラ
イ
フ

ガ
ー
ド
が
気
づ
き
、
岸
に
引
き

上
げ
て
止
血
帯
を
巻
く
な
ど
の

応
急
処
置
を
施
し
た
。
そ
し
て

駆
け
つ
け
た
救
急
隊
に
よ
り
ジ

ャ
マ
イ
カ
病
院
に
搬
送
さ
れ
、

容
体
は
安
定
し
て
い
る
が
重
体

だ
と
い
う
。

　
調
書
で
は
﹁
女
性
の
足
の
20

パ
ウ
ン
ド︵
約
９
キ
ロ
グ
ラ
ム
︶

の
肉
を
失
っ
て
い
た
﹂
と
報
告

し
て
い
る
。
事
故
発
生
後
、
同

ビ
ー
チ
は
遊
泳
禁
止
と
な
り
、

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
捜
索
が
行
わ

れ
た
が
、
サ
メ
は
発
見
さ
れ
な

か
っ
た
。
被
害
者
の
脚
の
傷
に

あ
っ
た
歯
形
か
ら
、
オ
オ
メ
ジ

ロ
ザ
メ
か
ス
レ
ッ
シ
ャ
ー
シ
ャ

ー
ク
に
噛
ま
れ
た
可
能
性
が
あ

る
と
い
う
。

MTAの新アプリ
今年中に稼働へ

ライオンズクラブ通信
ニューヨーク日系ライオンズクラブでは

地域社会や世界への貢献のためさまざま

な活動しています。

■ ジャパンフェス夏祭りに参加

災害支援、地域コミュニティー支援向

けのファンドレイジングセールを開催

【日時】8月27日（日）

10:00am ~ 6:00pm          
【場所】マンハッタン・

イーストビレッジ

4th Ave (bet 9th & 11th St.)
【販売品目】昭和のレコード、

映画パンフ、お面、アニメ雑貨など

※販売ボランティアを若干名募集中

（どの時間帯でも可）

音楽、レトロ、アニメ好きの人歓迎

問い合せ：info@nyjalc.org

The New York
Japanese-American Lions Club

www.nyjalc.org

　
Ｎ
Ｙ
市
衛
生
局
は
７
月
31

日
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
や
デ
リ
バ

リ
ー
に
付
い
て
く
る
無
料
の
プ

ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
製
の
食
器
や
小

袋
の
調
味
料
の
提
供
を
禁
ず
る

法
令
を
施
行
し
た
。 

　
エ
リ
ッ
ク
・
ア
ダ
ム
ス
同
市

長
は
今
年
１
月
、
廃
棄
物
発
生

量
の
削
減
と
、
飲
食
店
の
不
必

要
な
経
費
削
減
を
目
的
に
、
同

法
案
﹁
ス
キ
ッ
プ
・
ザ
・
ス
タ

ッ
フ
﹂
を
承
認
し
た
。
プ
ラ
ス

テ
ィ
ッ
ク
製
の
フ
ォ
ー
ク
や
ス

プ
ー
ン
な
ど
の
食
器
類
、
箸
、

ナ
プ
キ
ン
、
ケ
チ
ャ
ッ
プ
や
油

な
ど
の
使
い
捨
て
の
調
味
料
が

対
象
で
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
の

飲
食
店
や
食
品
サ
ー
ビ
ス
業
者

は
、
注
文
時
に
敢
え
て
依
頼
が

な
い
限
り
、
こ
れ
ら
を
テ
イ
ク

ア
ウ
ト
や
デ
リ
バ
リ
ー
の
注
文

品
と
共
に
提
供
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
ス
シ
に
付
い
て
く
る

ガ
リ
も
、
小
袋
入
り
の
場
合
は

同
法
の
対
象
と
な
る
。
使
い
捨

て
の
食
器
や
調
味
料
を
希
望
す

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
用
食
器

調
味
料
の
提
供
禁
止
に

　
都
市
交
通
局
︵
Ｍ
Ｔ
Ａ
︶
は

８
日
、
地
下
鉄
や
バ
ス
、
各
鉄

道
の
時
刻
表
、
最
新
の
運
行
状

況
、
警
報
、
目
的
地
へ
の
推
奨

路
線
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
新
た
な
ア
プ
リ
を
発
表
し

た
。 

　
同
局
は
、
既
存
のM

Y
m

ta

に
代
わ
る
同
ア
プ
リ
を
ス
イ
ス

の
専
門
企
業
ア
ク
ソ
ン
・
バ
イ

ブ
社
と
共
同
開
発
し
て
お
り
、

現
在
は
試
験
運
用
中
だ
と
い

う
。ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
鉄
道
、

メ
ト
ロ
ノ
ー
ス
鉄
道
、PA

T
H

鉄
道
、
エ
ア
ト
レ
イ
ン
の
情
報

も
含
ま
れ
、
高
齢
者
や
身
障
者

の
た
め
の
相
乗
り
移
送
サ
ー
ビ

スA
ccess-A

-R
ide

の
予
約

や
、
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
や
エ
ス

カ
レ
ー
タ
の
停
止
状
況
も
知
る

こ
と
が
で
き
る
。同
ア
プ
リ
は
、

今
年
中
に
ア
ッ
プ
ル
の
ア
プ

リ
・
ス
ト
ア
と
グ
ー
グ
ル
・
プ

レ
イ
・
ス
ト
ア
で
入
手
可
能
に

な
る
。

ロングアイランドの海水浴場に赤信号

遊泳禁止の旗を立てるライフガード（ジョーンズビーチ海水浴場で）

足をサメに噛まれた被害者を救出

る
場
合
は
、
事
前
の
注
文
ア
プ

リ
や
デ
リ
バ
リ
ー
の
ア
プ
リ
で

要
請
で
き
る
が
、
店
舗
に
よ
っ

て
は
追
加
料
金
が
発
生
す
る
こ

と
も
あ
る
。 

　
同
市
衛
生
局
に
よ
る
と
、
未

使
用
や
不
要
の
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ

ク
製
の
食
器
ゴ
ミ
が
年
間
２
万

ト
ン
以
上
排
出
さ
れ
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
環
境
問
題
を
引
き
起

こ
す
処
理
場
や
焼
却
炉
で
廃
棄

さ
れ
て
い
る
。
同
市
衛
生
局

と
消
費
者
労
働
者
保
護
局
は

２
０
２
４
年
７
月
か
ら
、
同
法

違
反
の
取
り
締
ま
り
と
罰
金
刑

を
執
行
す
る
。
違
反
し
た
場
合

は
、
初
回
は
１
０
０
ド
ル
、
２

回
目
以
降
は
２
０
０
〜
３
０
０

ド
ル
の
罰
金
が
課
せ
ら
れ
る
。 

最新の運行状況を表示

ロングアイランドの大西洋沿岸で昨年と今年サメに襲われる事件が相次いでいる（地元テレビから）

http://myriverside.net/home
https://www.maxjob.com/
http://www.nymitakai.com/
mailto:info@tsutech.com
https://www.hondag.com
mailto:info@nyjalc.org
http://www.nyjalc.org
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総
合
人
材
紹
介
・
派
遣
サ
ー

ビ
ス
事
業
を
全
米
で
展
開
す
る

ク
イ
ッ
ク
Ｕ
Ｓ
Ａ
︵Q

U
IC

K
 

U
SA

, Inc.

：
西
38
丁
目
８
番

地
８
０
２
号
、 

Ｃ
Ｅ
Ｏ
：
山
田

幸
生
、
東
証
プ
ラ
イ
ム
市
場
上

場
・
株
式
会
社
ク
イ
ッ
ク
の
連

結
子
会
社
︶
は
９
月
１
日
、
ジ

ョ
ー
ジ
ア
州
ア
ト
ラ
ン
タ
に
新

拠
点
を
開
設
す
る
。

　
新
た
に
オ
フ
ィ
ス
を
開
設
す

る
ア
ト
ラ
ン
タ
は
、
世
界
有
数

の
乗
客
数
及
び
離
発
着
数
を
誇

る
ア
ト
ラ
ン
タ
国
際
空
港
に
加

え
、
鉄
道
や
高
速
道
路
等
の
交

通
イ
ン
フ
ラ
の
良
さ
を
背
景

に
、
自
動
車
関
連
企
業
を
は
じ

め
と
す
る
製
造
業
、
物
流
、
金

融
、
Ｉ
Ｔ
関
連
の
企
業
等
が
集

積
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ア
ト

ラ
ン
タ
国
際
空
港
へ
は
日
本
か

ら
の
直
行
便
が
就
航
し
て
お

り
、
ア
ク
セ
ス
面
か
ら
も
日
系

企
業
が
進
出
し
や
す
い
環
境
で

あ
る
。
今
後
は
ア
ト
ラ
ン
タ
に

加
え
、
す
で
に
米
国
内
に
拠
点

を
構
え
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
、
ダ
ラ
ス
、
シ
カ

ゴ
、
オ
レ
ン
ジ
カ
ウ
ン
テ
ィ
、

さ
ら
に
メ
キ
シ
コ
で
事
業
を
展

開
す
るQ

U
IC

K
 G

LO
B

A
L-

M
E

X
IC

O
,S.A

. D
E

 C
.V

.

を

結
ぶ
、
北
中
米
で
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
活
か
し
、
現
地
日
系
企

業
の
人
材
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
力

を
さ
ら
に
高
め
る
。

　
ア
ト
ラ
ン
タ
オ
フ
ィ
ス
は
、

所
在
地
：303 Perim

eter 
C

en
ter N

 Ste. 300, A
t-

lanta, G
A

 30346

　

電

話

４
０
４
・
７
０
６
・
５
２
６
６ 

Ｅ
メ
ー
ルquickga@

919u-
sa.com

 

︵
代
表
︶

ク
イ
ッ
ク
Ｕ
Ｓ
Ａ

ア
ト
ラ
ン
タ
支
店
開
設

　
第
90
回
Ｎ
Ｙ
　
Ｍ
Ｂ
Ａ
の

会
﹁
ブ
ラ
ン
ド
保
護
〜
模
倣
品

対
策
の
観
点
か
ら
〜
﹂
が
25
日

︵
金
︶
午
後
８
時
か
ら
オ
ン
ラ

イ
ン
に
て
開
催
さ
れ
る
。

　
講
師
は
、
経
済
産
業
省
に
て

模
倣
品
対
策
に
従
事
し
、
ス
タ

ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
ア
ジ
ア
太
平

洋
研
究
セ
ン
タ
ー
に
て
模
倣
品

越本秀幸氏

久勇介弁護士

講
演
す
る
。
講
演
後
、
希
望
者

の
み
交
流
会
︵
自
己
紹
介
後
、

少
人
数
グ
ル
ー
プ
の
懇
親
会
︶

も
行
わ
れ
る
。

　
参
加
費
無
料
。
希
望
者
は
リ

ン
ク
か
ら
申
し
込
む
。
詳
細

は
Ｎ
Ｙ
　
Ｍ
Ｂ
Ａ
の
会
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ https://

w
w

w
.faceb

o
o

k
.co

m
/

nym
banokai/

を
参
照
。

模倣品対策
NY MBAの会25日に

申し込みリンク
https://us02web.zoom.us/meeting/register/tZMrfu-gqzwvG9VmzZ3GpNh574jKEgwDowGk

　
Ｎ
Ｙ
に
自
生
し
て
い
た
野
生

の
草
花
の
保
護
を
促
す
非
営
利

団
体
Ｎ
Ｙ
Ｃ
ワ
イ
ル
ド
フ
ラ
ワ

ー
・
ウ
ィ
ー
ク
は
現
在
、
好
き

な
野
生
の
花
の
投
票
を
公
募
し

て
お
り
、
最
も
投
票
が
多
か
っ

た
花
は
Ｎ
Ｙ
市
公
式
の
野
生
の

花
と
し
て
登
録
さ
れ
る
。 

　
毎
年
５
月
に
﹁
野
生
の
花
ウ

ィ
ー
ク
﹂
を
開
催
し
て
い
る
同

団
体
の
代
表
で
、
同
市
公
園
局

の
元
職
員
で
あ
る
植
物
学
者
の

マ
リ
エ
ル
・
ア
ン
ゼ
ロ
ー
ン
さ

ん
は
同
コ
ン
テ
ス
ト﹁
ボ
ー
ト
・

ワ
イ
ル
ド
フ
ラ
ワ
ー
Ｎ
Ｙ
Ｃ
﹂

の
意
図
に
つ
い
て
﹁
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
カ
ー
に
地
元
の
豊
か
な
自
然

に
気
付
き
、
緑
化
や
環
境
問
題

に
対
す
る
意
識
を
向
上
し
て
も

ら
い
た
い
。こ
れ
ら
の
植
物
は
、

新
鮮
な
空
気
や
受
粉
で
実
る
作

物
、
気
候
調
整
を
管
理
す
る
生

態
系
に
欠
か
せ
な
い
要
素
で
あ

る
こ
と
を
認
識
で
き
る
機
会
を

提
供
し
た
い
﹂と
話
し
て
い
る
。 

　
ア
ン
ゼ
ロ
ー
ン
さ
ん
は
同
市

内
の
各
区
で
活
動
す
る
団
体
の

協
力
を
得
て
、
同
コ
ン
テ
ス
ト

の
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
５
種
を
厳

選
し
た
。
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
・
ブ

リ
ッ
ジ
・
パ
ー
ク
選
出
は
﹁
カ

ナ
ダ
オ
ダ
マ
キ
﹂、
ス
タ
テ
ン

島
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
選
出
は
﹁
ピ

ン
ク
ス
タ
ー
・
ア
ゼ
レ
ア
﹂、

ブ
ロ
ン
ク
ス
の
Ｎ
Ｙ
植
物
園
選

出
は
﹁
ク
ロ
モ
ジ
﹂、
ク
イ
ー

ン
ズ
植
物
園
選
出
は
﹁
ジ
ャ
イ

ア
ン
ト
・
ヒ
マ
ワ
リ
﹂、
そ
し

て
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ザ
・
ハ
イ
・

ラ
イ
ン
選
は
﹁
ヤ
ナ
ギ
ト
ウ
ワ

タ
﹂。
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
の
５

種
の
野
草
の
花
の
詳
細
や
投
票

はw
ildflow

ernyc.org

を

参
照
す
る
。
11
月
７
日
ま
で
。

ア
ン
ゼ
ロ
ー
ン
さ
ん
は
投
票
結

果
を
Ｎ
Ｙ
市
議
会
に
報
告
し
、

公
式
の
野
生
の
花
の
申
請
を
行

う
。
ま
た
こ
の
活
動
が
、
生
物

多
様
性
に
対
す
る
よ
り
強
固
な

方
針
の
位
置
づ
け
に
繋
が
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
。

Ｎ
Ｙ
市
公
式
﹁
野
生
の
花
﹂ 
投
票
を
募
る

　
都
市
交
通
局
︵
Ｍ
Ｔ
Ａ
︶
は

７
月
19
日
、
バ
ス
と
地
下
鉄
の

運
賃
値
上
げ
を
可
決
し
た
。 

　
　
　

　
値
上
げ
は
２
０
１
５
年
以
降

初
で
、
レ
イ
バ
ー
デ
ー
前
の
８

月
20
日
に
施
行
さ
れ
る
。
メ
ト

ロ
カ
ー
ド
の
場
合
、
１
回
の
乗

車
は
15
セ
ン
ト
増
の
２
ド
ル
90

セ
ン
ト
、
７
日
間
乗
り
放
題
は

１
ド
ル
増
の
34
ド
ル
、
１
か
月

有
効
は
５
ド
ル
増
の
１
３
２
ド

ル
、
７
日
間
有
効
エ
ク
ス
プ
レ

ス
・
バ
ス
・
プ
ラ
ス
は
２
ド
ル

増
の
64
ド
ル
、
１
回
ず
つ
の
購

入
シ
ン
グ
ル
ラ
イ
ド
は
25
セ
ン

ト
増
の
３
ド
ル
25
セ
ン
ト
、
エ

ク
ス
プ
レ
ス
バ
ス
は
25
セ
ン
ト

増
の
７
ド
ル
と
な
る
。
シ
ニ
ア

料
金
や
割
引
料
金
は
変
わ
ら
な

い
。 

非
接
触
型
決
済
シ
ス
テ

ム
の
Ｏ
Ｍ
Ｎ
Ｙ
利
用
者
の
場
合

は
、
現
在
は
７
日
間
の
始
ま
り

が
月
曜
日
と
な
っ
て
い
る
が
、

最
初
に
同
シ
ス
テ
ム
に
タ
ッ
プ

し
た
曜
日
が
初
日
と
な
る
。
事

前
支
払
の
メ
ト
ロ
カ
ー
ド
と
異

な
り
Ｏ
Ｍ
Ｎ
Ｙ
は
、
１
週
間
に

34
ド
ル
分
乗
車
し
た
後
の
最
初

の
月
曜
〜
日
曜
の
７
日
間
は
乗

り
放
題
と
な
る
。 

　
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
鉄
道
と

メ
ト
ロ
ノ
ー
ス
鉄
道
︵
ハ
ド
ソ

ン
川
西
側
を
除
く
︶は
最
高
５
・

５
％
増
、
橋
や
ト
ン
ネ
ル
通
過

料
は
Ｅ
Ｚ
パ
ス
利
用
者
は
６
％

増
の
６
ド
ル
94
セ
ン
ト
、
ト
ー

ル
ズ
・
バ
イ
・
メ
ー
ル
︵
後
日

の
郵
便
通
知
払
い
︶
は
10
％
増

の
11
ド
ル
19
セ
ン
ト
と
な
る
。

地
下
鉄
と
バ
ス

運
賃
値
上
げ

20
日
か
ら
２
ド
ル
90
セ
ン
ト
に

 

　
グ
ッ
ゲ
ン
ハ
イ
ム
美
術
館

は
２
日
、
入
館
者
数
を
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
前
の
水
準
に
回
復
さ
せ

よ
う
と
苦
悩
す
る
国
内
の
多
く

の
文
化
施
設
同
様
に
、
入
館
料

を
最
高
20
％
︵
５
ド
ル
︶
値
上

げ
し
た
。 

　
同
美
術
館
の
値
上
げ
は
過
去

10
年
間
で
初
め
て
で
、
最
も
高

い
成
人
の
入
館
料
は
30
ド
ル
と

な
る
。
同
美
術
館
は
値
上
げ
の

理
由
と
し
て
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

以
降
の
入
場
者
数
の
減
少
や
ラ

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
高
騰
、
イ
ン

フ
レ
が
原
因
の
経
営
危
機
を

あ
げ
て
い
る
。
入
館
者
数
は

２
０
１
９
年
比
で
16
％
減
、
ス

ラ
ン
プ
に
陥
っ
た
今
年
６
月
は

26
％
減
だ
っ
た
。 

　
Ｎ
Ｙ
市
内
で
は
メ
ト
ロ
ポ
リ

タ
ン
美
術
館
は
昨
年
７
月
、
ホ

イ
ッ
ト
ニ
ー
美
術
館
は
先
月
す

で
に
値
上
げ
を
施
行
し
て
い

る
。メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
、

グ
ッ
ゲ
ン
ハ
イ
ム
美
術
館
は
共

に
﹁
ペ
イ
・
ア
ズ
・
ユ
ー
・
ウ

ィ
ッ
シ
ュ
︵
ご
希
望
の
料
金
︶﹂

シ
ス
テ
ム
を
継
続
し
て
い
る

が
、
前
者
は
Ｎ
Ｙ
州
在
住
者
及

び
Ｎ
Ｙ
、
Ｎ
Ｊ
、
Ｃ
Ｔ
州
の
学

生
、
後
者
は
土
曜
の
午
後
５
〜

８
時
に
限
定
し
て
い
る
。

グ
ッ
ゲ
ン
ハ
イ
ム
値
上
げ 

多
く
の
文
化
施
設
が
経
営
難 

楽しい

 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版

 www.nyseikatsu.com

対
策
に
つ
い
て
研
究
を
し
て
い

た
越
本
秀
幸
氏
と
、
同
省
に
て

模
倣
品
対
策
に
従
事
し
、
現

在
は
ア
メ
リ
カ
のG

am
m

a 
Law

に
勤
務
す
る
久
勇
介
弁

護
士
。
日
米
の
模
倣
品
対
策
の

政
策
上
の
違
い
や
、
実
務
上
の

課
題
、
さ
ら
に
は
近
年
問
題
と

な
っ
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
空
間
に

お
け
る
模
倣
品
対
策
に
つ
い
て

https://www.takenakapartners.com/
http://jaany.org/
mailto:quickga@919usa.com
https://us02web.zoom.us/meeting/register/tZMrfu-gqzwvG9VmzZ3GpNh574jKEgwDowGk
https://w
https://w
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
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２
０
２
４
年
の
昇
給
は

何
パ
ー
セ
ン
ト
か
？

クイック USA

144
　
昇
給
の
要
因
と
し
て
は
60
％

の
企
業
が
物
価
上
昇
を
挙
げ
て

い
る
。

︻
採
用
と
雇
用
維
持
に
関
わ
る

問
題
︼

　
51
％
の
企
業
が
従
業
員
の
採

用
と
維
持
が
困
難
だ
と
考
え
て

い
る
。
24
年
は
労
働
市
場
が
も

っ
と
採
用
し
や
す
く
な
る
だ
ろ

う
と
考
え
て
い
る
企
業
は
36
％

に
留
ま
っ
て
い
る
。

︻
現
金
報
酬
で
の
解
決
策
︼

　
50
％
は
報
酬
を
従
業
員
グ
ル

ー
プ
ご
と
に
レ
ビ
ュ
ー
し
て
い

る
。
そ
の
う
ち
28
％
は
実
際
に

報
酬
の
見
直
し
を
計
画
中
。

　
44
％
よ
り
高
い
報
酬
レ
ン
ジ

で
の
採
用
を
実
施
。

　
43
％
は
採
用
時
の
サ
ラ
リ
ー

レ
ン
ジ
自
体
を
上
方
修
正
。

　
42
％
は
全
従
業
員
の
サ
ラ
リ

ー
を
見
直
し
。

　
40
％
は
継
続
雇
用
等
の
ボ
ー

ナ
ス
を
用
意
。

︻
非
金
銭
的
な
解
決
策
︼

■

Ｄ

Ｅ

Ｉ
︵D

iversity, 
E

quity, Inclusion=

多

様

性
、
公
平
性
、
包
括
性
︶

　
59
％
は
Ｄ
Ｅ
Ｉ
の
拡
大
を
計

画
中
。
う
ち
25
％
は
実
際
に
Ｄ

Ｅ
Ｉ
の
拡
大
を
実
施
中
。

■
職
場
環
境
やE

xperience

︵
仕
事
を
通
じ
た
経
験
・
ス
キ

ル
の
習
得
︶

　
58
％
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ワ

ー
ク
等
の
柔
軟
な
職
場
環
境

を
提
供
。
46
％
は
従
業
員
の

E
xperience

を
充
実
す
る
こ

と
を
検
討
。
う
ち
41
％
は
実
際

に
従
業
員
のE

xperience

の

充
実
す
る
こ
と
を
実
践
中
。

■
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
や
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
へ
の
投
資

　
36
％
は
医
療
保
険
等
の
ベ
ネ

フ
ィ
ッ
ト
改
善
を
行
う
。

　
33
％
は
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
を
含

め
た
報
酬
シ
ス
テ
ム
を
見
直

し
。

　
43
％
は
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
を
含

め
た
ト
ー
タ
ル
報
酬
予
算
を
増

額
。
26
％
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

提
供
。

 

︻
コ
メ
ン
ト
︼

▼Pay T
ransparency

の

法
律
は
21
の
州
に
て
何
ら
か
の

形
で
報
酬
レ
ン
ジ
の
公
開
を
義

務
づ
け
て
い
る
。
現
金
報
酬
で

の
解
決
策
と
し
て
報
酬
レ
ン
ジ

の
見
直
し
等
の
施
策
が
多
く

検
討
さ
れ
て
い
る
背
景
に
は

Pay T
ransparency

の

法

律
の
拡
大
も
一
つ
の
牽
引
力
に

な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

h
ttp

s://w
w

w
.sh

rm
.

org/resourcesandtools/
h

r
-to

p
ic

s
/

ta
le

n
t-

acquisition/pages/state-
pay-equity-law

s.aspx
 

▼
Ｄ
Ｅ
Ｉ
に
よ
る
施
策
で
従

業
員
の
採
用
や
維
持
に
つ
な
げ

よ
う
と
す
る
長
期
的
な
視
点
で

の
施
策
も
目
立
っ
て
い
る
の
は

特
徴
的
だ
と
思
わ
れ
る
。

 

▼E
xperience

に
よ
っ
て

従
業
員
自
身
の
成
長
を
促
す
仕

組
み
を
創
っ
て
い
く
と
い
う
考

え
方
は
引
き
続
き
注
目
さ
れ
て

い
る
。

 

▼
報
酬
も
現
金
報
酬
だ
け
で

　
６
月
29
日
、
Ｗ
Ｔ
Ｗ
︵W

illis 
T

ow
ers W

atson

︶
の
調
査

が
発
表
さ
れ
、
２
０
２
４
年
の

各
企
業
の
昇
給
予
算
に
つ
い
て

の
結
果
も
発
表
さ
れ
た
。

▼
出
所
：

h
t

t
p

s
:/

/
w

w
w

.
w

tw
c

o
.c

o
m

/e
n

-u
s

/
n

e
w

s
/2

0
2

3
/0

6
/u

s
-

em
ploy

ers-an
ticipate-

2
0

2
4

-p
a

y
-ra

ise
s-to

-
rem

ain
-h

ig
h

-as-lab
or-

m
a

rk
e

t-ch
a

lle
n

g
e

s-
rem

ain-w
tw

-survey

︻
昇
給
予
算
︼

　
24
年
の
昇
給
予
算
は
４
％
と

い
う
数
字
で
あ
る
。
昨
年
の

4
・
4
％
に
比
較
す
る
と
減
少

し
て
い
る
も
の
の
21
年
の
３
・

１
％
と
比
較
す
る
と
引
き
続
き

高
い
値
を
示
し
て
い
る
。
各
企

業
の
動
向
を
み
て
も
70
％
の
企

業
が
昨
年
よ
り
も
昇
給
予
算
を

多
め
に
と
っ
て
い
る
と
い
う
。

︻
昇
給
の
背
景
︼

 

米
語
ウ
ォ
ッ
チ
が
単
行
本
に
＝
旦
英
夫
氏
著
﹃
米
語
で
ウ
ォ
ッ

チ
：
日
本
か
ら
は
見
え
な
い
ア
メ
リ
カ
の
真
実
﹄
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

刊
は
、
ア
マ
ゾ
ン
及
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
紀
伊
國
屋
で
好
評
販
売
中
。

　ニューヨークで貿易に携わっているビジネスマンとの会議の中で、一部のアメリカ企業が
Offshoring を見直し、Friendshoring を検討していることが話題になりました。Offshoring
は沖合を意味する Offshore を元にしていますが、Off は「離れた」、Shore は「地方や国」と
いう意味もあり、自社の機能の一部を外国に置くことを指します。そして Friendshoring は、
Off を Friend に置き換えた表現で、信頼できる友好国に機能を移すことを意味します。

　アメリカ政府は中国を念頭に、サプライチェーンのリスクを減らすことを政策としています。中国との政治的・
地政学的な緊張、知的所有権をめぐる懸念、加えて新疆ウイグル地域での人権問題などがその背景にあります。そ
れに伴い、中国に過度に依存した Offshoring のリスクを軽減するため、米企業は Onshoring（機能を当初から米
国に置く）、 Reshoring（米国に戻す）や Nearshoring（カナダやメキシコなど近接する国々に置く）、そしてこの
延長上にある Friendshoring を検討しているのです。
　そうは言っても、Friendshoring は簡単なことではありません。まず、中国などコストが低い国での Offshoring
を停止することによる費用の増加。また、どの国を友好国と定義するのかは難しく、場合によっては想定できない
敵を作るリスクもあります。当然、中国からの報復的な措置も心配されます。アメリカの政府・産業界で論議され
ている Friendshoring、Nearshoring や Reshoring は日本のビジネスにも大きい影響があるのは間違いなく、我々
はこれらの論議の行方に最大の関心を持つ必要があるでしょう。                     （旦　英夫　ニューヨーク州弁護士）

Friendshoring  友好国に機能を移すこと
 米 語
Watch

 【256】

な
く
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
も
含
め
た

総
合
報
酬
政
策
を
検
討
す
る
動

き
が
更
に
広
が
っ
て
い
る
。
コ

ロ
ナ
禍
で
医
療
保
険
・
リ
モ
ー

ト
診
療
等
、
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
の

充
実
へ
の
注
目
度
は
大
き
く
上

が
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

 

︻U
ncertainty

︼

　
総
じ
て
、
不
透
明
な
環
境
の

中
、
経
済
的
に
も
リ
セ
ッ
シ
ョ

ン
が
予
想
さ
れ
、
テ
ッ
ク
系
を

中
心
に
大
量
レ
イ
オ
フ
が
行
わ

れ
て
い
る
一
方
で
、
人
材
採
用

の
困
難
さ
は
継
続
し
て
い
る
。

イ
ン
フ
レ
の
中
で
昇
給
圧
力
が

大
き
く
な
る
も
の
の
、
昇
給
原

資
を
支
え
る
ビ
ジ
ネ
ス
の
不
透

明
さ
が
増
し
て
い
る
。
ま
さ
に

不
透
明(U

ncertainty)

さ
の

中
で
Ｈ
Ｒ
が
奮
闘
し
て
い
る
姿

が
見
え
て
く
る
調
査
と
言
え
よ

う
。

 

山
口 

憲
和

M
B

A
, S

H
R

M
-S

C
P

　

Philosophy LLC 
代
表

www.919usa.com

の
ブ
ラ
ン
ド
数
千
社
が
集
ま
る

北
米
最
大
規
模
の
ギ
フ
ト
展
示

会
﹁
Ｎ
Ｙ
Ｎ
Ｏ
Ｗ
﹂
が
行
わ
れ

た
。
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
伝
統
工

芸
品
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
日
本
企

業
も
複
数
出
店
。
そ
の
中
で
注

目
を
集
め
た
の
が
４
０
０
年
の

歴
史
を
も
つ
日
本
香
堂
の
お

香
。
自
然
の
原
石
や
樹
の
香
が

人
の
心
を
癒
す
と
し
て
米
国
で

人
気
上
昇
中
だ
。

　
伝
統
メ
ー
カ
ー
日
本
香
堂

は
、
人
種
も
国
籍
も
関
係
な
く

﹁
す
べ
て
の
人
に
安
ら
ぎ
の
香

り
を
﹂
が
コ
ン
セ
プ
ト
で
フ
レ

グ
ラ
ン
ス
・
ジ
ャ
ー
ニ
ー
︵
香

り
の
旅
︶
を
世
界
の
人
に
楽
し

ん
で
欲
し
い
と
ブ
ー
ス
担
当
者

は
語
る
。

　
原
料
は
樹
木
の
皮
や
鉱
石
。

産
地
は
イ
ン
ド
、
ラ
オ
ス
な
ど

の
ア
ジ
ア
森
林
の
樹
肌
や
、
ス

ー
ダ
ン
、
エ
チ
オ
ピ
ア
な
ど
の

原
生
林
や
葉
、
チ
リ
︵
鉱
石
︶

や
フ
ラ
ン
ス︵
花
の
種
︶な
ど
。
　

　
日
本
香
堂
で
は
５
つ
の
品
質

保
持
を
研
究
し
、
安
全
基
準
が

　
ジ
ェ
イ
コ
ブ
・
ジ
ャ
ビ
ッ
ツ
・

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー

で
13
日
か
ら
16
日
ま
で
、
世
界

ギフト展ＮＹＮＯＷで注目

存
在
し
な
か
っ
た
香
作
り
を
世

界
に
再
現
可
能
な
測
定
方
法
で

確
立
。
日
本
伝
統
文
化
を
大
切

に
し
な
が
ら
、
世
界
中
の
人
々

の
安
ら
ぎ
と
生
き
生
き
し
た
暮

ら
し
の
一
助
に
な
れ
ば
と
い

う
。

　
欧
米
の
香
水
と
の
違
い
は
、

欧
米
は
自
分
だ
け
の
特
別
な
香

り
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
が
、
日
本

の
お
香
は
部
屋
で
焚
く
の
で
、

匂
い
を
人
と
共
有
共
感
で
き
る

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　﹁
香
り
は
人
の
感
性
に
優
し

く
触
れ
な
が
ら
、
新
し
い
世
界

を
開
く
切
掛
け
に
も
な
る
。
優

雅
で
新
し
い
次
元
へ
の
ア
イ
テ

ム
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
好
ま

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
﹂
と

担
当
者
は
話
す
。

　

 

︵SDG
s

ラ
イ
タ
ー/

サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
古
市

裕
子
、
写
真
も
︶

日
本
伝
統
工
芸
も
ア
ピ
ー
ル

http://www.rostamilaw.com
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
https://michaeldunnlaw.com
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
http://rblpartners.com/
http://kkobo.com/
mailto:info.cts.office@gmail.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
https://www.wtwco.com/en-us/news/2023/06/us-employers-anticipate-2024-pay-raises-to-remain-high-as-labor-market-challenges-remain-wtw-survey
https://www.shrm.org/resourcesandtools/hr-topics/talent-acquisition/pages/state-pay-equity-laws.aspx
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サ
ー
モ
ン
ス
テ
ー
キ
と
ス

ぺ
イ
ン
生
ま
れ
の
ガ
ス
パ
ッ
チ

ョ
は
暑
い
夏
に
体
を
冷
や
し
て

く
れ
ま
す
！ 

ス
ペ
イ
ン
生
ま

れ
の
代
表
的
冷
た
い
ス
ー
プ
！
　

　
　
　

◆
作
り
方

①
鮭
の
切
り
身
に
味
付
け
し
、

オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
を
入
れ
て
あ

さ
り
も
強
火
で
３
〜
４
分
焼

く
。

②
Ｂ
の
材
料
を
全
部
ブ
レ
ン
ダ

ー
に
か
け
ジ
ュ
ー
ス
状
に
す

る
。

③
ス
ー
プ
皿
に
入
れ
て
ア
ル
グ

ラ
菜
で
飾
る

材料２人分 
Ａ
皮つき鮭切り身 ............................... ２枚
アルグラ菜 ..................................１２０g
Ｂ v-8 ジュース 8 oz .........................3 缶
キュウリ ........................................1/2 本
セロリ ............................................1/4 本　
玉ねぎ ...........................................大１本
トマト .............................................. １個

（皮むきダイス）各々小さく切りる
あさり .............................................. ２個
コリアンダー葉 ............................... ２本
ビネガー ...................................大サジ２
レモン .......................................小サジ１
白ワイン
必要に応じ水　大サジ２〜３杯で薄める
飾り付け
コリアンダー ................................... 少々

Poele salmon steak in Chilled  Gazpacho soup

サ
ー
モ
ン
ス
テ
ー
キ
と
冷
製
ガ
ス
パ
ッ
チ
ョ
野
菜

 

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
Ａ
Ｍ
Ａ

Ｎ
Ｅ
で
ミ
シ
ュ
ラ
ン
1
つ
星
を

獲
得
し
た
東
京
レ
ス
ト
ラ
ン
ツ

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
株
式
会
社
︵
渡

邉
仁
社
長
︶
が
、
和
食
の
素
晴

ら
し
さ
を
世
界
へ
発
信
す
る
た

め
、
新
た
な
和
食
レ
ス
ト
ラ

ン
﹁
Ｗ
Ａ
Ｎ
Ｏ
﹂︵
東
44
丁
目

２
４
５
番
地
︶
を
立
ち
上
げ
、

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　
世
界
の
流
行
発
信
地
で
あ
る

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
和
食
を
広
め

る
た
め
、﹁
和
の
魅
力
、
和
の

総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
は
、
実

業
家
・
美
食
家
で
レ
バ
レ
ッ
ジ

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
株
式
会
社

代
表
取
締
役
の
本
田
直
之
氏
。

　﹁
や
ま
幸
﹂
の
マ
グ
ロ
は
、

現
代
表
取
締
役
社
長
の
山
口
幸

隆
氏
が
築
地
仲
卸
の
一
番
頭
を

務
め
て
い
た
父
親
と
と
も
に 

１
９
８
２
年
創
業
し
た
マ
グ
ロ

専
門
仲
卸
。
日
本
の
数
々
の
高

級
寿
司
店
か
ら
引
く
手
あ
ま
た

で
、
マ
グ
ロ
に
関
し
て
日
本
で

最
高
峰
と
称
さ
れ
る
目
利
力
を

持
っ
て
お
り
、
一
本
一
本
異
な

る
マ
グ
ロ
の
特
徴
を
見
極
め
、

店
ご
と
に
適
し
た
マ
グ
ロ
を
選

定
し
て
い
る
。

　
今
月
１
日
に
開
催
さ
れ
た
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に

は
渡
邉
社
長
、
本
田
プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー
が
ホ
ス
ト
役
と
し
て
出

席
し
、
招
待
客
と
歓
談
し
た
。

ゲ
ス
ト
は
ミ
シ
ュ
ラ
ン
シ
ェ
フ

の
佐
藤
氏
が
最
高
の
マ
グ
ロ
を

最
高
の
酢
飯
と
最
高
の
ノ
リ
で

巻
い
た
﹁
突
先
﹂
を
味
わ
っ
た
。

　
開
店
時
間
は
ラ
ン
チ
が
火

曜
〜
金
曜
の
午
前
11
時
30
分

か
ら
午
後
２
時
、
デ
ィ
ナ
ー

が
火
曜
〜
土
曜
の
午
後
６

時

か

ら

10

時

30

分
。

電

話

２
１
２
・
９
８
６
・
２
８
０
０
。

　
日
米
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ー
ビ

ス
︵
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
︶
メ
イ
ン
オ

フ
ィ
ス
の
あ
る
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
の
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
・
オ
ー

ル
ダ
ー
・
ア
ダ
ル
ト
セ
ン
タ

ー
︵
ゴ
ー
ル
ド
通
り
１
０
０
番

地
︶
が
工
事
の
た
め
、
８
日
か

ら
１
〜
２
週
間
閉
鎖
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
期
間
に
対
面
で
の
手

伝
い
を
希
望
す
る
人
は
電
話

２
１
２
・
４
４
２
・
１
５
４
１

︵
内
線
１
番
︶、
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ルinfo@
jassi.org

ま

で

連

絡
す
る
。
14
日
︵
月
︶
に
開
催

予
定
の
シ
ニ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
メ

ン
バ
ー
向
け
対
面
茶
話
会
は
中

止
さ
れ
る
。
ま
た
、
毎
週
火
曜

午
後
１
時
30
分
か
ら
開
催
さ
れ

て
い
る
シ
ニ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
メ

ン
バ
ー
対
象
の
電
話
＆
オ
ン
ラ

イ
ン
茶
話
会
は
行
わ
れ
る
。
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

jassi.org/

を
参
照
。

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ

工
事
で
閉
鎖
中

和
の
魅
力
、
和
の
楽
し
さ

和
の
美
味
し
さ
を
伝
え
る

楽
し
さ
、
和
の
美
味
し
さ
﹂
を

体
現
。
日
本
一
の
マ
グ
ロ
の
目

利
き
と
称
さ
れ
る
﹁
や
ま
幸
﹂

の
マ
グ
ロ
を
ア
メ
リ
カ
で
最
も

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
に
体
験
で
き
る

ほ
か
、
銀
座
高
級
鮨
﹁
は
っ
こ

く
﹂
の
佐
藤
博
之
氏
監
修
の
メ

ニ
ュ
ー
の
数
々
が
味
わ
え
る
。

WANO
245 E44th St

New York, NY 10017
Tel 212-986-2800

wanonyc.com
 日曜定休　ランチ月〜金　

11:30~14:00
ディナー（月〜木）18:30 〜 22:30

土曜　18:00~22:30

開
店
披
露
に
出
席
し
た
渡
邉
社
長
︵
左
︶
と
本
田
氏

招
待
客
に
﹁
や
ま
幸
﹂
の
﹁
突
先
﹂
を
巻
い
て
サ
ー
ブ
す
る
ミ
シ
ュ
ラ
ン
シ
ェ
フ
の
佐
藤
氏

https://aantcinc.com/
https://www.sakagura.com/eastvillage
https://japanvillage.com/
https://artofhaiku.org/
https://hsart.com/
mailto:info@jassi.org
mailto:info@jassi.org
mailto:info@jassi.org
https://jassi.org/
https://jassi.org/
https://jassi.org/
wanonyc.com
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 ローカル
  スクランブル　

 Queens & LI

　
８
月
25
日
︵
金
︶ 

は
Ｎ
Ｙ
メ

ッ
ツ
の
本
拠
地
シ
テ
ィ
ー
フ
ィ

ー
ル
ド
に
て
、
千
賀
滉
大
選
手

と
大
谷
翔
平
選
手
が
そ
れ
ぞ
れ

所
属
す
る
Ｎ
Ｙ
メ
ッ
ツ
対
Ｌ
Ａ

エ
ン
ゼ
ル
ス
の
試
合
が
行
わ
れ

る
。
試
合
前
に
は
﹁
ジ
ャ
パ
ニ

ー
ズ
・
ヘ
リ
テ
ー
ジ
ナ
イ
ト
﹂

と
題
し
て
始
球
式
や
太
鼓
の
演

奏
、
メ
ッ
ツ
・
ス
ピ
リ
ッ
ト
・

ア
ワ
ー
ド
の
授
与
式
な
ど
日
米

交
流
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
る
。

ま
た
先
着
２
５
０
０
人
に
桜
の

デ
ザ
イ
ン
が
入
っ
た
キ
ャ
ッ
プ

が
無
料
配
布
さ
れ
る
。
始
球
式

で
は
昨
年
に
続
き
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
総
領
事
の
森
美
樹
夫
大
使

が
投
げ
、
捕
手
に
は
佐
藤
貢
司

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会
︵
Ｊ

Ａ
Ａ
︶
会
長
が
務
め
る
。

　﹁
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
ヘ
リ
テ

ー
ジ
・
ナ
イ
ト
﹂
は
、
Ｎ
Ｙ
日

系
人
会
、
Ｎ
Ｙ
日
本
商
工
会
議

所
、
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ

ー
、
米
日
カ
ウ
ン
シ
ル
、
全
米

日
系
人
博
物
館
が
、
Ｎ
Ｙ
メ
ッ

ツ
と
提
携
し
、
毎
年
開
催
し
て

　
バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
／
作
曲
家

の
川
井
郁
子
が
率
い
る
和
楽
器

と
西
洋
楽
器
の
混
合
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
﹁
響
︵
ひ
び
き
︶﹂
に
よ

る
初
の
海
外
公
演﹁
イ
ー
ス
ト
・

ミ
ー
ツ
・
ウ
エ
ス
ト
﹂
が
、
９

月
９
日
︵
土
︶
午
後
７
時
か
ら
、

コ
ロ
ン
バ
ス
サ
ー
ク
ル
に
あ
る

ジ
ャ
ズ
・
ア
ッ
ト
・
リ
ン
カ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
内
ロ
ー
ズ
ホ
ー
ル

︵
59
丁
目
と
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー

の
角
︶
で
開
催
さ
れ
る
︵
１
面

に
記
事
︶。
北
斎
の
浮
世
絵
や

桜
、
能
な
ど
、
最
新
の
映
像
技

術
︵
ホ
ロ
グ
ラ
ム
︶
を
駆
使
し

た
演
出
に
よ
り
、
音
楽
と
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
立
体
映
像
が
壮
大

な
ロ
マ
ン
を
演
出
す
る
コ
ン
サ

ー
ト
で
、
今
回
は
デ
ヴ
ィ
夫
人

と
観
賞
す
る
３
泊
５
日
の
パ
ッ

ケ
ー
ジ
も
販
売
さ
れ
て
い
る
。

料
金
は
１
室
２
人
利
用
・
ひ
と

り
２
４
０
０
ド
ル
。
料
金
に
含

ま
れ
る
の
は
Ｎ
Ｙ
ヒ
ル
ト
ン
・

ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
ホ
テ
ル
３
泊
分

︵
朝
食
３
回
付
︶、
ウ
ェ
ル
カ
ム

ラ
ン
チ
︵
デ
ヴ
ィ
夫
人
と
川
井

郁
子
さ
ん
同
席
︶、﹁
響
﹂
公
演

チ
ケ
ッ
ト
︵
Ｓ
席
︶、
打
ち
上

デ
ヴ
ィ
夫
人
も
応
援
ツ
ア
ー

川
井
郁
子
コ
ン
サ
ー
ト

げ
パ
ー
テ
ィ
参
加
費
用
。
問
い

合
わ
せ
・
申
し
込
み
は
旅
行
会

社
の
ア
ム
ネ
ッ
ト
︵https://

am
net-usa.com

/

︶
ま
で
。

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
に
活

動
す
る
ジ
ャ
ズ
シ
ン
ガ
ー
の
み

と
ゆ
か
が
、
９
月
20
日
︵
水
︶

午
後
７
時
か
ら
、
マ
ン
ハ
ッ
タ

９
月
リ
リ
ー
ス
予
定
の
ア
ル

バ
ム
﹁Love In T

he C
ity

﹂

か
ら
選
り
す
ぐ
っ
た
ジ
ャ
ズ
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲

を
演
奏
予
定
。
共
演
は
、
ジ
ャ

ズ
界
で
活
躍
す
る
ア
レ
ン
・
フ

ァ
ー
ナ
ム
︵
ピ
ア
ノ
︶、
ヴ
ィ

ン
セ
ン
ト
・
ハ
ー
リ
ン
グ
︵
サ

ッ
ク
ス
︶、
デ
ィ
ー
ン
・
ジ
ョ

ン
ソ
ン
︵
ベ
ー
ス
︶、
テ
ィ
ム
・

ホ
ー
ナ
ー
︵
ド
ラ
ム
︶。

　
み
と
は
Ｎ
Ｙ
を
拠
点
に
日
米

の
ジ
ャ
ズ
シ
ー
ン
で
ラ
イ
ブ
活

動
し
、
ジ
ャ
ズ
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

の
名
曲
を
中
心
に
、ボ
サ
ノ
バ
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
を
レ
パ
ー
ト
リ

ー
と
す
る
。
独
自
の
ア
レ
ン
ジ

と
温
か
く
力
強
い
歌
声
と
ス
キ

ャ
ッ
ト
に
定
評
が
あ
る
。

　
カ
バ
ー
チ
ャ
ー
ジ
20
ド
ル
＋

２
ド
リ
ン
ク
ミ
ニ
マ
ム
20
ド

ル
︵
現
金
の
み
︶。
予
約
・
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト w

w
w

.
donttellm

am
anyc.com

を

参
照
す
る
。

日本文化の夜
シティーフィールド

8月25日開催

い
る
イ
ベ
ン
ト
。

　
入
場
料
は
35
ド
ル
50
セ
ン

ト
〜
１
２
７
ド
ル

50
セ
ン

ト
。
チ
ケ
ッ
ト
は
専
用
サ
イ
ト

https://onl.bz/hw
w

Jenw

か
ら
購
入
で
き
る
。
会
場
は
地

下
鉄
７
番
線
﹁M

ets-W
illets 

Point

駅
﹂
で
下
車
、
目
の
前

に
球
場
が
見
え
る
。

   

テ
ニ
ス
の
世
界
４
大
大
会
の

ひ
と
つ
、
全
米
オ
ー
プ
ン
が
28

日
︵
月
︶
か
ら
９
月
10
日
︵
日
︶

ま
で
、
ク
イ
ー
ン
ズ
の
Ｕ
Ｓ
Ｔ

Ａ
ビ
リ
ー
・
ジ
ー
ン
・
キ
ン
グ
・

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
テ
ニ
ス
セ
ン
タ

ー
で
開
催
さ
れ
る
。

　
22
日
︵
火
︶
か
ら
27
日
︵
日
︶

に
は
、
テ
ニ
ス
関
連
イ
ベ
ン
ト

や
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
家
族
で

楽
し
め
る
無
料
︵
登
録
制
︶
の

﹁
フ
ァ
ン
・
ウ
イ
ー
ク
﹂
も
開

催
。
今
年
は
全
米
オ
ー
プ
ン
と

の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
45
周
年

を
記
念
し
、
ラ
ケ
ッ
ト
メ
ー
カ

ー
の
﹁
ウ
ィ
ル
ソ
ン
﹂
が
フ
ァ

ン
・
ウ
イ
ー
ク
期
間
中
に
１
万

本
の
ジ
ュ
ニ
ア
用
ラ
ケ
ッ
ト

を
無
料
配
布
す
る
。
要
事
前

登
録
。
登
録
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トhttps://w
w

w
.usopen.

o
rg

/e
n

_
U

S
/a

b
o

u
t/

w
ilson_junior_racquet_

giveaw
ay.htm

l

か
ら
。

　
23
日
︵
水
︶
は
カ
ル
ロ
ス
・

ア
ル
カ
ラ
ス
選
手
や
ジ
ョ
ン
・

マ
ッ
ケ
ン
ロ
ー
ら
が
エ
キ
シ
ビ

シ
ョ
ン
マ
ッ
チ
を
行
う
﹁
ス
タ

ー
ズ
・
オ
ブ
・
ジ
・
オ
ー
プ

ン
﹂
を
開
催
。
25
日
︵
金
︶
は

人
気
歌
手
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
・
ヤ

ト
ラ
の
コ
ン
サ
ー
ト
﹁
サ
ウ
ン

ズ
・
オ
ブ
・
ジ
・
オ
ー
プ
ン
﹂。

26
日
︵
土
︶
は
ノ
バ
ク
・
ジ
ョ

コ
ビ
ッ
チ
選
手
ら
が
登
場
す
る

﹁
ア
ー
サ
ー
・
ア
ッ
シ
ュ
・
キ

ッ
ズ
デ
ー
﹂と
盛
り
だ
く
さ
ん
。

　
会
場
は
地
下
鉄
７
番
線

﹁M
ets-W

illets Point

駅

﹂

で
下
車
し
、
メ
ッ
ツ
球
場
と
反

対
側
に
降
り
て
す
ぐ
。
チ
ケ
ッ

ト
発
売
中
。
詳
細
は
公
式
サ
イ

トhttps://w
w

w
.usopen.

org/

を
参
照
す
る
。

Ｕ
Ｓ
オ
ー
プ
ン
関
連
イ
ベ
ン
ト

　
加
茂
う
ら
ら
︵
佐
分
利
美

佳
︶
の
コ
ン
サ
ー
ト
﹁
マ
イ
・

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
・
ホ
ー
ム
・

Ｎ
Ｙ
＆
宝
塚
﹂
が
20
日
︵
日
︶

午
後
３
時
か
ら
、
ド
ン
ト
・

テ
ル
・
マ
マ
︵D

on't  T
ell 

M
am

a

：
西
46
丁
目
３
４
３

番
地
︶
に
て
開
催
さ
れ
る
。

　
加
茂
う
ら
ら
さ
ん
は
元
宝
塚

歌
劇
団
︵
74
期
生
︶。
16
歳
の

息
子
と
の
初
の
親
子
共
演
で
、

ゲ
ス
ト
に
は
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で
活
躍
す
る
ピ

ア
ニ
ス
ト
の
フ
ィ
ル
・
ホ
ー
ル

氏
を
招
き
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
曲

や
宝
塚
歌
劇
団
の
曲
、﹁
う
ら

ら
か
に
﹂
な
ど
を
披
露
す
る
。

　
カ
バ
ー
チ
ャ
ー
ジ
20
ド
ル

＋
２
ド
リ
ン
ク
ミ
ニ
マ
ム
20

ド
ル
︵
現
金
の
み
︶。
予
約

は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

don
ttellm

am
an

y
c.com

/

を
参
照
。

加茂うらら
宝塚の心歌う

20
日
ド
ン
ト
・

テ
ル
・
マ
マ

楽しい

 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版

 www.nyseikatsu.com

ン
の
老
舗
ク
ラ
ブD

on't T
ell 

M
am

a

︵
西
46
丁
目
３
４
３
番

地
︶
に
て
、
ア
ル
バ
ム
・
リ
リ

ー
ス
・
ラ
イ
ブ
を
開
催
す
る
。

ジ
ャ
ズ
歌
手
み
と
ゆ
か

ア
ル
バ
ム
・
リ
リ
ー
ス
記
念

９
月
20
日
ラ
イ
ブ

　
昨
年
の
日
米
野
球
交
流
１
５
０
周
年
イ
ベ
ン
ト
始
球

式
で
投
球
し
た
Ｎ
Ｙ
総
領
事
の
森
大
使
。
捕
手
は
、
元

メ
ッ
ツ
選
手
の
吉
井
理
人
さ
ん
が
務
め
た
︵
後
ろ
姿
︶

http://www.jwsny.org
tel:5168833046
http://ariyoshiny.com
tel:5168833500
https://japaneseschool.org
https://hanamarumart.us/
https://www.samuraimama.com/
https://amnet-usa.com/
http://www.donttellmamanyc.com
http://www.donttellmamanyc.com
http://www.donttellmamanyc.com
https://onl.bz/hwwJenw
https://onl.bz/hwwJenw
https://onl.bz/hwwJenw
https://onl.bz/hwwJenw
https://www.usopen
https://www.usopen
https://www.usopen
https://donttellmamanyc.com/
https://donttellmamanyc.com/
https://donttellmamanyc.com/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://www.usopen.org/en_US/about/wilson_junior_racquet_giveaway.html
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 BOOKS
　
﹁
好
き
こ
そ
も
の
の
上
手
な

れ
﹂
千
利
休
。
お
こ
が
ま
し
い

け
れ
ど
、
イ
タ
リ
ア
を
代
表
す

る
文
学
者
ダ
ン
テ
の
﹃
神
曲
﹄

に
倣
い
、
全
て
の
読
書
家
に
こ

の
言
葉
を
捧
げ
る
。

　
生
粋
の
イ
タ
リ
ア
ー
ナ
、
イ

ザ
ベ
ラ
・
デ
ィ
オ
ニ
シ
オ
さ
ん

の
日
本
文
学
批
評
の
あ
ま
り
の

舌
鋒
の
鋭
さ
に
、
え
、
こ
れ
全

部
日
本
語
で
書
い
た
ん
で
す

か
？
読
ん
だ
ん
で
す
か
？
と
舌

を
巻
く
。
ま
あ
、
び
っ
く
り
す

る
ほ
ど
日
本
文
学
に
詳
し
い
。

﹁
か
ぐ
や
姫
﹂
の
古
典
か
ら
近

現
代
文
学
ま
で
、
あ
り
と
あ
ら

ゆ
る
日
本
文
学
を
読
破
し
て
い

る
。
し
か
も
時
代
背
景
、
家
庭

環
境
、
作
者
が
引
き
起
こ
し
た

ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
ま
で
す
べ
て
調

べ
上
げ
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
彼
女
が
デ
ー
ト
し

た
い
文
豪
ナ
ン
バ
ー
・
ワ
ン
に

あ
げ
る
太
宰
治
。
太
宰
は
デ
ビ

ュ
ー
し
た
て
の
こ
ろ
、
記
念
す

べ
き
第
１
回
芥
川
賞
候
補
に
挙

が
っ
た
。
し
か
し
選
考
委
員
の

川
端
康
成
先
生
は
、
太
宰
の
才

能
は
認
め
つ
つ
も
﹁
目
下
の
生

活
に
厭
な
雲
が
あ
る
﹂
と
厳
し

く
批
判
し
、
受
賞
を
逃
し
た
。

そ
れ
を
聞
い
て
太
宰
は
大
い
に

怒
っ
た
。
川
端
大
先
生
に
﹁
こ

の
く
そ
ジ
ジ
イ
﹂
と
言
わ
ん
ば

か
り
の
﹃
川
端
康
成
へ
﹄
と
題

さ
れ
た
文
章
を
発
表
す
る
。
こ

こ
で
イ
ザ
ベ
ラ
さ
ん
は
一
度
笑

う
。
そ
ん
な
や
り
取
り
が
あ
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
翌
年
の

芥
川
賞
選
考
の
時
期
に
は
、
川

端
先
生
に
﹁
賞
を
下
さ
い
。
お

金
に
困
っ
て
る
ん
で
す
。
お
願

い
、
お
願
い
し
ま
す
﹂
の
手
紙

を
送
り
付
け
て
い
る
。
そ
れ
が

文
豪
の
直
筆
資
料
と
し
て
ガ
ラ

ス
ケ
ー
ス
の
中
で
公
開
展
示
さ

れ
て
い
る
の
だ
。
人
気
の
な
い

資
料
館
の
寒
々
し
い
部
屋
で
そ

れ
を
見
つ
け
た
イ
ザ
ベ
ラ
さ
ん

は
、
太
宰
の
女
々
し
さ
に
く
ら

く
ら
し
て
笑
っ
て
し
ま
う
。

　
次
に
森
鴎
外
﹃
舞
姫
﹄。
高

校
の
授
業
で
読
ま
さ
れ
た
女
子

は
全
員
心
の
中
で
絶
叫
し
た
だ

ろ
う
。
豊
太
郎
の
ご
都
合
主
義

的
な
身
勝
手
さ
。﹁
森
鴎
外
は

マ
ザ
コ
ン
﹂
な
ん
て
こ
と
を
テ

ス
ト
の
回
答
欄
に
書
い
た
な

ら
、
後
で
職
員
室
へ
来
る
よ
う

に
と
呼
び
出
し
を
く
ら
っ
て
し

ま
い
そ
う
だ
っ
た
け
れ
ど
、
鴎

外
の
没
後
、
彼
の
息
子
や
娘
た

ち
は
、
こ
ぞ
っ
て
﹃
父
親
と
し

て
の
森
鴎
外
﹄な
ど
と
暴
露
本
、

基
、回
想
録
を
上
梓
し
て
い
る
。

心
理
療
法
ま
が
い
の
回
想
録
を

片
手
に
鴎
外
の
作
品
を
読
み
進

め
る
と
、
よ
り
香
ば
し
く
鴎
外

の
人
物
像
が
浮
か
び
上
が
っ
て

く
る
。
そ
れ
で
こ
そ﹁
私
小
説
﹂

と
い
う
世
界
に
類
を
み
な
い
独

自
の
ジ
ャ
ン
ル
を
生
み
出
し
た

日
本
文
学
研
究
の
醍
醐
味
。
本

当
の
数
寄
者
。

　
文
豪
谷
崎
潤
一
郎
﹃
痴
人
の

愛
﹄
に
い
た
っ
て
は
、
谷
崎
が

現
代
語
訳
し
た
こ
と
の
あ
る
紫

式
部
﹃
源
氏
物
語
﹄
よ
り
も
、

藤
原
道
綱
母
﹃
蜻
蛉
日
記
﹄
を

意
識
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
、
古
典
文
学
ま
で
を
網
羅
す

る
知
識
を
も
っ
て
切
り
込
む
。

確
か
に
谷
崎
は
あ
れ
だ
け
の
美

し
い
文
章
の
訳
を
し
て
い
な
が

ら
、
い
か
に
京
都
人
は
意
地
が

悪
く
、
光
源
氏
の
よ
う
な
女
々

し
い
男
は
嫌
い
な
ど
と
、
京
都

出
身
の
秘
書
に
嫌
味
た
ら
し
く

言
っ
て
い
た
ら
し
い
。
そ
れ
も

ど
こ
ま
で
本
心
で
、
ご
趣
味
の

範
囲
だ
っ
た
の
か
。

　
イ
ザ
ベ
ラ
さ
ん
は
小
中
高
校

と
、
イ
タ
リ
ア
が
生
ん
だ
珠
玉

の
大
叙
事
詩
﹃
神
曲
﹄
を
じ
っ

く
り
と
読
ま
さ
れ
、
歴
史
、
文

化
、
修
辞
法
と
、
あ
り
と
あ
ら

ゆ
る
角
度
か
ら
文
学
を
読
み
込

む
素
地
を
築
い
て
い
る
。﹁
好

き
﹂
が
高
じ
て
日
本
文
学
オ
タ

ク
と
な
っ
た
わ
け
だ
が
、
我
々

に
は
な
ん
と
も
幸
運
な
こ
と

だ
。
ダ
ン
テ
は
﹃
地
獄
編
﹄
を

こ
の
一
文
で
締
め
く
く
る
。﹁
こ

の
門
を
く
ぐ
る
者
は
一
切
の
希

望
を
捨
て
よ
﹂。
腹
の
く
く
り

具
合
が
違
う
。

　
　
　
　（
フ
ェ
イ
ダ
ー
ち
え
）

イタリアン日文ガール
イザベラ・ディオニシオ・著

角川書店・刊

■キリエのうた（岩井俊二、文春文庫）住所不定の路上シ
ンガー、キリエは歌うことでしか声を出せない。マネー
ジャーを自称する謎多き女イッコ。その 2 人と数奇な絆で
結ばれた夏彦。別れと出逢いを繰り返しながら、それぞれ
の人生が交差する。「あの日」から 13 年の月日を経て岩井
俊二が辿り着いた、忘れられない物語。著者が監督する同
名音楽映画も今秋日本で公開。■ 80代現役医師夫婦の賢
食術（家森幸男、文春新書）日本人の「平均寿命」は世界
トップを誇る一方で、日常生活が元気に過ごせる「健康寿
命」はそれより約 10 年短いのが実情。過去 40 年にわた
り、世界 25 か国 61 地域の長寿・短命地域で健診を行い、
食と健康の関係を研究してきた 85 歳の京大名誉教授が夫
婦で実践している「世界最高の健康長寿食」とは。■うら
さだ（さだまさしとゆかいな仲間たち、小学館文庫）さだ
まさしの「うらの顔」を知る知識人たちによる「さだ論
評」の文庫化。デビュー 50 周年特別企画。結成と解散に
まつわる裏話や、再結成をめぐる悲喜こもごもを初披露す
る。「さだまさし」によって人生が変わったという著名人
が証言する珠玉のエピソードから、さだまさしの秘密を探
る。■いい子のあくび（高瀬隼子、集英社）「ぶつかったる。
スマホを見ながら歩いている人は、存在しないっていうこ
とにした。社会がどうとかではなく、わたしがわたしのた
めに正しいことをした」。不合理な偏りだらけの世の中に生きる女性たちの、
静かな心の叫びを描く 3 つの物語。■柳橋の桜〈1〉 猪牙の娘（佐伯泰英、
文春文庫）吉原や向島などへ行き交う舟が集まる柳橋の船宿「さがみ」で働
く船頭の一人娘・桜子。3 歳で母親が出奔するが父親から愛情を受けて育ち、
街の人気娘に育っていた。そんな桜子に目を付けた船宿の亭主による「大晦
日の趣向」が思わぬ騒動を巻き起こす。全 4 巻で刊行予定のシリーズ 1 作目。
■食欲人（デイビッド・ローベンハイマー／スティーヴン・J・シンプソン、
サンマーク出版）なぜ人間だけが食べすぎるのか。シドニー大学の世界的栄
養学者のふたりが、バッタから始まる「人類の食欲の謎」に迫る。生物の本
能と摂食の仕組みを解き明かす話題のノンフィクション。（高田由起子）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　
岩
井
俊
二
の﹁
忘
れ
ら
れ
な
い
物
語
﹂。
世
界
最
高
の
健
康
長
寿
食
。
デ
ビ
ュ
ー
50
周
年
、

さ
だ
ま
さ
し
の
秘
密
を
探
る
。
女
性
た
ち
の
心
の
叫
び
を
描
く
３
つ
の
物
語
。
全
４
巻
で

刊
行
の
時
代
小
説
１
作
目
。
生
物
の
本
能
と
摂
食
の
仕
組
み
を
解
き
明
か
す
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　
見
開
き
ペ
ー
ジ
を
サ
メ
や
ク

ジ
ラ
、
無
脊
椎
動
物
が
泳
ぎ
回

り
、
詳
細
な
説
明
と
多
く
の
情

報
が
詰
ま
っ
た
図
鑑
の
よ
う
な

本
。
美
し
い
イ
ラ
ス
ト
と
写
真

を
組
み
合
わ
せ
、
子
ど
も
た
ち

が
世
界
の
海
に
つ
い
て
学
べ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
光
り
輝

く
ク
ラ
ゲ
か
ら
深
海
の
生
き

物
、
海
上
の
シ
ロ
ク
マ
や
鳥
類
、

そ
し
て
世
界
の
海
流
や
海
底
の

地
形
、
人
間
が
乗
る
船
や
深
海

探
索
船
の
種
類
、
海
岸
の
ゴ
ミ

問
題
ま
で
、
海
に
関
す
る
多
く

の
世
界
が
発
見
で
き
る
。

　
自
然
愛
好
家
で
作
家
、
獣

医
の
資
格
を
持
ち
、
自
身
の

テ

レ

ビ

番

組
﹁M

inibeast 
A

dventure w
ith Jess

﹂
の

司
会
も
し
て
い
る
ジ
ェ
ス
・
フ

レ
ン
チ
の
本
。
子
ど
も
た
ち
を

魅
力
的
な
海
へ
の
旅
へ
誘
い
、

そ
こ
に
は
ど
ん
な
植
物
や
動
物

が
生
息
し
て
い
る
の
か
、
そ
し

て
こ
れ
か
ら
私
た
ち
が
ど
の
よ

う
に
す
れ
ば
海
を
守
る
こ
と
が

で
き
る
の
か
を
教
え
て
く
れ

る
。
対
象
年
齢
は
７
〜 

９
歳

だ
が
、
80
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
内
容

は
大
人
で
も
十
分
楽
し
め
る
内

容
。
夏
休
み
に
子
ど
も
と
一
緒

に
読
み
た
い
本
。
　
　（
高
田
）

海
と
海
洋
生
物
た
ち
の
世
界
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
今
年
発
足

し
た
Ａ
・
Ｔ
・
ダ
ン
ス
カ
ン
パ

ニ
ー
の
総
合
芸
術
監
督
を
務
め

て
い
る
。
現
在
は
９
月
３
日
に

イ
ー
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
で
開
催
が

予
定
さ
れ
て
い
る
旗
揚
げ
公
演

の
準
備
に
追
わ
れ
て
い
る
毎
日

だ
。
福
岡
県
北
九
州
市
生
ま
れ
。

京
都
光
華
女
子
大
学
在
学
中
か

ら
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
ジ
ャ

ズ
ダ
ン
サ
ー
と
し
て
も
活
動
し

た
。
ダ
ン
ス
と
の
出
会
い
は
幼

少
期
。
突
然
バ
レ
エ
が
習
い
た

い
と
言
い
始
め
た
竹
野
さ
ん
を
両

親
が
近
所
の
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ

ー
の
バ
レ
エ
教
室
に
通
わ
せ
て
く

れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

　
し
か
し
、
中
学
3
年
生
の
時
、

自
分
は
バ
レ
リ
ー
ナ
の
体
型
で
は

な
い
と
、
一
度
バ
レ
エ
を
辞
め
る

が
、
大
学
1
年
生
の
時
に
ジ
ャ
ズ

ダ
ン
ス
に
出
会
っ
て
目
覚
め
た
。

踊
る
こ
と
で
体
の
ア
ド
レ
ナ
リ
ン

が
湧
き
上
が
る
自
分
が
い
た
。
大

学
卒
業
後
、
２
０
０
６
年
か
ら
14

年
ま
で
、
プ
ロ
ダ
ン
サ
ー
と
し
て

Ｎ
Ｙ
で
見
つ
け
た
自
分
の
ダ
ン
ス

数
々
の
舞
台
や
由
緒
あ
る
寺
や

神
社
で
の
シ
ョ
ー
に
出
演
。
30

歳
の
誕
生
日
に
Ｎ
Ｙ
へ
3
週
間

単
身
ダ
ン
ス
留
学
を
し
て
い
た

際
に
、
恩
師
と
意
見
が
合
わ
ず

不
在
解
雇
に
。
帰
国
後
自
分
を

表
現
す
る
場
を
失
い
、
東
京
に

行
く
か
、
Ｎ
Ｙ
に
行
く
か
の
選

択
を
自
問
し
、
留
学
経
験
が
あ

っ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
﹁
世
界

の
ダ
ン
サ
ー
達
と
肩
を
並
べ
て

生
の
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
を
感
じ
た

い
﹂
と
7
年
前
に
拠
点
を
Ｎ
Ｙ

　
天
の
岩
戸
開
き
に
、
日
本
最

古
の
踊
り
子
と
さ
れ
る
ア
メ
ノ

ウ
ズ
メ
が
披
露
し
た
舞
は
神
楽

の
原
型
に
な
っ
た
。
役
者
を
表

わ
す
俳
優
と
い
う
言
葉
は
﹃
日

本
書
紀
﹄
で
ウ
ズ
メ
の
舞
を
﹁
巧

み
に
俳
優
を
な
し
﹂
と
表
現
し

た
こ
と
が
由
来
だ
。
岩
戸
開
き

で
大
き
な
活
躍
を
し
た
ウ
ズ
メ

が
さ
ほ
ど
評
価
さ
れ
な
か
っ
た

の
は
、
オ
モ
イ
カ
ネ
を
筆
頭
に

イ
シ
コ
リ
ド
メ
、
タ
マ
ノ
オ

ヤ
、
タ
ヂ
カ
ラ
オ
、
さ
ら
に
ウ

ズ
メ
の
父
で
あ
る
フ
ト
ダ
マ
な

ど
八
百
万
の
神
々
が
協
力
し
て

作
戦
を
遂
行
し
た
か
ら
で
、
特

に
鏡
と
玉
を
造
る
氏
族
が
重
視

さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。

　
天
の
岩
戸
隠
れ
は
、
弟
・
ス

サ
ノ
ウ
が
母
の
い
る
黄
泉
の
国

へ
向
か
う
途
中
で
姉
へ
別
れ
の

挨
拶
を
す
る
目
的
で
伺
っ
た
と

き
に
働
い
た
乱
暴
を
、
高
天
原

を
侵
略
し
に
き
た
と
ア
マ
テ
ラ

ス
が
勘
違
い
し
た
こ
と
が
発
端

と
さ
れ
る
。
そ
の
訪
問
を
ア
マ

テ
ラ
ス
に
報
告
し
た
の
は
ウ
ズ

メ
の
よ
う
で
、さ
ら
に
後
の﹁
国

譲
り
・
葦
原
中
国
平
定
︵
こ
れ

は
日
本
神
話
で
最
も
大
き
な
出

来
事
の
一
つ
﹁
天
孫
降
臨
﹂
を

指
す
︶﹂
の
際
に
も
大
活
躍
す

る
。
ア
マ
テ
ラ
ス
ら
高
天
原
に

暮
ら
す
の
が
﹃
天
津
神
﹄
一
方

で
、
葦
原
中
国
を
平
定
し
て
暮

ら
し
て
い
た
土
着
の
神
﹃
国
津

神
﹄
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
は
、
突
如

と
し
て
自
分
の
孫
に
あ
た
る
ニ

ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
︵
邇
邇
芸
命
︶

に
葦
原
中
国
の
支
配
を
任
せ
た

か
っ
た
ア
マ
テ
ラ
ス
か
ら
﹁
国

を
譲
れ
﹂
と
迫
ら
れ
た
の
だ
。

オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
ら
は
最
初
は
抗

う
も
の
の
、
天
津
神
の
圧
倒
的

な
力
の
前
に
な
す
術
が
な
く
従

わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
高
天

原
か
ら
降
り
て
︵
＝
海
か
ら
渡

来
す
る
意
味
の
説
あ
り
︶
そ
の

サ
ポ
ー
ト
に
あ
た
っ
た
5
人
の

五
伴
緒
神
︵
い
つ
と
も
の
お
か

み
︶
が
同
行
し
た
な
か
に
も
ウ

ズ
メ
が
い
て
、
大
役
を
任
さ
れ

る
重
要
な
神
で
あ
っ
た
。

　
一
行
が
高
天
原
か
ら
天
降
り

し
て
い
る
と
、
葦
原
中
国
の
国

津
神
の
一
人
が
行
く
手
を
阻
ん

だ
。
す
る
と
、
ア
マ
テ
ラ
ス
と

タ
カ
ミ
ム
ス
ビ
︵
高
御
産
巣
日

神
︶
は
ウ
ズ
メ
に
、﹁
女
神
で

あ
る
も
の
の
、
男
神
と
向
か
い

合
っ
て
も
気
後
れ
す
る
こ
と
も

な
い
と
思
う
の
で
、
そ
の
も
の

の
と
こ
ろ
へ
行
っ
て
正
体
を
確

か
め
て
き
な
さ
い
﹂と
い
っ
た
。

そ
の
時
の
様
子
を﹃
日
本
書
紀
﹄

で
は
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い

る
。﹁
そ
の
胸
乳
を
あ
ら
わ
に

か
き
い
で
て
、裳
帯
︵
も
ひ
も
︶

を
臍
︵
ほ
そ
＝
ヘ
ソ
︶
の
下
に

お
し
た
れ
て
、
あ
ざ
わ
ら
ひ
て

向
き
て
立
つ
。﹂ 

つ
ま
り
、
ウ

ズ
メ
が
乳
房
を
あ
ら
わ
に
し
裳

の
紐
を
臍
の
下
ま
で
押
し
た
れ

て
、
あ
ざ
笑
い
な
が
ら
国
津
神

に
向
か
っ
て
名
を
尋
ね
る
と
、

﹁
国
津
神
の
サ
ル
タ
ヒ
コ
︵
猿

田
毘
古
︶﹂
と
名
乗
っ
た
。

　
さ
て
、ク
ロ
ス
フ
ォ
ー
︵
株
︶

か
ら
天
宇
受
売
命
が
踊
る
躍

動
感
を
表
し
た
リ
ン
グ
舞
踏

(B
U

T
O

U
︶
が
で
た
。

　

津

延

美

衣
︵
つ
の
べ

み
え
︶
＝
Ｎ

Ｙ
州
立
大
学

Ｆ
Ｉ
Ｔ
卒
業
。
米
国
宝
石
学
会

鑑
定
士
。
運
命
学
・
自
然
医

学
・
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
・
食
文

化
等
の
知
識
を
生
か
し
、
健
康

で
楽
し
く
感
動
的
な
人
生
を
描

く
プ
ラ
ン
ナ
ー
・
エ
ッ
セ
イ
ス

ト
兼
ジ
ュ
エ
リ
ー
ソ
ム
リ
エ
ー

ル
。
美
時
間
代
表
。
ブ
ロ
グ
：

http//mijikan.blogspot.com/

（株）クロスフォー　リング舞踏
(BUTOU)
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山
梨
と
宝
石
﹁
日
本
の
神
々
﹃
ア
メ
ノ

ウ
ズ
メ(

天
宇
受
売
命)

﹄
２
﹂
40

 NY生活ウーマン
 週刊 NY 生活は、家庭や職場、学校で美しく生きる女性たちを応援します。

A.T. ダンスカンパニー

総合芸術監督

　　　　　竹野 綾さん

に
移
し
た
。
こ
こ
で
出
会
っ
た

の
が
ソ
ー
シ
ャ
ル
ダ
ン
ス
だ
っ

た
。
ラ
テ
ン
部
門
の
大
会
を
見

る
機
会
が
あ
り
、
踊
り
か
ら
情

熱
や
心
を
再
び
燃
や
し
て
く
れ

る
出
場
者
た
ち
の
熱
い
フ
ロ
ア

ー
に
魅
了
さ
れ
た
。﹁
私
は
来

年
、
こ
の
大
会
、
こ
の
ス
テ
ー

ジ
で
戦
う
！
﹂
と
決
断
。
自
分

が
求
め
て
い
た
も
の
は
こ
れ

だ
！
と
確
信
し
、
こ
の
年
か
ら

新
天
地
で
の
挑
戦
が
始
ま
っ

た
。
ダ
ン
ス
は
ダ
ン
ス
で
あ
っ

て
も
畑
違
い
の
ダ
ン
ス
の
世
界

で
何
か
ら
す
れ
ば
良
い
の
か
わ

か
ら
ず
、
Ｎ
Y
の
ソ
ー
シ
ャ
ル

ダ
ン
ス
ス
タ
ジ
オ
を
片
っ
端
か

ら
ノ
ッ
ク
し
て
い
っ
た
。
ダ
ン

ス
パ
ー
ト
ナ
ー
を
見
つ
け
、
大

会
ま
で
レ
ッ
ス
ン
に
励
み
、
身

体
の
使
い
方
が
全
く
違
う
ダ
ン

ス
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
日
本
で

の
プ
ロ
と
し
て
の
経
験
を
生
か

し
、
自
分
の
追
い
求
め
る
表
現

を
伝
え
２
０
１
８
年
に
見
事
優

勝
。﹁
ど
ん
な
に
素
晴
ら
し
い

ダ
ン
サ
ー
で
も
、
異
国
で
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
の
機
会
を
掴
む
こ

と
は
難
し
い
。
日
本
の
パ
フ
ォ

ー
マ
ー
が
夢
を
持
て
る
機
会
を

増
や
し
、
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
母

体
と
し
て
自
分
の
カ
ン
パ
ニ
ー

を
作
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は

タ
フ
な
街
だ
け
ど
ま
た
前
に
進

む
力
を
与
え
て
く
れ
る
ス
パ
イ

シ
ー
な
部
分
も
病
み
つ
き
で

す
﹂と
元
気
な
笑
顔
を
見
せ
た
。

　︵
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
︶

https://www.atdancecompany.com/

http://www.ojfd.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/
https://mijikan.blogspot.com/
http://www.yamagatadental.net/
https://www.cosmeproud.com
https://www.atdancecompany.com/
http//mijikan.blogspot.com


　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事

館
は
、
現
在
後
期
用
教
科
書
の

申
し
込
み
受
付
を
行
っ
て
い

る
。
小
学
１
年
生
〜
５
年
生
が

対
象
︵
小
学
６
年
生
及
び
中
学

生
の
配
布
は
な
い
︶。
無
償
配

布
の
対
象
者
や
具
体
的
な
申
し

込
み
方
法
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

︵
下
記
参
照
︶。
申
込
み
締
切
り

は
、
９
月
７
日
︵
木
︶。

　
教
科
書
の
配
送
は
、
申
請
期

間
終
了
後
、
委
託
業
者
か
ら
順

次
発
送
す
る
。

教
科
書
無
償
配
布
事
業
は
、
次

の
1
〜
3
の
要
件
を
満
た
す
子

女
が
対
象
。

︵
１
︶
日
本
国
籍
を
有
し
、
将

来
日
本
に
帰
国
し
て
進
学
あ
る

い
は
就
労
す
る
意
思
を
有
す
る

義
務
教
育
学
齢
子
女
。
な
お
、

子
供
の
年
齢
に
該
当
す
る
学
年

以
外
の
教
科
書
は
配
布
し
な

い
。︵
２
︶
Ｎ
Ｙ
日
本
総
領
事

館
管
轄
地
︵
Ｎ
Ｙ
州
、
ニ
ュ
ー

ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
、
ペ
ン
シ
ル
ベ

ニ
ア
州
、
デ
ラ
ウ
エ
ア
州
、
ウ

エ
ス
ト
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
、
コ
ネ

チ
カ
ッ
ト
州
フ
ェ
ア
フ
ィ
ー
ル

ド
郡
、
プ
エ
ル
ト
リ
コ
準
州
、

バ
ー
ジ
ン
諸
島
︶
に
居
住
し
、

当
館
に
在
留
届
を
届
出
し
て
い

る
子
女
。︵
３
︶
日
本
人
学
校

や
日
本
語
補
習
校
な
ど
の
在
外

教
育
施
設
に
在
籍
し
て
い
な
い

子
女
︵
在
外
教
育
施
設
に
在
籍

し
て
い
る
子
女
の
教
科
書
無
償

配
布
は
各
学
校
に
問
い
合
わ
せ

　
慶
應
義
塾
大
学
卒
業
生
の
同

窓
会
組
織
で
あ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
三
田
会
は
９
月
６
日
︵
水
︶

午
後
７
時
か
ら
、
ハ
ー
バ
ー
ド

ク
ラ
ブ
・
オ
ブ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
シ
テ
ィ
︵
西
44
丁
目
35
番
地

３
階
︶
で
総
会
を
開
催
す
る
。

海
外
に
あ
る
三
田
会
組
織
の
中

で
ほ
ぼ
最
大
の
規
模
と
な
っ
て

い
る
同
会
の
、
年
に
一
度
の
総

会
は
日
本
の
慶
應
義
塾
大
学
か

ら
塾
長
も
参
加
す
る
大
き
な
イ

ベ
ン
ト
。
昨
年
は
１
２
０
人
以

上
が
集
ま
っ
た
。

　
会
費
は
、
学
部
卒
業
年
︵
西

暦
︶
学
生
及
び
そ
の
配
偶
者
が

Ｎ
Ｙ
三
田
会
が
総
会

９
月
６
日
ハ
ー
バ
ー
ド
ク
ラ
ブ

１
２
０
ド
ル
、
２
０
０
４
〜

23
年
卒
業
の
人
は
１
６
０
ド

ル
、
03
年
以
前
に
卒
業
し
た
人

は
２
１
０
ド
ル
。
参
加
希
望

者
は
８
月
25
日
ま
で
に
フ
ォ

ー

ム
︵https://form

s.gle/
rD

oA
C

2pA
X

m
dPhzA

68

︶

か
ら
申
し
込
む
。

る
こ
と
︶。

　
無
償
配
布
対
象
外
で
教
科
書

が
必
要
な
人
は
、日
本
国
内︵
各

都
道
府
県
︶
の
﹁
教
科
書
供
給

会
社
﹂
に
相
談
す
る
こ
と
。
詳

細

はhttps://w
w

w
.ny.us.

em
b

-japan
.g

o.jp/itpr_
ja/1

1
_0

0
0

0
0

1
_0

0
5

5
2

.
htm

l

後期用教科書申し込み受付中
ニューヨーク日本総領事館

小学１年生から５年生対象

帰
国
生
の
た
め
の
海
外

学
校
説
明
会
・
相
談
会

Ｊ
Ｏ
Ｅ
Ｓ
が
開
催

　

　
海
外
子
女
教
育
振
興
財
団

︵
Ｊ
Ｏ
Ｅ
Ｓ
︶
は
今
年
５
月
、

西
海
岸
︵
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
︶
と
、
東

海
岸
︵
シ
カ
ゴ
、
ピ
ッ
ツ
バ
ー

グ
︶
の
２
班
に
よ
る
学
校
説

明
会
・
相
談
会
を
開
催
し
た
。

２
０
１
９
年
度
以
来
、
約
4
年

ぶ
り
の
会
場
開
催
と
な
っ
た
。

多
く
の
家
族
が
来
場
し
、
い
ず

れ
の
会
場
も
盛
会
と
な
っ
た
。

　
各
班
・
各
会
場
で
は
、
第
１

部
と
し
て
、
Ｊ
Ｏ
Ｅ
Ｓ
教
育
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
講
話
と
、
参
加

校
５
校
に
よ
る
学
校
説
明
を
行

っ
た
。
そ
の
後
、
第
２
部
と
し

て
、
参
加
校
な
ら
び
に
教
育
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
個
別
相
談

会
を
行
っ
た
。
各
会
場
と
も
規

模
の
違
い
は
あ
っ
て
も
、
情
報

を
求
め
る
ニ
ー
ズ
や
帰
国
生
受

け
入
れ
校
へ
の
関
心
度
は
同
じ

く
ら
い
高
い
も
の
だ
っ
た
。

　
参
加
人
数
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
１
８
０
人
、
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
１
６
０
人
、
シ
カ
ゴ

１
２
４
人
、
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
43

人
だ
っ
た
。
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 STUDENT LIFE
 週刊NY生活・アメリカの学校紹介と学生ライフのページ

　
在
米
日
本
人
の
健
康
と
医
療

を
支
え
る
非
営
利
団
体
﹁
Ｆ
Ｌ

Ａ
Ｔ
・
ふ
ら
っ
と
﹂
は
18
日

︵
金
︶
午
後
８
時
か
ら
、
オ
ン

ラ
イ
ン
座
談
会
﹁
ス
ペ
シ
ャ
ル

ニ
ー
ズ
の
療
育
支
援
﹂
を
開
催

す
る
。
我
が
子
の
成
長
に
不
安

を
感
じ
て
も
ど
こ
に
相
談
し
て

良
い
の
か
わ
か
ら
な
い
、
そ
ん

な
声
に
、
米
国
に
存
在
す
る
た

く
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム

利
用
の
仕
方
を
共
有
す
る
こ
と

で
、
不
安
解
消
の
手
助
け
と
な

る
。
日
米
の
療
育
事
情
を
知
り

た
い
人
の
ほ
か
、
ア
ド
バ
イ
ス

で
き
る
人
や
こ
の
企
画
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
希
望

者
な
ど
、
誰
で
も
参
加
可
能
。

希
望
者
は
参
加
フ
ォ
ー
ム
か
ら

申
し
込
む
。

特
別
支
援
療
育
Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｔ

オ
ン
ラ
イ
ン
座
談
会

参加フォーム

https://docs.google.com/forms/d/1jXjexnN-
hHrc-pA02WoZuTjTNOhtNEc9komLopraK1UU

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

︵
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
イ
ン

グ
ル
ウ
ッ
ド
ク
リ
フ
ス
市
、
総

合
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
　
笠
間
将
平

総
合
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
︶
で
は
、

２
０
２
３
年
度
の
サ
マ
ー
ス
ク

　
Ｎ
Ｙ
育
英
学
園
で
は
英
語
サ

マ
ー
ス
ク
ー
ル
の
参
加
者
を
募

集
し
て
い
る
。
同
学
園
で
は
英

語
の
教
育
に
も
力
を
入
れ
て
お

り
、
全
日
制
に
通
い
な
が
ら
英

検
１
級
を
小
学
生
の
う
ち
に
取

得
す
る
子
ど
も
も
い
る
。
そ
の

ほ
か
、
同
学
園
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
電
話

２
０
１
・
９
４
７
・
４
８
３
２
、

Ｅ

メ

ー

ルsum
m

ercam
p.

nyikuei@
gm

ail.com

学

園

事
務
局
ま
で
。

ー
ル
が
活
気
に
溢
れ
る
中
、
7

月
28
日
に
最
終
日
を
迎
え
た
。

サ
マ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
１
つ
で

あ
る
、
英
語
語
学
サ
マ
ー
ス
ク

ー
ル
︵
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
　
幸
　

亜
優
美
︶
は
５
週
間
に
わ
た
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
無
事
に
終
了
し

た
。
英
語
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

は
、
１
日
中
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
先

生
の
英
語
に
ふ
れ
あ
い
、
英
語

力
を
高
め
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
。
渡
米
直
後
で
英
語
に
不
安

が
あ
る
場
合
で
も
、
日
本
人
ス

タ
ッ
フ
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
体
制

が
充
実
し
て
い
る
た
め
、
安
心

し
て
参
加
が
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
だ
。

　
英
語
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
の
後

半
2
週
間
で
設
定
さ
れ
て
い
る

後
期
で
は
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の

活
動
を
通
じ
て
学
び
を
深
め
る

だ
け
で
な
く
、
ク
リ
エ
ィ
テ
ィ

ブ
な
活
動
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
創
造
力
を
存
分
に
発
揮
す

る
こ
と
が
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
あ
る
。
例
え
ば
、
後
期

２
週
間
の
テ
ー
マ
で
あ
っ
た

﹁W
eather

﹂
を
も
と
に
、
あ

る
日
は
﹁
雷
﹂
の
勉
強
を
し
た
。

ク
ラ
フ
ト
時
間
に
は
、
子
ど
も

達
は
パ
ス
タ
を
自
分
の
好
き
な

色
に
塗
り
、
紐
に
通
し
て
雷
雲

を
再
現
。
個
性
的
な
雷
雲
の
作

品
を
完
成
さ
せ
た
。

　
遠
足
先
は
そ
の
年
に
よ
り
異

な
り
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
や
ニ
ュ
ー

ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
の
商
業
施
設
や

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
等
に
行
く
。
遠

足
で
は
、
お
小
遣
い
を
持
っ
て

英
語
で
の
お
買
い
物
を
体
験
す

る
場
面
が
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
で

は
じ
め
て
自
分
で
買
い
物
を
し

た
児
童
は
﹁
緊
張
し
た
け
ど
、

思
っ
て
い
た
以
上
に
簡
単
だ
っ

た
﹂
と
英
語
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
に
楽
し
み
を
覚
え
た

子
も
い
た
。

　
来
米
し
た
ば
か
り
の
子
も
、

楽
し
い
活
動
や
身
体
を
動
か
し

な
が
ら
英
語
に
触
れ
る
こ
と

で
、
夏
以
降
の
学
校
生
活
に
躊

躇
な
く
な
じ
め
る
よ
う
、
毎
日

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
検
討
し
て
い

る
。
定
員
を
20
人
に
拡
大
し
て

の
実
施
と
な
っ
た
今
回
の
サ
マ

ー
ス
ク
ー
ル
は
早
く
に
定
員
に

達
し
て
ウ
ェ
イ
テ
ィ
ン
グ
が
出

る
ほ
ど
の
人
気
だ
っ
た
。

育
英
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

英
語
に
触
れ
合
っ
た

英
語
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

育
英
学
園
参
加
者
募
集
中

　
航
空
宇
宙
博
物
館
を
見

学
し
、
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト

ル
の
前
で
記
念
撮
影
す
る

育
英
学
園
の
児
童
た
ち

http://www.seido.com
https://alto-edu.com/
mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
https://docs.google.com/forms/d/1jXjexnN-hHrc-pA02WoZuTjTNOhtNEc9komLopraK1UU
mailto:nyikuei@gmail.com
mailto:nyikuei@gmail.com
mailto:nyikuei@gmail.com
https://forms.gle/rDoAC2pAXmdPhzA68
https://www.ny.us.emb-japan.go.jp/itpr_ja/11_000001_00552.html
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コロンビア大学応用言語学教育博士 高橋純子

アメリカの学校で成功するには？
最終章：これまでの要点と展望（１）

　
さ
て
こ
の
﹁
異
文
化
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
﹂
シ
リ
ー
ズ
で

は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
日
本

人
の
留
学
生
が
、
特
に
大
学
、

大
学
院
や
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル

な
ど
で
ど
う
す
れ
ば
成
功
で
き

る
か
と
い
う
大
き
な
テ
ー
マ
の

も
と
、
言
語
と
文
化
の
密
接
な

関
係
、
ま
た
様
々
な
社
会
的
・

実
用
的
言
語
学
の
観
点
か
ら
詳

し
く
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
ま
ず
第
一
章
で
の
英
語
習
得

と
日
本
の
英
語
教
育
の
問
題
点

や
﹁
真
の
英
語
力
と
は
何
か
﹂

で
は
、
特
に
日
本
人
が
考
え
が

ち
な
﹁
英
語
の
読
み
書
き
が
で

き
て
流
暢
に
話
せ
さ
え
す
れ
ば

バ
イ
リ
ン
ガ
ル
と
な
り
、
ア
メ

リ
カ
の
学
校
で
も
う
ま
く
い

く
﹂
と
い
う
概
念
は
大
き
な
間

違
い
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
指

摘
し
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ

ら
の
基
本
言
語
ス
キ
ル
は
重
要

な
第
一
歩
と
な
り
ま
す
が
、
実

際
そ
の
言
語
が
使
わ
れ
て
い
る

社
会
や
人
間
と
の
関
わ
り
、
そ

の
社
会
に
適
し
た
言
語
使
用
が

で
き
な
け
れ
ば
困
難
に
陥
り
、

そ
の
結
果
不
適
応
を
起
こ
す
可

能
性
が
大
い
に
あ
り
ま
す
。

　
第
二
章
の
﹁
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ

ッ
ク
ス
と
は
？
﹂
で
は
、
ま
さ

に
﹁
言
語
の
実
用
ス
キ
ル
﹂
と

い
う
分
野
そ
の
も
の
に
焦
点
を

当
て
、
さ
ら
に
社
会
的
ス
キ
ル

の
重
要
性
や
様
々
な
文
脈
や
状

況
に
応
じ
て
う
ま
く
言
語
を
使

用
で
き
る
能
力
こ
そ
が
、
真
の

言
語
ス
キ
ル
で
あ
る
と
論
じ
ま

し
た
。
こ
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ

ク
・
ス
キ
ル
が
足
り
な
い
と
、

た
と
え
正
し
い
英
語
を
流
暢
に

話
し
て
い
て
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
上
で
の
失
敗
が
起
こ

り
ま
す
。
こ
の
際
た
る
例
が
、

第
三
章
で
取
り
上
げ
た
ア
メ
リ

カ
の
大
学
ク
ラ
ス
内
で
の
問
題

で
す
。
こ
の
章
で
論
じ
た
の
は
、

ほ
と
ん
ど
の
日
本
人
が
授
業
で

発
言
を
し
な
い
と
い
う
現
象

で
、
ア
メ
リ
カ
で
は
教
育
文
化

的
に
﹁
発
言
を
し
な
い
﹂
＝
﹁
授

業
参
加
を
怠
っ
て
い
る
﹂
と
受

け
取
る
先
生
が
多
数
い
る
と
い

う
事
実
で
す
。
多
く
の
ア
メ
リ

カ
の
授
業
で
は
参
加
点
な
る
も

理
的
距
離
感
は
、
先
生
か
ら
の

ア
テ
ン
シ
ョ
ン
や
先
生
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
避
け
よ

う
と
す
る
距
離
感
と
比
例
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま

す
。
第
四
章
か
ら
も
こ
の
﹁
沈

黙
問
題
﹂
を
別
の
角
度
、
例
え

ば
儒
教
的
教
育
形
式
の
観
点
か

ら
観
察
し
た
り
、
ま
た
新
し
い

文
化
へ
の
不
適
応
度
と
も
比
例

し
て
い
る
分
析
に
も
触
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
自
文
化
を
基

準
と
す
る
言
語
行
為
を
そ
の
ま

ま
新
た
な
文
化
で
も
用
い
て
し

ま
う
こ
と
を
﹁
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ

ッ
ク
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
﹂
と

呼
び
ま
す
が
、
ア
メ
リ
カ
の
ク

ラ
ス
で
は
そ
う
簡
単
に
﹁
沈
黙

的
参
加
﹂は
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、

逆
に
言
葉
で
表
現
し
主
張
し
な

い
と
﹁
相
互
に
学
ぶ
﹂
と
い
う

教
育
的
発
想
に
は
そ
ぐ
い
ま
せ

ん
。

　
そ
こ
で
も
う
一
つ
の
重
要

な
点
と
し
て
﹁
Ａ
Ａ
Ｓ
Ｐ
ス

キ
ル
﹂
＝
﹁
明
確
か
つ
主
張

の
あ
る
自
主
的
発
言
力
﹂
を

ご
紹
介
し
ま
し
た
。﹁
Ａ
Ａ

Ｓ
Ｐ
ス
キ
ル
﹂
と
は
、
主
張

の
あ
る(A

ssertive),  

明
確

な(A
rticulate),  

自
発
的
な

(Self-selective) 

と
い
っ
た

三
つ
の
重
要
要
素
か
ら
成
る
発

言

参

加(Participation)

が

で
き
る
ス
キ
ル
の
略
語
を
言
い

ま
す
。
特
に
﹁
自
発
的
主
張
﹂

は
、
自
律
性
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
に
繋
が
り
、
こ
れ
は
世
界
の

舞
台
を
目
指
す
大
学
院
生
や
ビ

ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
生
に
は
必
要

不
可
欠
な
能
力
と
な
り
ま
す
。

学
び
の
場
や
ビ
ジ
ネ
ス
で
は
沈

黙
は
金
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
寡

黙
で
何
の
意
見
も
表
さ
な
い
と

い
う
の
は
、
ア
メ
リ
カ
教
育
が

教
え
て
い
る
重
要
ス
キ
ル
と
真

逆
な
行
為
を
行
っ
て
い
る
わ
け

で
す
。︵
つ
づ
く
︶

た
か
は
し
・
じ
ゅ
ん
こ
＝
コ
ロ

ン
ビ
ア
大
学
応
用
言
語
学
教
育

博
士
。日
本
語
・
英
語
共
に
様
々

な
新
聞
コ
ラ
ム
や
学
術
記
事
な

ど
執
筆
。
著
書
に
﹃
ア
メ
リ
カ

駐
在
：
こ
れ
で
安
心
子
ど
も
の

教
育
ナ
ビ
﹄︵
時
事
通
信
出
版

社
︶
な
ど
。

の
も
あ
り
、
黙
っ
て
い
る
と
当

然
点
数
は
低
く
な
る
の
で
成
績

も
落
ち
て
し
ま
い
ま
す
。

　
一
方
、
日
本
の
大
学
で
教
え

て
い
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
生

徒
は
先
生
の
質
問
に
応
答
せ

ず
、
先
生
と
目
も
合
わ
せ
な
い

と
い
う
状
況
が
常
で
す
。
し
か

し
先
生
が
生
徒
を
指
名
す
る
と

大
半
が
き
ち
ん
と
答
え
ら
れ
る

の
で
、
答
え
が
わ
か
ら
ず
黙
っ

て
い
る
と
は
限
ら
な
い
し
、
き

ち
ん
と
話
を
聞
い
て
ノ
ー
ト
を

取
っ
て
い
る
生
徒
も
多
く
い

ま
す
。
こ
れ
を
﹁
沈
黙
的
参

加
﹂
と
い
う
教
育
学
者
も
い
ま

す
が
、
日
本
で
は
大
多
数
が
課

題
や
テ
ス
ト
の
点
数
の
み
で
成

績
が
決
ま
る
の
で
、
発
言
し
よ

う
が
し
ま
い
が
点
数
に
関
係
な

い
、
と
い
う
元
々
の
基
準
が
違

い
ま
す
。

　
特
に
面
白
い
な
と
感
じ
る
の

は
、
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
教
室

の
真
ん
中
か
ら
後
方
に
座
り
が

ち
と
い
う
現
象
で
す
。
こ
の
物

　
Ｎ
Ｙ
の
夏
の
人
気
イ
ベ
ン

ト
﹁
サ
マ
ー
ス
ト
リ
ー
ト
﹂
が

今
月
末
ま
で
、
毎
週
土
曜
の
午

前
７
時
か
ら
午
後
１
時
ま
で
開

催
さ
れ
て
い
る
。
19
日
は
、
ブ

ル
ッ
ク
リ
ン
橋
か
ら
ハ
ー
レ
ム

ま
で
の
パ
ー
ク
街
︵
１
０
９
丁

目
か
ら
１
２
５
丁
目
ま
で
は
セ

ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
・
ノ
ー
ス
と

７
番
街
、
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
エ
ア

よ
り
南
は
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
通

り
︶
の
約
30
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で

車
両
通
行
が
禁
止
さ
れ
、
道
の

真
ん
中
を
歩
い
た
り
、
自
転
車

で
走
っ
た
り
と
市
民
の
憩
い
の

場
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
レ

ス
ト
ス
ポ
ッ
ト
で
は
無
糖
の
ビ

タ
ミ
ン
ウ
ォ
ー
タ
ー
や
水
、
コ

ー
ヒ
ー
、
ゼ
ロ
シ
ュ
ガ
ー
・
コ

ー
ラ
な
ど
の
配
布
、
路
上
ヨ
ガ

ク
ラ
ス
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ダ
ン

ス
や
ブ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
無
料
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
が
行
わ
れ
て
い
る
。
26
日

は
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
︵
イ
ー
ス
タ

ン
・
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ

：

グ
ラ

ン
ド
ア
ー
ミ
ー
プ
ラ
ザ
と
バ

ッ
フ
ァ
ロ
ー
ア
ベ
ニ
ュ
ー
の

間
︶
と
ブ
ロ
ン
ク
ス
︵
グ
ラ

ン
ド
コ
ン
コ
ー
ス

：

イ
ー
ス

ト
・
ト
レ
モ
ン
ト
・
ア
ベ
ニ
ュ

ー
と
モ
ー
シ
ョ
ー
ル
・
パ
ー
ク

ウ
ェ
イ
の
間
︶
で
も
開
催
。
ル

ー
ト
な
ど
の
詳
細
はhttps://

w
w

w
.n

y
c.g

o
v

/h
tm

l/
dot/h

tm
l/pedestrian

s/
sum

m
erstreets.shtm

l

を

参
照
。

﹁
サ
マ
ー
ス
ト
リ
ー
ト
﹂

今
月
末
ま
で
あ
と
２
回

　
今
年
９
月
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
ウ
ィ
ー

ク
２
０
２
３
期
間
中
、
セ
ン
ト

ラ
ル
パ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
る
ド

リ
ー
ム
ラ
ン
ド
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
・
ウ
ィ
ー
ク
主
催
者
は
、
出

席
者
数
最
多
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
と
し
て
ギ
ネ
ス
世
界
登

録
を
目
指
し
て
い
る
。 

　
９
月
９
日
午
前
９
時
〜
午
後

10
時
ラ
ム
ゼ
イ
・
プ
レ
イ
フ
ィ

ー
ル
ド
で
行
わ
れ
る
同
シ
ョ
ー

は
、
一
般
の
入
場
も
可
能
で
、

す
で
に
チ
ケ
ッ
ト
３
０
０
０
枚

を
販
売
し
た
。
出
席
者
数
は
、

18
年
の
モ
ス
ク
ワ
・
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
・
ウ
ィ
ー
ク
の
１
０
１
２

人
の
記
録
を
上
回
る
合
計

５
０
０
０
人
を
目
指
す
。
報
道

発
表
は
同
シ
ョ
ー
に
つ
い
て
、

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
を
拠
点
に
多
方

面
で
活
躍
す
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
の

マ
ル
コ
・
マ
ル
コ
の
５
年
ぶ

り
の
フ
ル
ス
テ
ー
ジ
と
な
り
、

様
々
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

持
つ
モ
デ
ル
た
ち
が
ラ
ン
ウ
エ

ー
で
、
同
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
象
徴

的
な
作
品
を
色
や
生
地
、
形
の

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
で
魅
せ
る
、
と

伝
え
て
い
る
。
ラ
イ
ブ
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
は
、
グ
ラ
ミ
ー
賞
受

賞
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
Ｄ
Ｊ
の

デ
ィ
プ
ロ
、
カ
ナ
ダ
人
デ
ュ
オ

のB
LO

N
D

:SH

、
ジ
ャ
ズ
・

ピ
ア
ニ
ス
ト
で
Ｄ
Ｊ
の
Ｌ
Ｐ
ジ

ョ
ビ
ー
が
務
め
る
。
同
イ
ベ
ン

ト
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
ジ
ェ

イ
ク
・
レ
ズ
ニ
コ
ウ
氏
は
﹁
23

年
度
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
ウ
ィ

ー
ク
は
服
飾
だ
け
で
な
く
芸
術

と
文
化
、
自
己
表
現
の
融
合
、

そ
し
て
バ
リ
ア
を
突
破
し
、
一

般
常
識
に
立
ち
向
か
い
、
包
括

性
を
促
す
場
と
な
る
だ
ろ
う
﹂

と
話
し
て
い
る
。 

　
招
待
客
に
限
っ
た
シ
ョ
ー
と

は
異
な
り
一
般
公
開
し
た
こ
と

に
つ
い
て
レ
ズ
ニ
コ
ウ
氏
は

﹁
す
べ
て
の
人
に
魅
力
と
芸
術

性
、
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
に
満

ち
た
世
界
に
浸
っ
て
も
ら
い
た

い
﹂
と
語
っ
た
。
チ
ケ
ッ
ト
料

金
は
１
１
９
・
99
ド
ル
か
ら
、

T
icketm

aster

の
サ
イ
ト
で

購
入
で
き
る
。 

タダシ・ショージの 2018 年９月の NY ファッションウィークのラン
ウェーショー　（写真・ワインスタイン今井絹江）

出席者数でギネス記録狙う
2023 NY ファッションウィーク

９月９日セントラルパークで開催

https://japaneseschool.org
http://shidogakuin.com
https://starchildny.com/
https://www.interschool-jp.com/
https://www.nyc.gov/html/dot/html/pedestrians/summerstreets.shtml
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●
作
品
募
集
＝
年
齢
、
国
籍
を
問
わ
ず
、
米
国
在

住
者
の
書
道
作
品
を
広
く
募
集
し
ま
す
。
●
応
募

方
法
＝
作
品
現
物
を
郵
送
︵
返
却
不
可
︶、
ま
た
は

デ
ジ
カ
メ
で
撮
影
し
た
画
像
を
下
記
宛
に
Ｅ
メ
ー

ル
し
て
く
だ
さ
い
。
住
所
・
氏
名
︵
英
文
表
記
も
︶・

電
話
番
号
・
学
校
名
と
学
年
を
明
記
の
こ
と
●
応
募

作
品
か
ら
毎
月
６
点
を
選
び
第
３
週
号
に
て
発
表

●
一
年
間
の
掲
載
作
品
か
ら
最
優
秀
賞
一
点
、
優

秀
賞
二
点
と
特
別
賞
一
点
を
選
出
し
ま
す
︵
入
賞

者
へ
の
副
賞
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
︶。

＊
学
校
学
年
は
作
品
応
募
時
の
も
の
で
す
。

書
の
散
歩
道

週
刊

N
Y
生
活
紙
上
コ
ン
ク
ー
ル

■作品郵送先

　NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC. Attn: SYUJI
   71 W. 47th St. #1205 New York, NY 10036
■ E メール： nyseikatsu.syuji@gmail.com

N
Y
小
山
書
道
教
室
中
２ベ

ア　

拓
海

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
小
４

河
口　

ほ
な
み

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
院
京
書
道
会
幼
児
部
５
才

坂
口　

美
莉

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人
学
校
中
３

土
田　

陽
仁

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
一
般

R
ic

h
a
rd

 M
a
n

サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
日
本
語
補
習
校
中
３

三
浦　

根
太

tel:2014616502
mailto:kazenowabg@gmail.com
http://www.kodomony.org
https://www.kokinshodo.com/
tel:2122136069
mailto:nyseikatsu.syuji@gmail.com


　﹁
バ
ー
ン
﹂
と
出
発
の
合
図

が
な
っ
た
瞬
間
に
僕
は
走
り

出
し
た
。
僕
は
徒
競
走
で
１

位
を
絶
対
に
と
れ
る
と
確
信

し
て
い
た
。
な
ぜ
な
ら
去
年

も
１
位
で
ゴ
ー
ル
テ
ー
プ
を

切
れ
た
か
ら
だ
。
で
も
走
り

出
し
て
違
和
感
が
あ
っ
た
。

靴
が
上
手
く
履
け
て
い
な
い

感
覚
が
あ
っ
た
が
僕
は
走
り

続
け
た
。
あ
と
一
歩
で
抜
か

せ
る
と
い
う
時
、
僕
の
右
足

か
ら
靴
を
履
い
て
い
る
感
覚

が
な
く
な
っ
た
。
靴
が
脱
げ

て
し
ま
っ
た
の
だ
。
で
も
、

僕
は
少
し
の
間
ス
ピ
ー
ド
を

落
と
し
て
靴
を
取
ろ
う
と
思

っ
た
が
す
ぐ
に
走
り
出
し
た
。

な
ぜ
な
ら
靴
を
取
り
に
行
く

に
は
コ
ー
ス
を
戻
ら
な
い
と

い
け
な
い
か
ら
危
な
い
し
履

く
の
に
も
時
間
が
か
か
る
か

ら
だ
。
そ
の
ま
ま
僕
は
右
の

靴
が
な
い
状
態
で
走
り
続
け

た
。
結
果
は
４
位
と
最
下
位

だ
っ
た
。
僕
は
何
で
徒
競
走

の
前
に
靴
紐
を
ち
ゃ
ん
と
締

め
な
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
と
思

い
、
ま
た
、﹁
白
組
の
み
ん
な

に
責
め
ら
れ
る 

﹂
と
思
っ
て

い
た
。
で
も
、
み
ん
な
は
僕

を
責
め
る
こ
と
な
く
﹁
ナ
イ

ス
フ
ァ
イ
ト
！
﹂
と
言
っ
て

く
れ
た
。
そ
の
言
葉
に
僕
は

び
っ
く
り
し
て
し
ま
っ
た
。

な
ぜ
な
ら
僕
の
せ
い
で
白
組

が
負
け
る
か
も
し
れ
な
い
か

ら
だ
。

　
そ
の
後
、
ソ
ー
ラ
ン
節
を

踊
る
出
番
が
や
っ
て
き
た
。

で
も
僕
は
入
場
門
に
入
っ
た

と
き
、
今
ま
で
努
力
を
し
て

き
た
け
ど
諦
め
か
け
た
気
持
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幸
せ
を
感
じ
る
瞬
間
、
そ

れ
は
ど
ん
な
瞬
間
だ
ろ
う
。

そ
れ
は
自
分
が
好
き
な
趣
味

に
没
頭
し
て
い
る
時
、
誰
か

か
ら
﹁
有
難
う
﹂
と
言
わ
れ

た
時
、
待
ち
望
ん
だ
休
日
が

訪
れ
た
時
な
ど
自
分
の
何
気

な
い
日
常
で
些
細
な
幸
せ
を

感
じ
る
時
の
こ
と
を
言
う
の

だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
数
年
間

待
ち
望
ん
で
い
た
旅
行
に
行

っ
た
時
、
ず
っ
と
準
備
し
て

き
た
受
験
に
受
か
っ
た
時
な

ど
、
自
分
の
人
生
の
一
大
イ

ベ
ン
ト
で
こ
れ
ま
で
な
い
よ

う
な
幸
せ
を
感
じ
た
時
も
あ

る
だ
ろ
う
。
幸
せ
を
ど
う
感

じ
る
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な

事
で
幸
せ
を
感
じ
る
か
は
十

人
十
色
だ
と
思
う
。

　
僕
自
身
が
幸
せ
を
感
じ
る

時
は
い
く
つ
か
あ
る
。
一
つ

目
は
家
族
と
い
る
時
だ
。
も

ち
ろ
ん
喧
嘩
な
ど
を
し
て
あ

ま
り
居
心
地
が
よ
く
な
い
時

も
あ
る
が
、
幸
せ
を
感
じ
る

時
は
た
い
て
い
家
族
の
一
員

の
誰
か
が
近
く
に
い
る
こ
と

は
事
実
だ
。
面
白
い
テ
レ
ビ

番
組
を
見
て
い
た
り
、
旅
行

を
楽
し
ん
で
い
る
時
は
、
多

く
の
場
合
家
族
全
員
が
い
る

事
が
多
い
。

　
ま
た
僕
の
場
合
は
、
学
校

に
行
っ
て
い
る
間
も
、
同
じ

学
校
に
双
子
の
兄
が
い
る
の

で
、
他
の
人
よ
り
も
家
族
の

一
員
が
近
く
に
い
る
機
会
が

多
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
し

か
し
、
今
当
た
り
前
の
よ
う

に
家
族
と
一
緒
に
過
ご
し
て

い
る
時
間
は
、
実
は
特
別
な

こ
と
だ
と
僕
は
感
じ
て
い
る
。

大
人
に
な
る
と
家
族
と
一
緒

に
い
る
時
間
も
自
然
に
減
り
、

幸
せ
を
感
じ
る
瞬
間
に
家
族

が
い
る
事
も
そ
れ
と
比
例
し

て
減
る
こ
と
に
な
る
か
ら
だ
。

だ
か
ら
こ
そ
、
今
僕
は
家
族

と
一
緒
に
い
る
幸
せ
を
感
じ

る
瞬
間
を
大
切
に
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

　
又
、
幸
せ
を
感
じ
た
瞬
間

に
一
人
で
い
る
時
も
あ
る
。

一
人
で
い
る
こ
と
が
寂
し
い

と
思
う
人
も
い
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
僕
は
一
人
で
い
る

こ
と
を
あ
ま
り
苦
痛
だ
と
感

じ
な
い
人
間
だ
と
思
う
。
も

ち
ろ
ん
人
と
一
緒
に
い
る
の

が
嫌
い
だ
と
い
う
わ
け
で
は

な
い
。
で
も
、
一
人
の
時
だ

け
に
感
じ
る
幸
せ
も
あ
る
。

例
え
ば
、
テ
レ
ビ
を
見
て
い

る
時
や
漫
画
や
本
を
読
ん
で

い
る
時
、
好
き
な
科
目
を
勉

強
し
て
い
る
時
な
ど
で
あ
る
。

も
し
か
し
た
ら
、
誰
に
も
干

渉
さ
れ
な
い
一
人
の
世
界
に

浸
る
こ
と
が
落
ち
着
く
か
ら

か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
自
分

の
素
を
出
し
や
す
い
か
ら
と

い
う
の
も
あ
る
だ
ろ
う
。
だ

か
ら
、
一
人
で
い
る
時
間
も

大
切
に
し
た
い
。

　
そ
れ
か
ら
友
達
と
一
緒
に

い
る
時
も
幸
せ
を
感
じ
る
瞬

間
だ
。
友
達
に
は
、
家
族
に

言
い
づ
ら
い
事
を
簡
単
に
打

ち
明
け
る
こ
と
が
で
き
、
困

っ
た
り
悩
ん
で
い
る
時
に
、

家
族
と
は
違
う
形
で
助
け
て

く
れ
る
と
思
う
。
友
達
と
の

他
愛
の
な
い
話
も
僕
に
と
っ

て
は
貴
重
な
時
間
で
、
こ
れ

か
ら
も
友
達
を
大
切
に
し
て

い
き
た
い
。

　
幸
せ
を
感
じ
る
瞬
間
、
そ

れ
は
僕
に
と
っ
て
、
特
別
な

場
面
と
い
う
よ
り
も
、
日
常

に
あ
り
ふ
れ
た
瞬
間
で
あ
る

事
が
多
い
。
暗
い
悲
し
い
瞬

間
で
は
な
く
、
幸
せ
を
感
じ

る
瞬
間
が
日
常
に
あ
ふ
れ
て

い
る
方
が
心
が
豊
か
に
な
れ

る
と
思
う
か
ら
、
僕
は
こ
れ

で
良
い
と
思
っ
て
い
る
。
だ

か
ら
、
こ
れ
か
ら
も
こ
の
幸

せ
を
感
じ
る
些
細
な
瞬
間
を

大
切
に
し
た
い
と
思
う
。

　
　  

　︵
滞
米
９
年
６
か
月
︶

　
　
□
　
　
□
　
　
□

﹁
人
は
権
利
よ
り
も
利
益
の
た

め
に
強
く
戦
う
﹂

 

ナ
ポ
レ
オ
ン
・
ボ
ナ
パ
ル
ト

 

　
戦
争
は
私
利
私
欲
の
根
源

で
あ
り
、
人
間
の
価
値
を
低

下
さ
せ
る
唯
一
の
原
因
で
あ

る
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
、

シ
ベ
リ
ア
で
捕
虜
と
な
っ
た

日
本
人
は
、
帰
還
の
約
束
か

ら
11
年
後
ま
で
ソ
ビ
エ
ト
連

邦
に
拘
束
さ
れ
続
け
た
。 

戦

争
で
3
0
0
0
万
人
の
市
民

を
失
っ
た
ソ
連
で
は
、
復
興

需
要
が
高
ま
っ
て
い
た
。
戦

争
下
で
合
法
的
な
労
働
力
を

得
る
た
め
に
、
捕
虜
は
う
っ

て
つ
け
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 

ソ
連
は
多
く
の
日
本
兵
や
民

間
人
を
殺
害
・
強
姦
し
、
過

酷
な
労
働
収
容
所
に
収
監
し

た
。
東
京
に
戻
す
と
い
う
口

約
束
の
下
、
約
1
5
0
万
人

の
日
本
人
は
列
車
で
シ
ベ
リ

ア
に
強
制
輸
送
さ
れ
、
自
分

た
ち
の
収
容
所
を
作
る
よ
う

命
じ
ら
れ
た
。
中
に
は
、
目

的
地
も
知
ら
さ
れ
な
い
ま
ま
、

2
メ
ー
ト
ル
も
の
雪
の
中
を

行
進
す
る
者
も
い
た
。
野
犬

や
狼
は
、
死
体
の
餌
を
求
め

て
並
走
し
た
。

　
シ
ベ
リ
ア
の
凍
て
つ
く
大

地
で
の
生
活
環
境
は
、
さ
ら

に
悪
い
も
の
だ
っ
た
。
多
く

の
人
が
慢
性
的
な
栄
養
失
調

で
亡
く
な
り
、
管
理
者
は
食

料
を
盗
ん
で
闇
市
に
売
っ
た
。

事
故
も
頻
発
し
、
治
療
も
ほ

と
ん
ど
受
け
ら
れ
な
い
。
冬

に
は
気
温
が
氷
点
下
に
な
る

こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。

ソ
連
は
こ
れ
を
機
に
、
日
本

人
を
操
る
よ
う
に
な
っ
た
。

下
級
兵
士
た
ち
は
、
敗
北
を

認
め
た
上
層
部
に
対
し
、
腹

を
立
て
て
い
た
。
か
つ
て
権

力
を
握
っ
て
い
た
将
兵
た
ち

は
、
収
容
所
で
の
地
位
を
利

用
し
て
、
食
糧
配
給
や
労
働

で
自
分
た
ち
の
利
益
を
得
て

い
た
の
で
あ
る
。
ソ
連
は
、

天
皇
と
資
本
主
義
を
批
判
し
、

代
わ
り
に
共
産
主
義
と
ス
タ

ー
リ
ン
を
称
え
る
プ
ロ
パ
ガ

ン
ダ
を
作
っ
た
。
ソ
連
側
の

正
当
性
を
主
張
し
た
強
制
労

働
は
、
苦
難
に
満
ち
た
環
境

の
中
で
、
よ
り
強
い
憎
し
み

を
助
長
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

苦
労
し
て
帰
国
し
た
多
く
の

日
本
人
は
、
ロ
シ
ア
の
ス
パ

イ
と
誤
解
さ
れ
た
。
会
社
に

雇
っ
て
も
ら
え
ず
、
警
察
か

ら
嫌
が
ら
せ
を
受
け
る
こ
と

も
少
な
く
な
か
っ
た
。
民
間

人
か
ら
差
別
さ
れ
る
こ
と
を

恐
れ
て
、
自
分
の
体
験
を
黙

っ
て
い
た
人
も
い
た
。

　
ソ
連
は
﹁
戦
争
﹂
の
名
の

下
に
日
本
人
を
搾
取
し
た
が
、

真
の
被
害
は
、
こ
の
自
由
を

侵
害
す
る
無
知
に
あ
り
、
こ

の
先
何
十
年
も
罪
の
な
い
人

生
を
台
無
し
に
し
た
。
進
歩

と
は
、
間
違
い
を
認
め
る
こ

と
で
あ
り
、
こ
の
人
権
侵
害

は
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
な

い
。
し
か
し
、
や
り
直
す
こ

と
は
で
き
る
。
不
正
に
目
を

つ
ぶ
っ
て
い
て
は
、
社
会
は

進
歩
せ
ず
、
歴
史
は
繰
り
返

さ
れ
る
だ
け
だ
。
私
た
ち
は
、

こ
れ
ら
の
出
来
事
を
正
確
に

認
識
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
私
た
ち
の
私
利
私
欲
か

ら
始
ま
っ
た
戦
争
。
私
た
ち

の
破
滅
に
よ
っ
て
終
わ
っ
た

戦
争
に
対
し
て
。
そ
し
て
、

正
義
の
強
さ
を
土
台
と
す
る

未
来
の
た
め
に
。

　
　
　
　  

　
　︵
滞
米
14
年
︶

 ﹁
シ
ベ
リ
ア
抑
留
に
つ
い
て

思
う
こ
と
﹂

　
　
プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
中
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

シ
ュ
グ
ル
ー　

万
里
凪

 ■児童生徒作文のページ■

 （記載学年は応募時のものです）

　
ぼ
く
は
、
け
ん
ち
く
し
に

な
り
た
い
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、

き
れ
い
な
家
の
デ
ザ
イ
ン
を

す
る
こ
と
が
、
楽
し
そ
う
だ

か
ら
で
す
。

　
ぼ
く
は
、
広
い
家
を
た
て

た
い
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
広

い
方
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る

と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
あ
と
、

広
い
方
が
た
く
さ
ん
の
も
の

を
お
け
て
、
楽
し
い
と
思
っ

た
か
ら
で
す
。

　
ぼ
く
は
、
か
ぞ
く
の
み
ん

な
に
も
家
を
た
て
た
い
で
す
。

ぼ
く
い
が
い
に
、
お
母
さ
ん
、

お
父
さ
ん
、
弟
の
三
人
の
か

ぞ
く
が
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
お
父
さ
ん
に
は
黒

い
よ
せ
む
ね
や
ね
で
、
二
か

い
だ
て
の
一
け
ん
家
に
し
た

い
で
す
。
そ
し
て
白
い
か
べ

に
し
た
い
で
す
。
よ
せ
む
ね

や
ね
と
は
、
台
形
が
二
こ
と
、

三
角
形
が
二
こ
の
や
ね
で
す
。

　
お
母
さ
ん
に
は
ち
ゃ
い
ろ

の
か
べ
の
、
中
は
白
い
か
べ

で
す
。
二
か
い
だ
て
の
家
に

し
た
い
で
す
。

　
弟
は
、
き
ょ
う
り
ゅ
う
が

大
す
き
な
の
で
、
き
ょ
う
り

ゅ
う
が
た
く
さ
ん
お
け
る
よ

う
な
家
を
作
り
た
い
で
す
。

　
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
の

家
が
そ
ん
な
ふ
う
だ
っ
た
ら

い
い
と
思
っ
た
理
ゆ
う
は
、

色
が
あ
う
と
思
っ
た
か
ら
で

す
。
お
き
ゃ
く
さ
ん
の
思
っ

た
家
に
じ
分
に
し
か
で
き
な

い
、
そ
う
ぞ
う
を
く
わ
え
た

い
で
す
。

　
ぼ
く
は
、
け
ん
ち
く
し
に
な

る
た
め
に
、
じ
分
に
し
か
で

き
な
い
そ
う
ぞ
う
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。
そ

の
た
め
に
、
い
ろ
ん
な
家
を

見
た
い
で
す
。
と
お
い
と
こ

ろ
に
あ
る
家
は
、
本
や
が
ぞ

う
で
し
ら
べ
た
い
で
す
。
ほ

か
に
も
車
や
電
車
の
デ
ザ
イ

ン
も
し
ら
べ
て
み
た
い
で
す
。

な
ぜ
な
ら
家
と
ち
が
う
デ
ザ

イ
ン
を
見
て
み
る
こ
と
で
そ

う
ぞ
う
力
が
広
が
る
か
ら
で

す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
じ
分

に
し
か
で
き
な
い
家
の
デ
ザ

イ
ン
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
け
ん
ち
く
し

に
な
る
た
め
に
お
べ
ん
き
ょ

う
を
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

　
　
　  

　
　︵
滞
米
６
か
月
︶

 ﹁
幸
せ
を
感
じ
る
瞬
間
﹂

　
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
P
W
校
中
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
山　

祥
来
社

「けんちくしのゆめ」
　　　　　  ニュージャージー補習授業校小２

　　　　　　　　　　　　　　　戸田　なおと

 ﹁
何
か
が
欠
け
て
も
諦
め
ず
に
﹂

　
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
小
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村　

綾
仁

ち
で
い
た
。
な
ぜ
な
ら
ソ
ー
ラ

ン
節
の
前
に
色
々
な
種
目
を
や

っ
て
き
て
力
が
出
な
っ
た
か
ら

だ
。
い
よ
い
よ
﹁
い
く
ぞ
ー
﹂

と
い
う
入
場
の
合
図
が
な
っ

た
。
僕
は
我
を
取
り
戻
し
て
入

場
し
た
。
ソ
ー
ラ
ン
節
の
前
の

ダ
ン
ス
が
終
わ
っ
た
と
き
、
今

に
も
倒
れ
そ
う
に
な
っ
た
。
僕

は
そ
れ
で
も
本
気
で
諦
め
ず
に

や
り
切
れ
た
。
な
ぜ
な
ら
先
生

が
練
習
の
時
に
言
っ
た
﹁
ソ
ー

ラ
ン
節
が
一
番
運
動
会
の
中
で

か
っ
こ
い
い
と
思
う
﹂
と
い
う

言
葉
が
頭
を
よ
ぎ
っ
て
力
が
入

っ
た
か
ら
だ
。

　
僕
は
こ
の
運
動
会
、
特
に
こ

の
二
つ
を
通
し
て
分
か
っ
た
こ

と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
何
事
も

諦
め
ず
に
そ
し
て
何
か
が
欠
け

て
も
や
り
続
け
る
こ
と
が
大
切

だ
と
い
う
こ
と
だ
。

　
　
　  

︵
滞
米
２
年
４
か
月
︶
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イ
ス
レ
ス
な
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
雰
囲
気
を
感
じ
取
る
こ

と
が
で
き
る
。

 

　
そ
ん
な
特
別
感
の
あ
る
ビ
リ
オ
ネ
ア
ズ
・
ロ
ウ
だ

が
、
現
在
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
住
宅
市
場
で
は
空
室
が

少
な
く
賃
貸
物
件
を
探
す
の
が
困
難
な
状
況
が
続
い
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
空
室
が
多
い
状
況
だ
。
元
々

セ
カ
ン
ド
ハ
ウ
ス
︵Pied-a-terre

︶
や
分
散
投
資
、

税
対
策
で
の
購
入
者
が
多
い
こ
と
も
要
因
と
し
て
挙
げ

ら
れ
る
が
、
世
界
情
勢
の
影
響
も
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で

海
外
や
地
方
へ
場
所
を
移
し
た
富
裕
層
が
戻
る
ま
で
時

間
が
い
る
よ
う
で
、
募
集
住
戸
が
目
立
っ
て
い
る
。
世

界
の
中
心
の
街
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
中
で
も
羨
望
を
集
め

る
こ
の
エ
リ
ア
で
売
買
や
賃
貸
を
ご
検
討
し
て
い
る
人

に
と
っ
て
は
今
が
チ
ャ
ン
ス
と
言
え
そ
う
だ
。

　
問
い
合
わ
せ
は
電
話
６
４
６
・
７
７
１
・
３
６
７
２
、

Ｅ
メ
ー
ルIyoshim

oto@
redacinc.com

、
吉
本
さ
ん
。

︵
写
真
提
供
・
リ
ロ
　
リ
ダ
ッ
ク
︶　 

　
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ビ
リ
オ
ネ
ア
ズ
・
ロ
ウ

︵B
illionaire’

s R
ow

︶
。
日
本
語
で
億
万

長
者
通
り
と
呼
ば
れ
る
、
57
丁
目
を
中
心
と

し
た
こ
の
エ
リ
ア
に
は
、
最
高
級
の
コ
ン
ド

ミ
ニ
ア
ム
︵
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
︶
が
立
ち
並

ん
で
お
り
、
所
有
者
は
世
界
で
も
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
富
裕
層
だ
。1
部
屋
ご
と
の
価
格
は
、

お
よ
そ
3
ミ
リ
オ
ン
か
ら
２
５
０
ミ
リ
オ
ン

︵
約
4
億
円
か
ら
３
５
０
億
円
︶
と
な
っ
て

い
る
。

　
広
々
と
し
た
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
、
プ
ー
ル
、

バ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の

一
般
的
な
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
に
も
付
帯
さ
れ

て
い
る
ア
メ
ニ
テ
ィ
も
あ
る
が
、
特

徴
的
な
の
は
、
専
用
レ
ス
ト
ラ
ン
、

メ
イ
ド
ル
ー
ム
、ワ
イ
ン
セ
ラ
ー
だ
。

レ
ス
ト
ラ
ン
は
有
名
店
や
ホ
テ
ル
な

ど
の
メ
ニ
ュ
ー
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
、メ
イ
ド
ル
ー
ム
は
仕
様
が
高
く
、

ワ
イ
ン
セ
ラ
ー
は
ウ
ォ
ー
ク
イ
ン
に

な
っ
て
お
り
個
別
に
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
共
用
部
や
専
有
部
含
め

ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
さ
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
を
真
正

面
か
ら
見
下
ろ
す
な
ど
、そ
の
立
地
、

そ
の
物
件
で
し
か
出
せ
な
い
、
プ
ラ

　
金
利
上
昇
と
低
供
給
が
続
く

な
か
、
７
月
の
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

の
平
均
月
額
家
賃
が
前
年
比
９

％
増
の
５
５
８
８
ド
ル
と
な
り

過
去
最
高
を
記
録
し
た
。

  

調
査
会
社
ミ
ラ
ー
・
サ
ミ
ュ

エ
ル
と
不
動
産
会
社
ダ
グ
ラ

ス
・
エ
リ
マ
ン
の
リ
ポ
ー
ト
に

よ
る
と
、
家
賃
の
中
央
値
は

４
４
０
０
ド
ル
で
、
１
平
方
フ

ィ
ー
ト
あ
た
り
の
価
格
84
ド
ル

74
セ
ン
ト
と
と
も
に
新
記
録
と

な
っ
た
。
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
家

賃
が
過
去
最
高
を
記
録
す
る
の

は
、
こ
の
５
か
月
で
４
度
目
。

　
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
時
に
人
口
が

減
少
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
平
均
賃
料
は

２
０
１
９
年
比
で
30
％
上
昇
し

て
い
る
。
ミ
ラ
ー
・
サ
ミ
ュ
エ

ル
の
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ミ
ラ
ー
Ｃ

Ｅ
Ｏ
は
、
８
月
の
賃
料
は
新
記

録
を
マ
ー
ク
す
る
可
能
性
が
あ

る
と
述
べ
た
。
な
ぜ
な
ら
８
月

は
通
常
、
家
族
が
新
学
期
が
始

ま
る
前
に
引
っ
越
し
を
し
よ
う

と
す
る
賃
貸
の
ピ
ー
ク
月
だ
か

ら
だ
。

　
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
家
賃
高
騰

は
、
ア
ナ
リ
ス
ト
や
エ
コ
ノ
ミ

ス
ト
の
予
測
を
裏
切
り
続
け
て

い
る
。
米
国
国
勢
調
査
の
デ
ー

タ
に
よ
る
と
、
同
区
の
人
口
は

２
０
２
０
年
６
月
か
ら
22
年
６

月
の
間
に
40
万
人
減
少
し
た
。

専
門
家
に
よ
れ
ば
、
人
口
は
昨

年
か
ら
増
加
し
て
い
る
も
の

の
、
19
年
を
下
回
る
可
能
性
が

高
い
と
い
う
。

　
し
か
も
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に

あ
る
オ
フ
ィ
ス
は
、
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
の
た
め
に
依
然
と
し
て

半
分
以
下
の
稼
働
率
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
。
人
口
減
少
や
リ
モ

ー
ト
ワ
ー
ク
の
増
加
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
賃

料
は
高
騰
を
続
け
て
い
る
。
ブ

ロ
ー
カ
ー
に
よ
れ
ば
、
金
利
の

上
昇
に
よ
り
売
り
ア
パ
ー
ト
が

不
足
し
て
い
る
た
め
、
購
入
希

望
者
の
多
く
が
賃
貸
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　
７
月
の
家
賃
は
ワ
ン
ル
ー
ム

か
ら
広
々
と
し
た
３
ベ
ッ
ド
ル

ー
ム
ま
で
軒
並
み
上
昇
し
た

が
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
以
降
で
最

も
値
上
が
り
し
た
の
は
よ
り
広

く
て
高
額
な
ア
パ
ー
ト
で
あ

る
。
ワ
ン
ル
ー
ム
の
家
賃
が
19

％
上
昇
し
た
の
に
対
し
、
３
ベ

ッ
ド
ル
ー
ム
の
平
均
家
賃
は
36

％
以
上
も
上
昇
し
て
い
る
。

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
家
賃
過
去
最
高

月
額
平
均
５
５
８
８
ド
ル

世
界
の
超
富
裕
層
が
密
集
す
る
57
丁
目
界
隈

　屋外でパーコレーターを
使ってコーヒーを淹れると、
茶道の野点スタイルで、味わ
い も 格 別。 ま だ ま だ バ ー ベ
キューシーズンは続く。食後
のコーヒーも外で作ろう。
■パーコレーター：GSI Out-
doors Percolator Coffee Pot 
| Enamelware Campfire Cof-
fee Boiler Kettle for Outdoor 
Camping Cookware,　price 
$44　www.amazon.com
■ストーブ：Coleman Guide 
Ser ies� Compact  Dua l 
Fuel ™ Stove price $109.99
www.coleman.com 

野点式で珈琲

mailto:commercial@redacinc.com
mailto:Iyoshimoto@redacinc.com
http://www.amazon.com
http://www.coleman.com
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EVENT　 
■ NYC レストランウィーク＝ 8/20 まで　　
市内のレストラン 480 店以上が参加し、
特別価格のプリフィックスメニューを提
供する夏のレストランウィーク。今年は
1 か月にわたり 2 コースランチと 3 コー
スディナーが $30・$45・$60 のいずれか
の料金で楽しめる。開催の曜日や価格は
参加レストランにより異なる。
詳細は https://www.nycgo.com/
■ジャパンフェス×夏祭り＠ East Village
＝ 8/26・27　10:00 � 18:00　8/26 は ブ
ロードウエーの 8 � 10 丁目、8/27 は 4
番街の 9 � 11 丁目で開催されるストリー
トフェア。今回は夏の終わりの「夏祭り」
として、お好み焼き、焼きそば、からあ
げ、ラーメン、抹茶スイーツなどが楽し
める日本食の祭典。詳細は https://www.
japanfes.com

CLASS/SEMINAR
■伊藤さちよ舞踊団ワークショップ＝9/5
〜　伊藤さちよ舞踊団スタジオ（405 W 
23rd St.）着物の着付けや舞扇の使い方、
舞踊の基本動作などを学ぶ。扇子・着物
の購入 / 貸し出しあり。初心者は毎週火
曜午後 6 時（9/5 より）、経験者は毎週水
曜午後６時（9/6 より）スタートする。参
加費：$120（9 〜 10 月の 2 か月分）、１
クラス $20。問い合わせ・申し込みは 9/1
までに E メール sachiyoitoandcompany@
gmail.com/ まで。

MUSIC
■第 31 回チャーリーパーカー・ジャズ
フェスティバル＝ 8/25 〜 27　夏の終わ
りに恒例開催のジャズフェス。オーリ
ン・エヴァンスとキャプテン・ブラック・
ビッグバンド、伝説のジャズサックス奏
者チャールズ・マクファーソンなど、ベ
テラン奏者と次世代のジャズアーティス
トが集結する。入場無料。詳細は https://
cityparksfoundation.org/charlieparker/　
■響（ひびき）公演「イースト・ミーツ・
ウエスト」＝ 9/9  19:00  Jazz at Lincoln 
Center's Frederick P. Rose Hall（336 W 
58th St.）バイオリニスト／作曲家の川
井郁子が率いる和楽器と西洋楽器の混合

オーケストラ「響」の海外公演。北斎の
浮世絵や桜、能など最新の映像技術（ホ
ログラム）を駆使した演出で、音楽とダ
イナミックな映像が壮大なロマンを演出
するコンサート。入場料：$40 〜 150　
詳細は https://2023.jazz.org/

THEATRE/DANCE
■ムービーナイト・アット・ブライアン
トパーク＝ 8/21　Bryant Park（42nd St. 
bet 5th&6th Ave.）今年の最後の屋外映画
イベントは『グッド・バーガー』（1997）
を上映。会場は午後 5 時から入場可能、
映画は 8 時から。入場無料。
詳 細 は https://bryantpark.org/activities/
movie-nights
■スタジオジブリフェス 2023 ＝ 11 月ま
で　AMC Empire 25（234 W 42nd St.）
など各劇場　日本のアニメ制作会社スタ
ジオジブリが製作した長編アニメ映画を
全米の映画館で上映。日程は、8/20・22

『紅の豚（Porco Rosso）』、8/21・23『風
立ちぬ（The Wind Rises）』。吹き替え版
と日本語版（英語字幕）がある。
詳 細 は https://www.fathomevents.com/
series/studio-ghibli-fest
■サマー・ムービーナイト＝ 8/25　The 
Intrepid Sea, Air & Space Museum（46th 
St. & 12th Ave.）イントレピッド海上航
空宇宙博物館の甲板で開催される無料の
映画上映会。この日は2022年制作の『トッ
プガン：マーヴェリック』を上映する。
入場無料。午後 5 時ドアオープン、上映
は日没後から。
詳細は https://www.intrepidmuseum.org

, ART
　

■第 9 回 年次展「ピース 2023」＝ 8/29
ま で　INTERNATIONAL CENTER OF 
CCCS（80 Maiden Lane, 14th Fl）8 月恒
例のピース展。原爆投下の記憶を次世代
に引き継ごうと、身近なアートを通して
平和を考える草の根プロジェクトとして
2010 年にスタート。参加アーティストは、
ニューヨークから板東綾子、平之内美穂、
廣瀬公美、百田和子、鞍井綾音、神舘美
会子、佐治宣子ほか。NY で半世紀以上
にわたり反戦・反核の創作活動を貫いた
故・飯塚国雄の作品 2 点も展示。入場無料。
土日休廊。
詳細は https://artspheres.org/

　
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
協
会
は

14
日
、
全
米
ア
ジ
ア
太
平
洋
諸

島
系
米
国
商
工
会
議
所
︵
略

称N
ational A

C
E

︶

が

同

日
、
グ
ラ
ブ
ハ
ブ
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
フ
ァ
ン
ド
か
ら
の
助
成

金
に
よ
っ
て
実
現
し
た
ア
ジ
ア

系
米
国
人
お
よ
び
太
平
洋
諸
島

系
米
国
人
が
経
営
す
る
独
立
系

レ
ス
ト
ラ
ン
を
支
援
す
る
プ
ロ

グ

ラ

ム
﹁A

A
PIST

R
O

N
G

 
R

estaurant Fund

﹂

を

発

表
し
た
。
同
団
体
が
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
の
は
一
昨

年
、
昨
年
に
続
い
て
３
年
目
。

　
同
業
界
が
継
続
的
な
経
済
的

課
題
に
直
面
し
て
い
る
中
、
今

回
の
資
金
提
供
に
よ
り
、
ア
ジ

ア
系
レ
ス
ト
ラ
ン
経
営
者
は
、

イ
ン
フ
ラ
整
備
、
Ｅ
コ
マ
ー
ス

や
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
従
業
員
の

福
利
厚
生
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

の
合
理
化
な
ど
の
開
発
ア
イ
デ

ア
を
通
じ
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
次

の
レ
ベ
ル
に
引
き
上
げ
る
こ
と

が
で
き
る
。
最
終
的
に
は
、
ア

ジ
ア
系
・
環
太
平
洋
系
の
起
業

家
が
事
業
を
拡
大
し
、
将
来
を

確
保
し
、
ま
た
、
安
全
で
楽
し

い
集
い
の
場
を
育
成
す
る
こ
と

で
、
近
隣
の
生
活
に
還
元
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ

と
を
目
指
す
。

　
全
米
の
対
象
レ
ス
ト
ラ
ン

は
１
万
５
０
０
０
ド
ル
の
助

成
金
に
応
募
す
る
こ
と
が
で

き
、
２
０
２
３
年
10
月
12
日

〜

13
日
に
ラ
ス
ベ
ガ
ス
で

開
催
さ
れ
る
全
米
Ａ
Ｃ
Ｅ
の

A
A

PIST
R

O
N

G

年
次
会
議

で
、
最
高
５
万
ド
ル
の
グ
ラ
ン

プ
リ
が
ラ
イ
ブ
で
授
与
さ
れ

る
。

　A
A

PIST
R

O
N

G

レ

ス

ト

ラ
ン
基
金
は
、
8
月
14
日
か
ら

２
０
２
３
年
8
月
28
日
ま
で
、

ま
た
は
申
請
者
が
２
０
０
０
人

に
達
し
た
時
点
の
い
ず
れ
か
早

い
時
点
ま
で
、
全
米
の
ア
ジ
ア

系
が
経
営
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
か

ら
の
助
成
金
申
請
を
受
け
付
け

る
。
先
着
順
と
な
る
。

　
助
成
金
を
受
け
る
に
は
、
次

の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
必
要

が
あ
る
。︵
１
︶
ア
ジ
ア
系
ア

メ
リ
カ
人
／
太
平
洋
諸
島
民
／

ネ
イ
テ
ィ
ブ
・
ハ
ワ
イ
ア
ン
が

過
半
数
︵
少
な
く
と
も
51
％
︶

を
所
有
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
で
あ

る
こ
と
︵
２
︶
米
国
を
拠
点
と

し
て
い
る
こ
と 

︵
３
︶
現
在
営

業
中
で
あ
る
こ
と
︵
４
︶
営
利

企
業
で
あ
る
こ
と
︵
５
︶
主
た

る
営
業
が
﹁
食
品
の
調
理
お
よ

び
提
供
﹂
で
あ
る
こ
と
を
証
明

で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と︵
６
︶

一
箇
所
で
営
業
し
て
い
る
こ
と

︵
７
︶
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
で
は

な
い
こ
と
︵
８
︶
経
済
的
な
必

要
性
を
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
︵
９
︶
資
金
は
事
業
の
成

長
と
拡
大
の
た
め
に
使
用
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
︵
10
︶
地

域
社
会
へ
の
影
響
を
実
証
す
る

必
要
が
あ
る
︵
文
化
／
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
、
雇
用
、
慈
善
／
慈
善

活
動
な
ど
︶。

　
最
優
秀
賞
受
賞
者
は
、
10

月
12
〜
13
日
に
ラ
ス
ベ
ガ
ス

で
開
催
さ
れ
る
年
次
大
会
に

参
加
で
き
る
。
フ
ァ
イ
ナ
リ

ス
ト
3
名
は
、
Ａ
Ｃ
Ｅ
を
通

じ
て
航
空
券
と
ホ
テ
ル
宿
泊

券
が
提
供
さ
れ
る
。w

w
w

.
A

A
P

IS
T

R
O

N
G

.co
m

。

A
A

PIST
R

O
N

G
 

詳
細
と
応

募
方
法
に
つ
い
て
、https://

w
w

w
.aapistron

g
.com

/
current-grants 

を
参
照
。

　
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
は
７
月
26

日
、
ジ
ャ
パ
ン
・
レ
ー
ル
・
パ

ス
︵
Ｊ
Ｒ
パ
ス
︶
の
価
格
改
定

と
一
部
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を
発

表
し
た
。
価
格
改
定
日
は
今
年

10
月
１
日
︵
日
︶
購
入
分
か
ら

で
、
現
行
価
格
に
比
べ
る
と
大

幅
値
上
げ
と
な
る
が
、
こ
れ
ま

で
利
用
不
可
だ
っ
た
新
幹
線
の

﹁
の
ぞ
み
﹂
や
﹁
み
ず
ほ
﹂
も

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　
Ｊ
Ｒ
パ
ス
の
種
類
と
価
格
は

次
の
通
り
。
普
通
車
用
７
日
間

が
現
行
価
格
２
万
９
６
５
０
円

か
ら
改
定
後
は
５
万
円
に
、
同

様
に
14
日
間
が
４
万
７
２
５
０

円
か
ら
８
万
円
、
21
日
間
が

６
万
４
５
０
円
か
ら
10
万
円
に

な
る
。
グ
リ
ー
ン
車
用
７
日
間

は
３
万
９
６
０
０
円
か
ら
７
万

円
、
14
日
間
は
６
万
４
１
２
０

円
か
ら
11
万
円
、
21
日
間
は

８
万
３
３
９
０
円
か
ら
14
万
円

に
改
定
さ
れ
る
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
乗
車
で
き

な
か
っ
た
東
海
道
・
山
陽
新
幹

線
の
﹁
の
ぞ
み
﹂
号
と
山
陽
・

九
州
新
幹
線
の
﹁
み
ず
ほ
﹂
号

に
つ
い
て
は
、
特
別
企
画
乗
車

券
﹁
ジ
ャ
パ
ン
・
レ
ー
ル
・
パ

ス
専
用
の
ぞ
み
・
み
ず
ほ
利
用

券
﹂
を
発
売
。
さ
ら
に
、
10
月

１
日
か
ら
Ｊ
Ｒ
パ
ス
の
利
用
者

向
け
に
、
日
本
国
内
の
観
光
施

設
等
利
用
時
の
割
引
等
が
受

け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
も
開
始

予
定
。
詳
細
は
９
月
上
旬
以

降
に
専
用
サ
イ
ト
︵https://

japanrailpass.net/

︶
で
発

表
す
る
。
な
お
、
同
パ
ス
の
販

売
期
間
に
つ
い
て
は
２
０
２
３

年
12
月
31
日
ま
で
と
し
て
い
た

が
、
２
０
２
５
年
12
月
31
日
ま

で
延
長
さ
れ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
パ
ス
は
短
期
滞
在
の
訪

日
外
国
人
を
対
象
に
、
Ｊ
Ｒ
グ

ル
ー
プ
6
社
の
鉄
道
・
路
線
バ

ス
が
乗
り
降
り
自
由
で
利
用
で

き
る
特
別
企
画
乗
車
券
。
日
本

人
に
つ
い
て
は
﹁
日
本
国
の
旅

券
及
び
﹃
在
留
期
間
が
連
続
し

て
10
年
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確

認
で
き
る
書
類
で
、
在
外
公
館

で
取
得
し
た
も
の
等
﹄
を
有
す

る
人
﹂
と
な
っ
て
い
る
。
外

務
省
は
８
月
４
日
、﹁
ジ
ャ
パ

ン
・
レ
ー
ル
・
パ
ス
利
用
の

案
内
﹂
と
い
う
リ
リ
ー
ス
を

発
表
し
て
い
る
。
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://w

w
w

.
m

ofa.go.jp/m
ofaj/ca/cs/

page23_002045.htm
l

を

参
照
す
る
。
値
上
げ
前
の
９
月

末
ま
で
に
米
国
内
で
購
入
し
た

Ｊ
Ｒ
パ
ス
︵
バ
ウ
チ
ャ
ー
︶
も

10
月
以
降
利
用
で
き
る
の
で
、

詳
細
は
米
国
内
の
旅
行
会
社
に

問
い
合
わ
せ
る
。

ア
ジ
ア
系
レ
ス
ト
ラ
ン

支
援
申
請
受
け
付
け
中

先
着
２
０
０
０
事
業
者
に
１
万
５
０
０
０
ド
ル

全米アジア太平洋系商工会議所

Ｊ
Ｒ
パ
ス
大
幅
値
上
げ

10
月
１
日
購
入
分
か
ら

mailto:emishoga@danielgale.com
mailto:miyuki3533@gmail.com
http://www.shoenrealty.com
https://www.roomstyle.design/
http://snsrealty.com/
http://www.startsnewyork.com
http://www.furumoto.com
http://www.nykoshin.com
http://kiku-ny.com
tel:2122136069
https://artspheres.org/
https://2023.jazz.org/
https://www.intrepidmuseum.org
https://www.nycgo.com/
https://cityparksfoundation.org/charlieparker/%E3%80%80
https://cityparksfoundation.org/charlieparker/%E3%80%80
https://cityparksfoundation.org/charlieparker/%E3%80%80
https://japanrailpass.net/%EF%B8%B6
https://japanrailpass.net/%EF%B8%B6
https://japanrailpass.net/%EF%B8%B6
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https://bryantpark.org/activities/movie-nights


　
ル
ー
ト
66
フ
ァ
ン
の
皆
さ

ん
、
こ
ん
に
ち
は
！
今
年
も
も

う
８
月
。
私
の
住
む
南
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
で
も
夏
休
み
を
楽
し

む
た
く
さ
ん
の
旅
行
客
で
溢
れ

て
い
ま
す
。
そ
ろ
そ
ろ
学
校
も

始
ま
る
時
期
な
の
で
、
少
し
ず

つ
気
温
も
含
め
平
穏
？
を
取
り

戻
し
て
い
く
感
じ
で
す
が
、
皆

さ
ま
は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し

ょ
う
か
。
今
シ
ー
ズ
ン
始
ま
っ

て
２
回
目
の
先
月
は
い
き
な
り

脱
線
し
て
、
河
野
氏
と
の
文
化

交
流
企
画
に
関
す
る
珍
道
中
を

お
届
け
し
ま
し
た
が
、
こ
の
お

話
は
ま
だ
ま
だ
続
き
ま
す
。
今

後
ま
た
ス
ポ
ッ
ト
で
お
話
し
て

い
き
ま
す
の
で
ご
容
赦
を
！

　
さ
て
、
６
月
か
ら
新
た
に
始

め
ま
し
た
試
み
、
﹁
今
現
在
ル

ー
ト
66
で
は
実
際
に
何
が
起
こ

っ
て
い
る
の
か
？
﹂
に
フ
ォ
ー

カ
ス
し
た
時
事
的
な
話
題
を

ご
紹
介
し
て
い
く
シ
ー
ズ
ン

⑤
、
今
回
は
２
回
目
に
な
り
ま

す
が
、
読
者
の
皆
さ
ん
も
過
去

４
シ
ー
ズ
ン
に
培
っ
た
ル
ー
ト

66
に
関
す
る
知
識
を
ふ
ん
だ
ん

に
ご
活
用
い
た
だ
き
、
﹁
ル
ー

ト
66
の
今
﹂
に
一
層
の
興
味
を

持
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。
さ
あ
、
さ
っ
そ
く
い
き
ま

し
ょ
う
！

■
ア
ル
バ
カ
ー
キ
に
新
ビ
ジ
タ

ー
セ
ン
タ
ー
、
オ
ー
プ
ン
！

　
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
州
ア
ル
バ

カ
ー
キ
の
ル
ー
ト
66
ビ
ジ
タ

ー
・
セ
ン
タ
ー
が
こ
の
夏
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
開
館
時
間
は

毎
日
朝
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま

で
。
場
所
は
１
２
３
０
０
セ
ン

ト
ラ
ル
通
り
Ｓ
Ｗ
、
も
ち
ろ
ん

旧
ル
ー
ト
66
上
で
す
。
こ
の
ビ

ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ヴ
ィ

ン
テ
ー
ジ
カ
ー
や
ル
ー
ト
66
の

ア
イ
コ
ン
的
な
ビ
ル
ボ
ー
ド
、

オ
ー
プ
ン
・
ロ
ー
ド
の
ス
ピ
リ

ッ
ト
を
捉
え
た
写
真
な
ど
、
魅

力
的
な
展
示
品
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
に

浸
り
、
か
つ
て
こ
の
象
徴
的
な

ハ
イ
ウ
ェ
イ
を
創
造
し
た
開
拓

者
精
神
へ
の
理
解
を
深
め
て
み

て
は
い
か
か
で
し
ょ
う
か
。

■
モ
ー
テ
ル
・
サ
フ
ァ
リ
、
新

オ
ー
ナ
ー
募
集
中

　
さ
て
、
代
わ
っ
て
残
念
な
お

話
。
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
州
ト
ゥ

ー
カ
ム
カ
リ
の
由
緒
あ
る
モ
ー

テ
ル
。﹁
モ
ー
テ
ル
・
サ
フ
ァ

リ
﹂
の
オ
ー
ナ
ー
で
あ
る
ラ
リ

ー
・
ス
ミ
ス
氏
が
モ
ー
テ
ル
を

売
却
す
る
と
発
表
し
た
の
が
先

月
。
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る

段
階
で
は
未
だ
新
し
い
オ
ー
ナ

ー
は
発
表
さ
れ
て
い
な
い
け

ど
、
友
人
と
し
て
も
ラ
リ
ー
は

良
い
人
だ
っ
た
の
で
個
人
的
に

は
ち
ょ
っ
と
残
念
。
ル
ー
ト
66

ニ
ュ
ー
ス
の
ウ
ォ
ー
ニ
ッ
ク
氏

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
ラ
リ

ー
は
故
郷
の
テ
ネ
シ
ー
に
帰
る

こ
と
を
決
め
た
よ
う
で
す
。
ま

た
、
ハ
ウ
ス
キ
ー
ピ
ン
グ
の
従

業
員
を
雇
う
の
が
難
し
い
こ
と

に
も
触
れ
て
い
る
よ
う
で
、
モ

ー
テ
ル
を
一
人
で
経
営
す
る
大

変
さ
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し

た
。
ホ
テ
ル
業
界
に
従
事
す
る

筆
者
に
と
っ
て
も
こ
の
問
題
は

深
刻
な
も
の
の
ひ
と
つ
で
あ

り
、
今
後
様
々
な
側
面
で
ホ
テ

ル
、
モ
ー
テ
ル
経
営
の
見
直
し

が
要
求
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
尚
、
モ
ー
テ
ル
・
サ
フ
ァ

リ
は
１
９
５
９
年
に
建
て
ら
れ

た
も
の
で
、
２
０
２
１
年
、
ニ

ュ
ー
メ
キ
シ
コ
・
ル
ー
ト
66
協

会
ヘ
リ
テ
ー
ジ
・
ア
ワ
ー
ド
を

受
賞
し
て
い
ま
す
。
筆
者
が
将

来
的
に
モ
ー
テ
ル
経
営
を
視
野

に
入
れ
て
い
る
の
は
公
表
済
み

の
こ
と
で
す
が
、
ど
な
た
か
、

私
に
ご
出
資
を
！
︵
笑
︶
と
も

に
歴
史
あ
る
ル
ー
ト
66
モ
ー
テ

ル
市
場
に
従
事
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

■
Ａ
Ａ
Ａ
主
催
の
ロ
ー
ド
フ
ェ

ス
ト
、
大
成
功

　

先
月
の
記
事
中
最
後
の
数
行
で

も
触
れ
ま
し
た
が
、
去
る
６
月

23
日
か
ら
25
日
、
Ａ
Ａ
Ａ
主
催

の
ロ
ー
ド
フ
ェ
ス
ト
が
、
オ
ク

ラ
ホ
マ
州
タ
ル
サ
の
エ
キ
ス

ポ
・
ス
ク
エ
ア
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
初
の
試
み
で
あ
っ

た
約
２
０
０
台
も
の
ク
ラ
シ
ッ

ク
カ
ー
や
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ト
ラ

ッ
ク
が
並
ん
だ
姿
は
壮
観
！

１
９
２
０
年
代
の
Ｔ
型
フ
ォ
ー

ド
か
ら
２
０
２
１
年
の
フ
ォ
ー

ド
・
マ
ス
タ
ン
グ
Ｇ
Ｔ
ま
で
、

１
０
０
年
分
の
ク
ル
マ
が
展
示

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
会
場
で
は

ル
ー
ト
66
の
歴
史
は
10
年
ご
と

の
旅
が
展
示
さ
れ
、
各
モ
ジ
ュ

ー
ル
に
は
２
台
の
車
と
そ
の
時

代
を
代
表
す
る
衣
装
を
着
た

人
々
が
笑
顔
で
出
迎
え
て
い
ま

し
た
。
幸
運
に
も
こ
の
ロ
ー
ド

フ
ェ
ス
ト
の
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
兼

デ
ザ
イ
ナ
ー
の
ウ
ェ
イ
ド
・
ブ

レ
イ
氏
と
も
直
接
話
が
で
き
る

機
会
も
あ
り
、
ま
た
オ
ク
ラ
ホ

マ
州
、
テ
キ
サ
ス
州
、
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
州
の
３
つ
の
ア
ソ
シ

エ
ー
シ
ョ
ン
が
ブ
ー
ス
を
構
え

て
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
た
こ

と
で
多
く
の
友
人
に
も
同
時
に

会
え
ま
し
た
。
今
回
の
ロ
ー
ド

フ
ェ
ス
ト
は
来
場
者
５
６
４
５

人
、
ベ
ン
ダ
ー
１
２
１
社
、
カ

ー
シ
ョ
ー
参
加
車
１
９
７
台
を

挙
げ
、
35
万
４
０
０
０
平
方
フ

ィ
ー
ト
の
会
場
を
ほ
ぼ
埋
め
尽

く
し
た
よ
う
で
す
。
こ
の
イ

ベ
ン
ト
は
Ａ
Ａ
Ａ
が
来
た
る

２
０
２
６
年
の
１
０
０
周
年
記

念
を
ど
う
サ
ポ
ー
ト
す
る
か
へ

の
布
石
だ
そ
う
で
、
も
ち
ろ
ん

来
年
も
行
わ
れ
ま
す
。
同
じ
６

月
〜
７
月
あ
た
り
と
の
こ
と
な

の
で
要
チ
ェ
ッ
ク
！
で
す
。

■
フ
ラ
ッ
グ
ス
タ
ッ
フ
の
お
ス

ス
メ
ホ
テ
ル

　
ア
リ
ゾ
ナ
州
フ
ラ
ッ
グ
ス
タ

ッ
フ
に
あ
る
リ
ト
ル
・
ア
メ
リ

カ
・
ホ
テ
ル
は
、
開
業
50
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
ホ
テ
ル

は
２
０
１
６
年
か
ら
２
年
間
に

渡
っ
て
大
改
装
さ
れ
、
よ
り
サ

ウ
ス
ウ
エ
ス
ト
調
の
内
装
に
な

り
、
よ
り
多
く
の
人
気
を
集
め

て
い
ま
す
。
タ
ー
コ
イ
ズ
ブ
ル

ー
、
ナ
チ
ュ
ラ
ル
カ
ラ
ー
、
そ

し
て
同
州
南
部
の
モ
レ
ン
シ
鉱

山
で
採
掘
さ
れ
た
美
し
い
石
が

使
わ
れ
、
ア
ー
ト
ワ
ー
ク
や
カ

ー
ペ
ッ
ト
な
ど
、
ホ
テ
ル
で
使

用
す
る
も
の
す
べ
て
に
丹
念
な

ア
プ
ロ
ー
チ
が
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
こ
は
正
確
に
は
ル
ー
ト

66
上
で
は
な
い
で
す
が
、
お
ス

ス
メ
で
す
の
で
次
回
の
ご
旅
行

時
に
は
検
討
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

　
と
い
う
感
じ
で
今
回
も
４

件
、
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、
１

か
月
単
位
で
見
て
み
る
と
や
は

り
ル
ー
ト
66
で
は
た
く
さ
ん
の

こ
と
が
起
こ
っ
て
お
り
、
お
伝

え
す
る
内
容
を
絞
る
の
が
難
し

い
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
筆

者
の
偏
見
も
入
っ
て
し
ま
う
の

で
、
何
か
ご
意
見
あ
れ
ば
是
非

編
集
部
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　
最
後
に
こ
れ
だ
け
触
れ
さ
せ

て
く
だ
さ
い
。
50
年
以
上
に
わ

た
っ
て
ミ
ズ
ー
リ
州
レ
バ
ノ
ン

の
歴
史
あ
る
マ
ン
ガ
ー
モ
ス
・

モ
ー
テ
ル
の
オ
ー
ナ
ー
で
あ
っ

た
ラ
モ
ー
ナ
・
リ
ー
マ
ン
さ
ん

が
、
８
月
２
日
︵
水
︶
の
朝
に

亡
く
な
り
ま
し
た
。
享
年
85
歳

で
し
た
。
ラ
モ
ー
ナ
は
筆
者
に

と
っ
て
も
﹁
ミ
ズ
ー
リ
の
母
﹂

で
あ
り
、
ル
ー
ト
66
に
、
ミ
ズ

ー
リ
州
に
、
多
く
の
興
味
と
愛

情
を
発
見
さ
せ
て
く
れ
た
一
生

忘
れ
ら
れ
な
い
人
で
す
。
こ
の

場
を
借
り
て
心
よ
り
の
感
謝
と

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。
そ
れ
で
は
ま
た
来
月
お
目

に
か
か
り
ま
す
！

︵
後
藤
敏
之
／
ル
ー
ト
66
協
会

ジ
ャ
パ
ン
・
代
表
︶
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最
新
ニ
ュ
ー
ス
！ 

魅
惑
の
ア
メ
リ
カ
旧
国
道
﹁
ル
ー
ト
66
﹂

そ
の
３

：

ア
ル
バ
カ
ー
キ
の
新
観
光
案
内
所
と
Ａ
Ａ
Ａ
主
催
の
祭

　
三
河
湾
に
は
３
つ
の
離
島
が

あ
り
ま
す
。
日
間
賀
島
と
篠
島

は
愛
知
県
南
知
多
町
で
す
が
、

佐
久
島
は
西
尾
市
に
属
し
、
一

色
港
か
ら
高
速
船
で
約
25
分
の

距
離
で
す
。
佐
久
島
の
人
口
は

２
２
０
人
程
度
で
、
近
年
は
過

疎
・
高
齢
化
の
波
が
押
し
寄
せ

て
き
て
い
ま
す
。
80
％
以
上
が

里
山
で
、
信
号
機
も
コ
ン
ビ
ニ

も
な
い
穏
や
か
な
海
に
囲
ま
れ

た
島
で
す
が
、
ア
ク
セ
ス
が
あ

ま
り
よ
く
な
い
た
め
に
島
外
か

ら
民
間
資
本
の
投
入
が
ほ
と
ん

ど
行
わ
れ
ず
、
開
発
の
波
に
取

り
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ

れ
ゆ
え
に
黒
壁
集
落
等
の
昔
な

が
ら
の
町
並
み
や
豊
か
な
自
然

が
残
り
、
現
在
で
は
﹁
癒
し
と

ア
ー
ト
の
島
﹂
と
し
て
知
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
島

内
に
は
22
の
現
代
ア
ー
ト
作
品

が
常
設
展
示
さ
れ
て
お
り
、
い

つ
で
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
佐
久
島
で
は
、
こ
れ
ま
で
２

つ
の
現
代
ア
ー
ト
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
行
わ
れ
て
お
り
、
ま
ず

１
９
９
６
年
に
国
土
庁
や
愛

知
県
の
支
援
を
受
け
、
一
色

町
︵
２
０
１
１
年
に
西
尾
市
に

編
入
︶
が
﹁
弁
天
海
港
佐
久
島

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂
を
実
施
し
、

２
０
０
０
年
ま
で
に
﹁
弁
天
海

港
佐
久
島
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
﹂
が
３
回
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
島
の
祭
事
と
ア

ー
ト
イ
ベ
ン
ト
の
時
期
を
合
わ

せ
、
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

以
外
に
も
年
間
を
通
し
て
展
覧

会
や
ア
ー
ト
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
行
っ
た
も
の
で
、
１
９
９
８

年
に
は
古
民
家
再
生
の
シ
ン
ボ

ル
と
し
て
﹁
佐
久
島
弁
天
サ
ロ

ン
﹂
が
開
館
し
ま
し
た
。
同
サ

ロ
ン
は
、
ア
ー
ト
展
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
交
流
会
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
用
途
に
活
用
さ
れ
、

島
お
こ
し
の
拠
点
と
し
て
情
報

発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。
２
階

屋
根
裏
の
間
は
、
島
内
の
古
墳

か
ら
出
土
し
た
文
化
財
等
を
展

示
す
る
﹁
島
民
展
﹂
を
常
時
開

催
し
て
い
ま
す
。
島
に
は
博
物

館
が
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
こ
が

事
実
上
佐
久
島
の
博
物
館
的
役

割
を
果
た
し
て
い
る
と
言
っ
て

い
い
で
し
ょ
う
。

　
次
い
で
、
２
０
０
１
年
に
、

自
然
や
伝
統
と
ア
ー
ト
と
の
出

会
い
に
よ
っ
て
島
の
活
性
化
を

目
指
す
と
い
う
﹁
三
河
・
佐
久

島
ア
ー
ト
プ
ラ
ン
21
﹂
が
始
ま

り
ま
し
た
。
一
色
町
が
主
催
し
、

地
域
の
活
性
化
を
目
指
す
佐
久

島
の
有
志
に
よ
る
﹁
島
を
美
し

く
つ
く
る
会
﹂
が
中
心
と
な
り
、

﹁
祭
り
と
ア
ー
ト
﹂
を
キ
ー
ワ

ー
ド
に
始
ま
っ
た
島
起
こ
し
事

業
で
す
。﹁
島
が
ア
ー
ト
を
引

っ
ぱ
り
、
ア
ー
ト
が
島
を
引
っ

ぱ
る
﹂、
そ
し
て
島
民
と
島
外

者
と
の
交
流
で
島
の
活
性
化
を

図
る
と
い
う
目
的
か
ら
、
毎
年
、

様
々
な
企
画
が
提
案
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
一
つ
が
、
佐
久
島

内
外
に
点
在
す
る
常
設
展
示
の

ア
ー
ト
作
品
24
点
︵
２
点
は
島

外
の
一
色
港
︶
を
巡
る
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
﹁
佐
久
島
ア
ー
ト
・

ピ
ク
ニ
ッ
ク
﹂
で
、
観
て
感
じ

る
作
品
か
ら
、
実
際
に
体
感
で

き
る
作
品
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

ア
ー
ト
に
触
れ
な
が
ら
島
め
ぐ

り
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
最
も
印
象
的
な
作
品
は
、

波
打
ち
際
に
カ
モ
メ
が
並
ぶ
作

品
﹁
カ
モ
メ
の
駐
車
場
﹂
や
、

三
河
湾
に
面
し
た
﹁
お
ひ
る
ね

ハ
ウ
ス
﹂、﹁
イ
ー
ス
ト
ハ
ウ
ス
﹂

等
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
ら
の
取

組
の
結
果
、
佐
久
島
に
は
民
宿

や
カ
フ
ェ
の
経
営
等
の
観
光
業

に
従
事
す
る
Ｕ
タ
ー
ン
・
Ｉ
タ

ー
ン
移
住
者
も
少
し
ず
つ
現
れ

て
い
る
そ
う
で
す
。

︵
栗
原
祐
司
／
国
立
科
学
博
物

館
副
館
長
︶

癒しとアートの島・

佐久島

 第 463 回

カモメの駐車場

http://www.at-newyork.com/
tel:2122136069
mailto:meiseimotors@aol.com
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週刊NY生活 の広告をぜひご活用下さい ! !
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www.nyseikatsu.com

https://america-keitai.com/
https://shopnyseikatsu.com/
http://www.nyseikatsu.com
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